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3 fa 規 定 

1) 寄稿 者 は 会 員 と か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も る の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あぁ っ た 場合 と に か ぎり 受理 する こと が ある 。 

2) 原 稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , ABR, 虐 薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 報 文 ( 短 報 を 
含む ), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 ぉ および 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と こと が ある %。 

A) 登載 順序 は 志 障 の な いか ぎり 受付 順 席 に 従う 。 た だ し 同一 喘 内 で の 順序 は 前 後 す る こと が ある 2。 

5) 原稿 は 和 六 ある い は 欧 叉 と し , 横書き と に す る 。 和 文 原稿 は 昭和 43 年 7 月 11 日 内 閣 訓 令 に と よる 送り が な を 用 い , 
江 字 は で きる だ け 当 用 漠 字 を 用 いる 和紀 欧 交 原 稿 は タイ プラ イタ ーー で 打つ es 

6) 生物 名 , 外国 語 , 国名 , 地名 な ど は 片 か な と し , MFRRAMSE SAS. 日 本 語 の ローマ 字 つ づり は 慣用 
の 姓名 を 除き 訓令 式 に よる こと と 。 

7) BBOERS AM, MLM ED OR ( 図 や 表 を 含ま な い 和 変 の 場合 に は , 400 字 語 原稿 用 紙 で 30 枚 前 後 
と な る ) 以内 と し , と の 制限 頁 ゃ こえ る 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) 短 報 は 刷 上 り 2 買 ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 と な る ) 以内 と する 。 

9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

(FF) 4. 表題 =. 著者 名 +. 所 同名 お よび 所 在 地名 
(表題 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地名 , 摘要 ) 

10) 欧文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 FR) イ : 表題 0. 著者 名 ON. 所 属 名 お よび 所 在 地名 
(表題 , 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地名 , 摘要 ) 

11) 和 文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ョ ローマ字 つづ り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場 
SICA, MBAR, MAMBAS MR ICANS CL BIBMNROYROMMAB Ic LOKNOBA 
OPMACHE lo wwe ko 

12) Mis EOROMMUARBMROBS IclsMtT Bo 

13) 文献 の 引用 は 本 放 中 に お いて は , 著者 名 CES) ある い は (著者 名 , HS) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , BBA tr. 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 識 の 定め る と と ろ に よ ぁ ( 紅 学 進歩 年 報 に 収録 )。 了 欧文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 s 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な る の と する と と 。 

16) 挿図 の 挿入 人 穫 所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 泉 記す る こと と 。 

17) 挿図 は 著者 に お いて あら か し じ め 1/2 程度 に 縮 少 で きる よう に 墨汁 で 描き 必ず 自 色 の 厚紙 に は る と と 』。 MBF 
な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 * 

18) アー ト 紙 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび 挿図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 

21) 原著 論文 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別 刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と し 
て 実費 を 申し 受け て 作 製 する か らち 別刷 所 要 部 数 ( 贈 星 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 と 泉 記す る こと と 8 

22) 別刷 代 は 表紙 2 円, 本 双 2 貢 に つき 3 円 (QHMEL) と する 。 

23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) を 贈呈 する 。 そ を それ 以 上 の 別刷 の 希望 に つい て は 原著 論 六 の 場合 と 同 し 6 

24) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に とれ に 準ずる の NER る 研究 は 必ず その 旨 を 脚 誕 に CHET ACLS 

25) 原稿 用 紙 は 400 FG CESS { BSW, fo C MBE) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , 屋 手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 2:5cm ずつ あけ る と と 8 , 

26) 原稿 は 書留 便 を る っ て 下記 へ 送付 する と と 。 : 
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・ AWB ホ . 和文 摘要 
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東京 都 北 区 西ヶ原 農林 省 農業 技術 研究 所 内 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 編集 事務 局 


vy a 


ガ ネ 


ES 


ic oT 4H 


MI. VUPEPY AX YASH OAK OWA 


~ 


a H FE 8@-A 6-8 #2 
ih TAS EE OS FB EEE 
fi =] 実験 材料 な ら ぁ ら び に 実験 方 法 


生物 が 外界 の 環境 に 対し いか に し て 水分 を 保持 する か 
と いう 問題 は 興味 深い も の が ある の で , 古く か ら 研 究 が 
進め られ 注目 すべ き 報 告 も 少な く な い 。 

小泉 1933) は 動物 体 か ら 水 分 が 体外 に 排出 され る 現 


|| 象 に は ,(①) 鞭 中 に 含有 され て 排出 され る , (2) 尿 の 主 成分 


と な り 排 出さ れる , (3 汗 と な り 分 泌 さ れる , (④ 呼気 に 伴 
つて 排出 され る ; (5) 皮膚 より 水蒸気 と な り 発 表 さ れる 5 


| つの 場合 を 指摘 し , 更に 呼吸 係数 の 値 に より が ガス 交 換 が 


どの 程度 に お いて 体重 の 変化 を 起す か を 計算 し て , 一 般 
の 生物 に じみ ら れる 呼吸 係数 は 0.6~1.0 で ある の で , こと 
の よう な 場合 で は 体重 の 減少 量 を も っ て 水分 発散 量 と み 
な し て 大 差 な いこ と を 報告 し た 。 更 に 数 種 の 性 虫 を 使用 
し て 実験 を 行い , Rusner (1890) の 実験 を 引用 し て , 
動物 に お ける 水分 発散 作用 は 能動 的 に 身体 の 内 的 状態 に 
調和 する 生物 作用 で あぁ る こと を 述べ て いる CUR, 1934 
a~c)。 以上 の ど ご と く 空 気 中 に 暴 十 し て 生息 する 昆虫 
に 関す る 報告 は 種々 見 られ る が , HER ICOM COR 


} 査 は 見 当 ら な い s 


著者 は ハリ ガ ネ ム シ の 室内 飼 育 を 行う と き , また 農業 
薬剤 特に 粉剤 を 作用 し て 殺虫 試験 を 行う 場 合 や , 空気 中 


— に 放置 し て 実験 を 行う 場合 , 合理 的 に 自然 条件 に 近い 状 


態 で 取扱 いた いた め , 土壌 中 に 生息 する 機構 を 明らか に 
は する 必要 を 生じ た 。 ; 


吉田 ・ 沢 木 (1958) は マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 の 耐 
乾性 に つい て 実験 を 行い , BEA HICH TAIZ 
分 を 可 失 する た め 土 壌 内 で な けれ ば 生息 で き な い こと を 


REELED, 更に 虫 を 種々 の 恒温 恒温 の 空気 中 に 放置 し 


TC, 体 水分 庫 失 の 機構 な ら び に 体 水分 の 減少 速度 に つい 
て 実 険 し た の で 報告 する 。 ; 
ARMREST SICH, ご 助言 を 賜 わ っ た 京都 大 学 農 
学部 内 田 俊郎 先生 な ら び に Hate 文献 を 貸与 下さ れ た 


| 信州 大 学 繊維 学部 小泉 清明 先生 に 深く 感謝 の 意 を 表す 


る 。 
(1958 年 8 月 9 日 受領 ) 


供 試 必 虫 は 静岡 県 浜名 郡 浜北 町 新原 の 試験 較 場 で , 昭 
和 31 年 4 月 24 日 ~5 月 4 日 お よび 10 月 1 日 ~10 日 
(いずれ る 援 食 活 動 期 ) に 採集 と た も の で , ガラ ス 製 ポ 
ッ ト に クロ ボク 土壌 と 馬 鈴 慕 を 入れ て 飼育 し た 。 

恒 湿 装置 と し て は 上 部 に 直径 1 cm の 有 栓 の ゴム 製 次 
を 備え た 直径 11 cm, BX 26 cm の ガラ ス 製 ポッ ト に 
それ ぞ れ CaCh, MgClz・6HzO, MgNO;3, NaNO, な ど 
の 飽和 塩類 を 入れ , . 所定 の 湿度 を 保っ た 。 

衝 量 に 使用 し た 容器 は 2 cm 立方 の スズ は く 製 の きわ 
め て 軽い も の で , MVEROOD LAL TIPABORE 
り ポ ボ ポット 内 に 懸垂 する よう に し じ た 。 

測定 を 始め る に あたり , 湿度 計 を 入れ スズ は さく 製 容器 
を 懸垂 し た 恒 湿 装置 と トー ショ ン バ ラ ンス を 恒温 器 内 に 
放置 し て 恒温 に し た 後 , 供 試 尾 虫 を 上 部 の 穴 よ り 容 器 内 
に 入れ , 1A AORBETORE, MEORMC Lich 
量 を 継続 し て , 体重 の 減少 量 を 測定 し た 。 


湿度 と 体重 の 減少 率 曲 線 な ら び に 
体 水 分 の 減少 率 曲 線 


マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 は 乾燥 し た 空気 相 遇 すれ . 
ば 急激 に 体 水分 を 喪失 し て 体重 を 減少 し た が , その 度合 
は 個体 の 大 き さ に より 多少 変化 が 認め られ る の で ,。 供 試 
虫 の 大 き さ を 揃え て 1 頭 ず つ 実 験 に 供し た 。 湿度 計 の 表 
示 は 多少 遅れ , また 実験 開始 より 少し 増加 し 終了 まで の 
間 約 10~20% の 相違 が 認め られ た が , その 表示 は 実験 
開始 時 の 湿度 を も っ て し た 。 

( 原 体重 一 各 経 過 時 の 体重 ) を 原 体重 で 除 し た 商 を 体 
重 の 減少 率 と し , また GRAROKR—RYM) を 体 
水分 量 と し 体 水 分 の 減少 率 を 表わし た 。 

摂 食 活動 期 (9 ~10 A), 30°C, 20°C に お ける 各 湿 
度 の 体重 減少 率 な ら び に 体 水 分 の 減少 率 を 示せ ば 第 1 FE 
の どこ ど と く で お る 6 

し か し て 30°C, 20°C に お ける 各 湿 度 の 体重 な らち ら び に 
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第 1 表 体重 な ら び に 体 水分 減少 率 (20°C; 30°C) 


Se | kK Hm DR  (%) | ・ kK em DR M) 
EN ER) 00.) 98.5 70.5 00 99.0) 38:5.) 70.5) o0e0 
CO) Gap) ss 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 
10 8.86. °7.26 6.44, 15204 12.78 9.57 8.42 7.58 
20 Oye ayer CRP A Me 27.78 22.87 18.32 14.65 
30 26.92 25.41 20.46 13.42 38.89 33.51 26.73 20.20 
40 36.54 33.47 26.14 16.78 52.78 44.15 34.16 25.25 
30 50 43.08 39.52 30.68 20.81 62.22 52.15 40.10 31.31 
60 51.93. 45.56. 36.36 25.17 75.00 60.18 47.46 37.88 
70 BTS 51.62. 39.77) = 28.53 83.33 68.09 52.10 42.93 
80 61.54 55.65 44.70 31.88 88.89 73.40 58.32 47.98 
90 63.47. 60.08 47.35. 35.24 91.67 79.10 61.91 53.03 
100 65.39 62.50 51.14 37.58 94.44 82.20 66.61 56.57 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 
10 A oom roi 3. (03> $9202 5.88 IT Uo ees 
20 Sighs oss) 7270" Lheral H.17- 0.84 UO. saheto ses 
30 12d5 2 12-61) | DL bd 29.48 17.06 16.66 14.02. 13.29 
40 18.89 17.82 17.31 14.33 25.88 23.56 21.02 20.21 
20 50 23.18 21.30 19.24 15.09 31.76 28.16 -, 23.36 - 21.27 
60 O7 AT, 25.21 281.16 °48-36 | 37:64 | 33.33. 25.70 eo -59 
70 $9.19). 80243 3 26.95. 21. 88° A UD 
80 98.20. 34.35, 80.77 422.64 52.95 45.40. 092Gb ru OT 
90 42.49 38.26 32.70 28.30 58.23 5057 39.71 39.89 
100 46.79 42.61 36.54 30.19 64.11 56.32 44.39 42.55 
ig 度 05 3020 本 0910 0,57 38 0 S720 Wo 
{TKS O DR ITOV TEE 1M (A) に 示さ れる 曲線 Q=Q e-*# = (A=7k av =) 
が 得 ら れ た の で , 「 原水 分 量 を Qo, 経過 時 間 # に お ける が 成立 する も の と 仮定 し て 各 曲 線 が 
水分 量 を Q と すれ ば 指数 曲線 Q 
TE oe 
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- 100 
% 


90 


80 


BOR 


A 


©. 


(>) # 
(Wd) S4oRGROA 


% 分 20 40 60 80 100 
経過 時 間 


第 1 図 30°C, 22% R.H. に お ける 体 水 分 減少 尼 
および その 対数 曲線 


を 満足 する か を 吟味 し た 。 第 1 図 (B) は この 関係 を 
示し た も の で ある が , 大 体 直 線 性 を 満足 する も の と 思わ 
れる 。 し か し 更に (B) を 詳細 に 吟味 すれ ば , いずれ も 
30 分 と 40 FORM CAS OBS 2 つの 直線 に 分 れ て い 
る と と が わか る 。 こ の 場合 の 直線 ゐ 傾 き は 体重 な ら び に 
体 水 分 の 減少 速度 を 表わす る も る ので, これ ら の 直線 の 変 点 
に お いて 減少 速度 が 急激 に 増大 する こと を 示す も の で あ 
ろう 。 各 曲線 の 減少 速度 を 比較 する た め , 原点 を 通る 初 
め の 回 帰 直 線 (第 1 回帰 直線 ) お よび 減少 速度 の 論 化 後 
の 回 帰 直線 (第 2 回 帰 直 線 ) の 傾き で 表わす と と る に, 

2 つの 回 帰 直線 の 変 点 を 求め て 第 2 表 に 示し た 。 

第 1 お よび 第 2 回帰 直線 の 境 は 多少 誤差 を 生ずる と 思 
われ る が , 便宜 上 ハリ ガ ネ ム シ の 仮死 ( 胸 脚 の 運動 を 停 
ILTS) EC 下 る 時 を る Se た 3 

体重 な ら び に 体 水 分 の 減少 速度 は いずれ る も 湿度 が 減少 
する に つれ て 増加 する 傾向 を 示し , その 度合 は 体 水 分 の 
減少 速度 の ほう が 頭 著 で あっ た 。 

また 湿 鹿 の 高い 場合 の 体重 の 減少 率 曲 線 で は 回 帰 直 線 
は 1 本 で あっ た 。30°C KU 20°C の 各 湿 度 に お ける 
体 水 分 の 減少 速度 を 第 1 回 帰 直 線 の 傾き (6 Offi) Wk 
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第 2 表 体 軍 な ら び に 体 水 分 の 減少 速度 (20°C, 30°C) 


温度 温度 | IL | 第 2 回 帰 直 線 | 回 帰 直 線 | 仮死 に 要 
区 分 ——— = —___—__-_=|0 % 4) 32a 

(°C) (%) No. Y= bX No. Y =a+bX | (3F) (分 ) 

22.0 4 Y =0.0070X 7 Y==+0.3491+0.0159X 25.5 30 

30 38.5 4 Y =0.0057X 7 Y=—0.1002+0.0085.X 29.5 30 

70.5 5 Y =0.0045.X 6 Y=—0.0254+0.0050X 38.0 40 

90.0 7 Y =0.0033.X 4 Y=—0.0355+0.0040X 38.5 50 

体 水分 の 減少 

20.5 5 Y=0.0030X | 6 -¥Y=—0.1303+0.0057X | 33.0 40 

20 38.0 7 Y=0.0028X | 4~ Y=—0.0962+0.0045.X 38.5 50 

72.0 v4 Y =0.0023.X 4 Y=-—0.0128+0.0027X 42.5 60 

91.0 8 Y=0.0022X | 3 Y=—0.1226+0.0037X 47.5 80 

22.0 4 Y =0.0045X | 5 Y=—0.0535+0.0056X 27.9 — 

30 38.5 4 Y =0.0041X Y =—0.0038+0.0045X 29.0 — 

70.5 ata! Y =0.0032X | 一 — = = 

90.0 11 Y=0.0021X | 一 ーー = ーー 

体重 の 減少 - — 7 コ 

20.5 5 Y =0.0021X 6 Y=—0.0535+0.0033.X | 33.5 | を 

20 38.0 7 Y =0.0021X 4 Y=—0.0377+0.0028X 37.0 4 — 

72.0 11 Y=0.0019X  — = i | = 

91.0 ak Y=0.001I5X | 一 — — | = 


AR 1957) は 乾燥 に 対す る 抵抗 性 に つい て 実験 し , マル 
クビ クシ コメ ツキ 幼虫 は 空気 中 で は 体 水 分 を 保持 する こ 
と が で き な い た め , また 浸水 じ だ 場合 は 水 び た し だ どなり 
環 節 を 延ばし て 死亡 する と と を 報告 し た が , 本 実験 だ に よ 
っ て も ハリ ガ が ガ ネ ム シ 類 の 表皮 に 体 水分 の 発散 お よび 水分 
の 侵入 を 防止 で き な い 相当 大 き な 場 所 が ある こと が 想像 
され る 。 


仮死 た 至る 時 間 と 回 帰 直線 の 交点 


ハリ ガ ネ ム シ を 乾燥 し た 空気 中 に 放置 すれ ば , CAF 
殿 行 し た り 有 反転 的 転 し て 苦 岡 の 状態 を 示す が , 次 第 に 活 
動 が 衰え 反転 し て 胸 脚 の なみ を 動か す よ うに な り , つい に 
固化 し て 不動 の 状態 に な り 死 亡 し た 。 二 実験 で は 胸 脚 の 
運動 を 億 止 す る 時 を も っ て 仮死 の 時 と し た が , この 時 期 
で は 幼虫 体 は 外観 上 で は 固化 し て 棒状 を 呈し 完全 に 死亡 


(>) BMS OMAR 


i? HE (R.H.) し た と 思わ れる が , 水中 に 入れ れ ば 体重 を 増加 し て 生気 
を 回 復 し 洪 土 する 能力 を 持っ て いた 。 
2 20°C お よび 30°C に お ける 温度 fs 
cae と 体 水 分 の 減少 速度 仮死 に 要する 時 間 と 2 つの 回 帰 直線 の 交点 と を 第 2 表 
に 示し た が , いずれ の 場合 も この 時 期 よ り 体 水分 の 減少 
の 比較 すれ ば 第 2 図 に 示す ご と く で ある 。 . 速度 は 急激 に 速く な っ た 。 


いずれ の 場合 も 湿度 が 減少 する に つれ て 体 水 分 の 減少 換言 すれ ば ハリ ガ ネ ム シ は ほとん ど 体 水分 の 喪失 を 防 
度 は 直線 的 に 増大 し た 。 更 に 体重 な ら び に 体 水 分 の 減 止 す る 能力 は な い が , それ で も 多少 は その 能力 を も っ て 
少 束 度 の 傾向 が 全く 同様 で ある こと を , きわ め て 短 時 間 いる た め , 始め は 第 1 回 帰 直 線 の 傾き で 減少 する が , 仮 
に 体重 が 減少 する が 脱 装 , 胃液 の 吐出 な どの 排 港 現象 が 。 死に より その 擬 能 を 失う た め , 第 2 回 帰 直線 の 人 尼 き に な 
られ な いと と に より , ハリ が ガ ネム シ 類 で は 体重 の 減少 。 り 急 激 に 体 水 分 が 減少 する も の と 考え られ る 。 

を その も の が 体 水 分 の 喪失 量 で ある こと が 推察 され る 。 温度 が 高い 場合 お よび 湿度 が 低い 場合 ほど , 回 帰 直 線 


< 


of] BBP (1954) は 浸水 に 対す る 抵抗 性 , 吉田 ・ 沢 の 交点 と 仮死 に 要する 時 間 は 近似 し た 。 
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第 3 券 RBA 


第 3 表 各 温 度 に お ける 体重 減少 率 "(%) (18.5~20.5% R.H.) 


に 
mn CO) 40 35 30 25 20 17 14 
oo : 
0 0 0 0 0 0 0 0 
20 21.8 16.9 11.0 5.1 6.1 7.3 ahi 
40 35.3 27.4 20.4 13.0 ae 14.5 16.4 
60 50.4 35.5 28.1 21.3 18.8 22.1 23.3 
80 53.8 41.1 34.8 26.8 23.5 25.2 28.2 
100 56.3 44.4 39.3 31.5 29.1 29.0 32.1 
120 56.7 46.0 43.0 35.4 33.3 35.1 38.5 
140 57.1 46.4 44.0 37.0 36.6 37.4 38.9 
No. 3 3 3 6 8 8 8 
Y=bX Y=0.0049X Y=0.0031X Y=0.0025X Y=0.0017X Y=0.0015X Y=0.0015X Y=0.0015xX 


WL FENF IC 33 (FS (A OP & Ar. (¥B0°C で は 20.81 
~26.92%, 20°C で は 18.89~22.64% CHD, 回 帰 直 
線 の 変 点 に つい て みれ ば 30°C で は 16.78~26.92%, 
20°C で は 15.09~19.24% Chor 

He VLA OUIR CAS KUOEIREAV, 体重 の 
減少 率 が 約 35% を 越え れ ば 体 水分 の 補給 を 行 つ て る 生 
』 き 返ら な いこ と を 認め た 。 し た が っ て 幼虫 は 観 訟 上 の 仮 
死 時 , また は 回 帰 直 線 の 交点 に お いて は , PAK OWA 
に より 固化 し 麻痺 状態 に ある に すぎ な いこ と こと が 推 容 され 
Bo 


温度 と 体重 の 減少 率 曲 線 


体重 の 減少 率 曲 線 に お いて る 体 水分 の 減少 率 曲 線 と 同 
様 な 傾向 が 認め られ る の で , 実験 個体 を 5 頭 に 増加 し 関 
係 湿度 を 一 定 (18.5~20.5%) に し て , 各 温 度 に お ける 
体重 の 減少 速度 を 比較 し た 。 各 温度 に お ける 体重 の 減少 
率 を 第 3 表 に 示す と と も に , 体重 の 減少 速度 を 第 1 回 帰 
直線 の 傾き に より 比較 し 第 3 図 に 示し た 。 
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第 3 図 TBE & PRED pac pe 
(18.5~20.5% R.H.) 


体重 の 減少 速 席 は 14~20°C で は お お むね 近似 し た 値 
を 示し た が , 25°C を 越え る と 急激 に 増大 し た だ 。 

WiccLEgswoRTH (1945) は 死亡 し た Agriotes 幼虫 の 
単位 面積 あたり の 体 水 分 の 蒸発 量 を 測定 し て , 10~30°C. 
の 間 で は 蒸発 量 は 直線 的 に 増加 する こと ど を 報告 し た が , 
本 実験 で は 25°C 付近 が Melanotus caudex 幼虫 の 体 - 
水分 の 減少 量 よ りみ た 異常 温度 の 臨界 点 に あたる よう に 
思わ れる 。 こ れ は 実験 個体 と し て ハリ ガ ネ ム シ の 生体 を 
ぞ の まま 使用 し た た めで ある ろう 5 う 。 

吉田 ・ 江 渡 (1957) は マル クビ クシ コメ ッ ツキ 幼虫 の 酸 : 
FE LUE L, 23°C まで は 大 き な 変 化 は み ら れ すず , 
BIC MBLs LFS TUSSI BLA ICM STL 
を 報告 し た が , 体 水 分 の 減少 速度 と 温度 と の 関係 に お い 
て も お お むね こと れ と 同様 の 傾向 が みな られ た 。 

BH DIR ICPOK OFA ICOW CT OMA REE 
うと , VUPEYVvVIAXYVAH & WRT Lear 
溶液 に 浸漬 し て 表皮 を 染色 し た と き , 胸 脚 の 基部 と 腹 
面 に 2 条 の 短 時 間 で PA IC 反応 する 居 元 層 ( 多 価 フ ェ 
ノー ル 層 で あろ る うら う ) が 表皮 に 露出 し で 存在 する の を B 
D7 

同 虫 の 背面 お よび 側面 は キチ ン 質 が 厚く 分 布 し て 体 水 . 
Fy DRM LVEE A BNE > 

また 環 節 間 膜 も 比較 的 キチ ン 質 が 薄く な っ て いる 場所 
で ある が , 環 節 が 重なる 場所 で 染色 され に くい 。 EER 
虫 の 体 水分 発散 場所 と し て 一 般 に 表皮 の 負傷 部 位 と か , 
気 門 な ど が 考え られ る が , 実験 結果 より の 推察 で は 負傷 
場所 の よう な 不 規則 な る の で は な く , また 気 門 の よう な 
NEVI C BIW NY PRAY OPK OMAR 
を 観察 すれ ば , MMOS 5 ICREMA DIIETRODL 
外側 の 線 に 治っ た 表皮 が 体 水分 の 喪失 の た め 内 部 に 湾 入 - 
する の が み ら れ た 。 し た が っ て ハリガネ ムシ の 体 水 分 の 
喪失 場所 は これ ら の 居 元 層 と 思考 され る 。 
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4 Be 採集 時 期 と 体 宣 減少 率 (%) (20°C, 18.5~20.5% R.H) 
3 wm} Cuan, 20 pararAd, peat pita iy. 
60 80 100 120 140 = 
ae | 160 180 200 Y=bX 
Ere. aoc F aL eta EE 
llc Ot 52) 2 9-8 11.0 18.7 16.5 188 92.3 983.9 96.3 | Yoo 000TH 
4 278 2 og Ra 
di 0 6.1 12.7 18.8 I RY ME mT = Y =0.0015X 
DHE IS 6.8% CHVEC LRP ot, COREE 
PROSE & HIE Wb eth ag 減少 率 Y Yo CH VFL LIP ok. COMO 


以上 は いずれ も ハリ ガ ネ ム ジ が 作 士 の 上 層 に 生息 し て 
摂 食 活動 を する 時 期 に お ける 体 水分 の 減少 速度 で ある 
が , と れ と 作 土 の 下層 に 生息 し て 摂 食 活動 を し な い 時 期 
に お ける それ と を 比較 し た 。 第 4 表 に 2 月 10 A (SEE 
BO) LAA 27 日 ( 摂 食 期 ) に お ける 体 水分 の 減少 束 
度 を 比較 し た が , 非 食 期 に お ける 体 水 分 の 減少 速度 は 
摂 食 期 の 約 1/2 で ぁ っ た 。 

この 傾向 は へ り ガ ネ ム シ の 浸水 な ら び に 齋 燥 に 対す る 
抵抗 性 に お ける 傾向 と 同様 で あっ た 。 


土 震 慣 虫 の 体重 の 減少 率 曲線 


土壌 昆虫 の 体 水 分 の 喪失 と 他 の 環境 下 に ある 昆虫 の そ 
れ を 比較 する た め , クリ シギ ゾウ ムシ (Curculio den- 
tipes), キリ ウジ ガ ガ ン ボ (Tipula aino), マメ コガ が ガ ネ 
(Popillia japonica), サビ キ コ リ (Lacon fuliginosus) 
お よび マル クビ クシ コメ ッ キ (Melanotus caudex) の 
幼虫 を 20°C, 18~22% R.H. の 下 に 放置 し て 体重 の 減 
少 速 度 を 測定 し た 。 各 幼虫 の 体重 の 減少 率 曲 線 と 体重 の 
減少 速度 を 示せ ば 第 4 図 の ご と く で ある 。 

クリ シギ ゾウ ムシ の 幼虫 の 体 色 は 乳白 色 で あっ た が , 
次 第 に 黄色 に 変化 し た 。 し か し 放置 後 24 時 間 を 経て も 


Lacon fuliginosus 
Y=0,00352X 


RMCARTSLIOCH SA, 体 水 分 の 減少 率 よ りみ れ 
VEKAMUTA LT % Foch & AERC B75 

キリ ウジ ガ ガ ン ボ の 幼虫 は 実験 の 初期 に お いて 比較 的 
急激 な 水分 の 喪失 が み ら れ た が , 60 分 経過 後 よ り は 大 き 
な 変化 は なみ られ ず , また 200 分 以内 で は 死亡 し な か っ た 。 
マメ コガ ネ の 幼虫 は 180 分 , マル クビ クシ コメ ッ キ の 
幼虫 は 80 Zr, サビ キ コ リ の 幼虫 は 60 A CRHEICHo 
た が , > サビキ コリ , マル ク グ ビ ク ジコ メッ ツキ 幼虫 の 体 水 
ORS, 仮死 に 至る まで 直線 的 に 減少 し , 水 表面 より 
水蒸気 が 蒸発 する 場合 と 全く 同様 で あっ た 。 体 水分 の 壇 
失速 度 は サビ キ コ リ の ほう が 大 きく , 第 1 回帰 直線 の 傾 
き で 比較 すれ ば マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 の 2.42 Pec 
あっ た 。 こ れ は サビ キ コ リ 幼 虫 の 体 水 分 の 喪失 場所 が マ 
WMIEAPVAXYVAPRIVKEWVTLICES LOCH 
る 

マメ コガ ネ 幼 虫 の 体 水 分 の 喪失 は 実験 の 初期 に お いて 
急激 に 多かっ た が , 80 分 経過 後 で は 減少 速度 は か えっ 
て 放 え た 。 こ と れ は 実験 の 初期 に お いて 胃液 を 吐出 し た た 
めで ある ろう 。 第 1 回 帰 直線 の 傾き で 比較 すれ ば ぼ ば, マル ク 
ビク シコ メ ツ キ 幼 虫 の 場合 と お お むね 同様 で あっ た 。 


摘 要 


1) ハリ ガ ネ ム シ の 体重 な ら び に 体 水 分 の 
減少 率 曲線 は いずれ る も 同じ 傾向 を 示す こと と 
©, きわ め て 短 時 間 に 体 重 が 減少 する が 脱 状 


as 胃液 の 吐出 な どの 排 洪 現象 が みな られ な いと 
Popillia japoni Ee cnet 
2, pe な ど に より , 体重 の 減少 量 そ の も の が 体 水 分 


Melanotus caudex 
Y=0,.00145X 


Tipula aino 
Y=0, 00065X 
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BAR 昆虫 の 体重 減少 率 曲線 と 減少 速度 
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Curculio dentipes 
¥=0, 00003X 


180 200 220 240 


OMAR STL DHB SNR. 

2) 湿度 を 一 定 に こし て 体 水 分 の 減少 速度 を 
比較 すれ ば , 14~20°C で は お お むね 近似 し 
た 値 を 示し た が , 25°C を 過ぎ れ ば 急激 に 増 
Ko © OfMMIRRA BCs 0 SE 
の 傾向 と お お むね 一 致し た 。25°C 以上 の 温 
度 は マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 の 生育 に どっ 
て 媒 常 な 温度 で あろ う 。 

3) 温度 を 20°C に し て 体 水分 の 減少 速度 
を 比較 すれ ば , 湿度 が 減少 する の に 比例 し て 
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REEL BIC HBA Lo NI PHA VORE ICE 
体 水分 の 喪失 を 防止 で き な い 相当 大 き な 場 所 が ある こと 
が 推察 され た 。 

4) マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 を 硝酸 銀 ア ン モ ニア 沙 
液 に 浸漬 し て 染色 すれ ば , 胸 脚 の 基部 と 腹面 に 治っ て 2 
条 の きわ め て 短 時 間 に 反 応 す る 居 元 層 ( 多 価 フ ェ ノ ー ル 
層 で ある ろう ) が 表皮 に 志 出 し て 存在 する の を 認め た 。 C 
れ ら の 居 元 層 は 体 水分 の 喪失 場所 で は な か ろう か 。 

5) 胸 脚 の 運動 倍 止 の 時 期 を も っ て 仮死 の と き と し 
た 。 こ の 時 期 で は 幼虫 体 は 固化 し て 棒状 を 世 し 完全 に 死 
記し た よう に みえ る が , これ を 水中 に 投入 すれ ば 生気 を 
回 復 し で 洪 土 する 能力 を 持っ て いた 。 

6) ハリ ガ ネ ム シ は 実験 の 初期 に お いて は , 第 回帰 
直線 の 傾き で 体 水分 は 減少 する が , 仮死 に より 体 水分 の 
減少 速度 を 急激 に 増し , 第 2 回 帰 直 線 の 傾き で 減少 し た 。 
し た が っ て ハリ ガ ネ ム シ は きわ め て 僅か で は ある が , 体 
水分 の 喪失 を 防止 する 機能 を も つも の と 思考 され る 。 

7) Ady ( 非 摂 食 期 ) に お ける 体 水 分 の 減少 速度 は 春 
期 ( 摂 食 期 ) の 約 1/24 CHV, ハリ ガ ネ ム シ の 浸水 な ら 
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びに 間 燥 に 対す る 抵抗 性 の 傾向 と 同様 で あっ た 。 

8) ESO KK OWRD & ORE PIC D 
BROthnelRo ko クリ シギ プ ブウ ムシ お ぉ お ば よび キリ 
QHH VR OME 200 分 以内 で は 死亡 し な か っ た 。」 体 
水分 の 減少 速度 の 最も 早い も の は サビ キ コ リ の 幼虫 で , 
マル クビ クン シン コメ ツキ 編 東 の 2.42 fECHoKo VFA 
HT AMOI OWT REE VIED VAXIEDS 
虫 の を それ と お お むね 同様 で あっ た 。 
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Summary 


Researches on the Wireworm, Melanotus caudex Lewis 
XII. On the Body Water Loss.in Wireworms 


に 


By Masayoshi Yosuipa and Nobumichi YuTAnNt 


Faculty of Agriculture, Shizuoka University, Iwata, Shizuoka Pref. 


In order to make clear the mechanism of the 
water loss through integument in the wireworms, 
Melanotus caudex Lewis, the authors measured 
the speed of water evaporation from body, by 
exposing them in incubators under several condi- 
tions, and measuring the diminution of their 
body weights by torsion balance. 

1. Decreasing tendencies of the curves of both 
the body weight and the body water, may be 
due to the decrease of body weight, which is 
equal to the evaporated volume of body water. 

2. The speed of water evaporation from the 
body under a constant humidity (ca. 20% R. H.) 
was almost constant at 14~20°C, and increased 


rapidly above 25°C. ‘This tendency was very 


similar to the case of oxygen consumption. This: 
leads us to the conclusion that any temperature 
over 25°C is unsuitable for growth of wireworm. 

3. The speed of water evaporation from the 
body at 20°C increased linearly with the decrease 
of humidity. It is assumed, therefor, that there 
exist large areas which cannot prevent water 
evaporation on the integument. 

4. By dipping the wireworm into ammoniacal 
silver solution, the abdomen sterna longitudinally 
along the basal line and also the base of legs in 
The deoxidized 


parts on the integument seems to be polyphenol 


thorax sterna turned to black. 


layers. Those parts are considered to be connected. 


with the evaporation site. 


1959 年 6 月 吉田 ・ 由 谷 : 

5. When the leg movement stopped and worms 
became hard and cylindrical due to the water 
loss, they seemed to be dead but rétained still 
an ability to burrow into soil when they were 
dipped into water for several minutes. 

6. The curve of the evaporation speed had a 
shift at the midst of regression line where the 
ability of keeping their body water was lost. 

Thus it became clear that the wireworms 
have a little ability to defend the water loss. 

7. In winter period the speed of evaporation 
was about a half as that in spring period, and 


this tendency was almost the same to the cases 
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of the resistivity against drying and dipping into 
water. 

8. Under the condition of 20°C and about 20% 
R. H., the evaporation speeds of body water in 
other kinds of soil insects were compared with 
those of insects living in other environments. 
Larvae of Curculio dentipes and Tipula aino did 
The highest speed 


was that of Lacon fuliginosus, namely, 2.42 times 


not die by drying for 200 min. 
as fast as in case of Melanotus caudex. Eevapora- 
tion speeds of both Popillia japonica and Mela- 


notus caudex were almost the same. 


yb 


クワ シロ カイ ガラ ムシ の 生活 史 と 性 決定 

Bennett, F. D. and S. W. Brown (1958) Life 
history and sex determination in the diaspine 
scale, Pseudaulacaspis pentagona (Tarc.) (Coc- 
coidea). Canad. Ent. 90(6) : 317~324. 

Brown, S. W. and F.D. Bennetr (1957) On sex 
determination in the diaspine scale Pseudaula- 
caspis pentagona (Takrc.) (Coccoidea). Genetics 
42(4) : 510~523. 

Pseudaulacaspis pentagona (クワ シロ カイ ガラ ム 
シ ) は 世界 中 に 分 布 し , 生活 史 に は 特異 な 点 が 多い 。 
Trinidad (84> FB) で の 研究 に よる と , Meme 
は 交尾 後 14~16 日 で 産卵 を 始め , 8~9 日 で 終る 。 卵 
期 3~4 日 , crawler (2#UtR2 ADAIR. MES 
や る つ 鉱 の 色 は coral, 雄 の は pinkish white, す な わ 
ち sexual dimorphism, 更に 雌 卵 は 始め に 産ま きれ, 引き 
続い て 雄 卵 が 産ま れる , すなわち sexual dichronism 
PRS, HOHIX overlap する と と は ほとん た ん ど な く , 

令 期 間 中 る 維持 され る 。 雌 crawler は 雄 よ り 活 発 で , 
移動 期間 や 距離 る 大 きく , 2 令 幼 虫 が 形成 する カイ ガラ 
る 雌 は 大 きく て で 丸く, 雄 は 小型 で 長い 。 1 世代 は 夏 ま た 
は 25°C fH Clk 36~40 日 , Kid 80~90 日 で あぁ る 。 

雌 は 交尾 し な いと 産卵 し な い が , その と き は 3~4 日 
目 か ら 別 の 白色 の 粗 な 毅 を 作り 始め , その 中 へ 移る 。 途 
中 で 交尾 させ る と 翌日 か ら 中 止 す る 。 20 HARE? 
ら 5 せる と , 産卵 開始 まで の 期間 は 3 日 ぐら い 短 


く な り , 


PK 


40 日 交尾 させ な いと 産卵 せ ず に 死ぬ 。 

雌 は diploid で 16 個 , 雄 は haploid で 3 (ADORE 
KR EO, HSKRAND SET SOC <, BHI 
ORFEC RO CSRS SW LALCSRORMO 
FHC, BADROBMICHBID 5 7c haploid set の 
染色 体 が 消滅 する 。 

性 比 は 普通 1 :1 で あぁ る が , 変異 は 大 きい 。 RAVES 
ER DN CT j』 合 に は 護 の 比率 
が 非常 に 増す 。 と これ は 性 に よる 死亡 率 の 差 や genetic 
factor に よる も る の で は な く , 雌 親 の 生理 的 条件 に よ つ て 
BE ZIG. 

Sexual dimorphism や sexual dichronism に つい 
て は 地理 的 変異 が ある も の と 思わ れる 。 


(四国 農 試 HAR) 


シロ アリ の 必須 アミ ノ 酸 含量 
MANZANILLA E. B. and L. A. Ynatvez (1958) 

Essential amino acid content of some tropical 
termites. Philippine Agriculturist 42(1) : 36 

ロア リ を 家 倉 や 家畜 の タン パク 質 源 と し て 利用 で き 
る か どう か を 知る た めで に , 
よび Nasutitermes luzonicus の 必須 アデ アミノ酸 含量 を 測 
aE Naki ek DO eg ヒス チ ジ ン 含 量 は 両 種 と 
る も 同志 ある っ ろ 交 co ジワ ジニー ルケ ゲラ マン > は EC. 
に 多い 。 こ と これ は 食物 , そし て ショ アリ の 栄養 生理 に 関係 
LTO4ZiEDLBHONSG, SBRAMII C. vastator よ 


り も N. luzonicus に 多 か つ た 。 GARB 平野 千里 ) 


Coptotermes vasiator お 


) Poy, 


vastator 


画 場 に おち おけ る 昆虫 群集 の 研究 


XVI. パレ イシ ョ の 単 作 お よび トウ モロ コシ の 間 作 栽培 に お ける 
昆虫 群集 の 構造 , 特に 構造 の 変化 を 導く ANG 


福 島 


RR 


A BB a ae 


まえ を が き 


私 は 前 報 (福島 , 1956) に お いて , バレ イシ ョ を 単 作 
EPL BSL, これ を トウ モロ コシ に 間 作 栽培 に し た 
場合 と で , 畑地 内 の 昆 虫 群 集 の 構造 が 異な る こと , 構成 
種 の 総 個 体 数 の 比較 で は , 前 者 は 後者 の 約 2 倍 を 包容 す 
DCL, 後者 の 辞 集 は 貧弱 で し か も 早く 安定 状態 に は い 
る ご ど と な ど を 明らか に し た 。 そ を その後 間 作 栽 培 の この よう 
な 状態 が が 価 に 由来 する も の か に つい て 実験 を 進め , =, 
三 の 結 果 を を 得 た の で こと こと に 報告 する 。 

バレ イシ =a 畑 と は 異な る が , 個々 の 害虫 の 発生 消長 が 
IVER IC kK CALF STE, OED MERE ATS 
と あぁ る 種 の 発生 が 少な く な る こと は 従来 か ら 知 られ て お 
り , この 変化 は 間 作 作物 の 草 高 の 大 小 に 関連 する も の で 
ある と いわ れる 。 こ の 意味 か ら 草 高 の 高い 作物 に よっ て 
ある 種 の 飛来 移動 が 多少 な り と も きえ ぎら れる で ある ろう 
と いう 推察 が 下さ れ た の は 当然 で ある 。 バ レイ ショ 畑 に 
は オオ = ジュウ ママ ホ シテ ント ウ の よう に 割合 大 形 の 尼 皿 
WSR, EMDREWSZ LF TILA VIECAL TPE 
ウッ ウマ の よう な 小形 昆虫 が 主要 種 と な っ て お り , し た が っ 
て で てこ と れ ら の 飛来 移動 に 間 作 作物 の 存否 が 相当 重要 な 因子 
と な る こと も 容易 に 老 え られ よう 。 本 報 で は 前 報 と 同様 
ic, 間 作 作物 と し て トウ モロ ロコ シ を 選ん だ が , これ は ト 
ウ モ ロコ シ と バレ イシ ョ と で は 昆 忠相 が 全く 異な っ て い 
る が ら , 単に 草 高 が 高い と いう 理 由 の ほか に , バレ イシ 
ョ 畑 に お ける 昆虫 の 移動 の 様相 を 割合 は っ きり つか むこ 
EBCESLBAZALRP HS CHS. 


実験 材料 と 方 法 
1956 年 ほ は 前 報 と 同じ く 』 4 坪 の 畑 を 2 分 し て 一 方 を バ 
レイ ジョ の 単 作 区 他 吉 を バレ イシ ョ を 1 う ね 比 き に し 


た ドウ モロ コシ の 間 作 区 と し た 。: と も に 東西 う ね と し , 
う ね 幅 75cm, 株 間 30 cm と し て 4 月 29 日 バレ イシ ョ 


"岐阜 大 学 農 学部 昆虫 学 教室 業績 No.2 
(1958 年 8 月 18 日 受 領 ) 


GD POD) ee ee 
ン ・ バ ンタ ム ) を 同時 に まき つけ た 。 これら の 催 芽 期 は 
5A 20 日 で あっ た 。 調査 は 両 作 物 と も 20 cm 内外 と 
な っ うた 6 月 4 日 が ら バ レイ ショ 人 答 27 株 トド タマ モコ コン 
AT 株 の 全 株 に つい て 始め た が , バレ イシ ョ as 57cm, 

トウ モロ コシ が 50cm と な っ た 6 月 下旬 ~7 月 上 旬 に 
調査 を 一 時 打ち 切り , 7 月 2~3 日 マラ ソン 乳剤 2000 
位 液 を 散布 し て 両 区 の 殺虫 を 行っ た 。 こ とこ の よう に し て 以 
後 の 両 区 に お ける 各種 の 発生 状況 を 比較 し , 予想 され る 
間 作 作物 の 役割 を 知 ろ うと し た 。 

1957 年 は 畑 の 面積 を 1/3 反 に 広げ , この 中 に 北側 よ 
り 順 に バレ イシ ョ 単 作 区 , トウ モロ ョ ロゴ コシ 単 作 区 , バレ イ 
ショ 単 作 区 , WERK, バレ イシ ョ 単 作 区 お よび 間 作 区 の 
6 区 を 設け た 。 う ね の 方 向 , う ね 幅 お よび 株 間 は 前 年 と 
同様 で ある が , こと の 年 に は 1 う ね に 各 15 株 が 包容 ざれ 
る よう に 4 月 30 AMMFMOESOU RACK. ME 
期 は 5 月 22 AC, 調査 は 両 作物 が 20 cm 前 後 と な っ 
だ 6 月 2 上 量 より 人 奏 区 6 う ね の うら 北側 まり 0 の 0442 ね らい 


て 始め た が , 6 月 15 日 で 一 応 調査 を 打ち 切り , ペレ イィ 
Ya 45cm, hye aaYy Zs 62cm: Ese 678 18 


Hic BHC 乳剤 600 倍 液 を 散布 じ し た 。 そ の 後 調査 を 継 
続 し た と と は 前 年 と 同様 で ある が , この 場合 は 特 G う ね 
の 違い に よる 個体 数 の 多少 に 注意 を 払っ た 。 ま た 各種 慣 
申 の 採集 は 各区 4 う ね 全 株 の 表裏 に つい て hand sam- 
pling に よっ で 行っ た が, 1957 HCW TET AES 
月 に 各 1 回 , う ね 間 の 気象 観測 を 1 時 間 ご と に 行っ た 。「 
な お 1956 年 の 畑 の 周囲 に は 木造 の 建物 と 50 年 生 の ザ 
クラ の 木 が 2 本 ある 。 し か し 西南 方 だ は は 開放 きれ で いい 
て 早朝 以外 の 旦 当 り は 割合 まなか っ た 。 1957 HOPI 
は 西北 側 に 2 m 離れ て 右 べ い が あ り , 東側 に も 2 me 
れ て 土 堤 が ある な ど 環 境 に 恵まれ て いな い が , 南側 が 開 
放さ きれ て いる の で 日 当り は 割合 よく ,! (EWOPRICME 
fe Park Fk eS LID 3 76 


(72 ) 


1959 年 6 月 


xR 結果 
薬剤 散布 前 後に お ける 群集 構造 の 比較 MEF HAG Big IC 


お ける 作物 の 伸長 程度 は 単 ,, 間 作 区 の い 疹 ん た に か か わら 
ば ほぼ 同様 で あり , 尼 虫 の 発生 状態 に お いて も それ ほど 
| 大きな 差 は な られ な か っ た 。1956 年 の 結果 (第 エ 表 ) を 


な いと 老 え られ る が , これ は 第 エ 表 


みる と , 全 種 の 総 個体 数 に お いて 単 作 区 の ほう が 多く は 
な っ て いる が , 個々 に つい て みれ ば 必ず し も こと れ と 並行 
eg TAT TI RY, RET SOY Vie ど は の づつ て 
間 作 区 に 多発 し て いる 。 し か し 薬剤 散布 後 , 間 作 の トッ 
モロ コシ は 閉 し く 伸 長 し , 予想 され る 障壁 的 役割 る 少な 
に は っ きり 現われ 


TVS. すなわち 単 作 区 の 薬剤 散布 の 前 後に お ける 個体 


数 の 比率 は 66.7 : 33.3 で ある の に 対し , 


THEW SR, 


間 作 区 で は 
$6.5:13.5 で , 散布 後 の 個体 数 が は る か に 少な く な っ 
店 いる 。 こ れ は また 単 作 区 に お ける 尼 虫 の 発生 が 間 作 区 
GS お ける より も 正常 状態 に 復帰 する 速度 の 速い こと を 表 
4 し で いる 6 

次 に 1957 年 の 結果 (第 2 表 ) を みる と , 傾向 は 前 年 
それ より も ゃ むしろ この 年 の ほう が 薬 
剤 散布 前 後に お ける 和 群集 勢力 の 強弱 に 開き が 大 きく 出 て 


WS. バレ イシ a の 単 作 3 区 の 薬剤 散布 前 後 の 比率 は 
AHEM 34.8 : 65.2, 
と いずれ も 散布 後 の 個体 数 が 多 


266017322 E42. I TL 
く , これ に 対 じ て 間 作 区 
CHSZNV-EN 74.3: 25.7 お よび 64.:9:35.1 と 逆 に 少な 
く な っ て いる 。 ま た 単 作 区 に お ける 薬剤 散布 後 の 個体 数 
の 回 復 速 度 は 前 年 お ける より も さら に 速く 。 反対 に 間 
作 区 に お ける 包 虫 の 発生 が 不 規則 に 終っ て いる こと が よ 
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くわ か る 。 COMA, 主要 種 ウ ワタ アブ ラム シ の 散布 後に 
お ける 増殖 程度 が 両者 の MEO 決定 的 条件 と な っ て い 
る 。 な お , トウ モロ コシ 単 作 区 で の 上 幽 虫 の 発生 は きわ め 
THI CHSDM, 作物 の 種類 の 相違 と いう 条件 を 除外 す 
れ ば , パレ オシ ョ 畑 か ら の 昆 虫 の 移動 が ほとん ど 行 われ 
な いと どい うこ と だ な うろ 55。 

薬剤 淫 布 後に お ける 早 虫 各種 の う PMB MRM HIVE 
作物 で ある トウ モロ コシ が 相当 伸長 し て か ら , Mee KIC 
発生 し た 昆虫 類 や 他 地 域 か ら 移 動 し た 昆 忠 類 が 間 作 作物 
RRVMAT, どれ ほど の 移動 力 を 発揮 考 る が を 調べ た 
結果 を 示す と 第 3 表 の と お り で ある 。 と れ に だ に よる と テテ ブ プ 
ラム シ 類 (ワタ アブ ラム シ , ジャ ガイ モビ ピゲ チ ナガ アブ プ ブラ 
ムシ お よび モモ アカ アブ ラム シ ) CLT, 他 の 慣 虫 類 
に し て も 単 作 区 に お ける う ね 聞 差 が 苦しく, 一 方 聞 作 区 
の 各 う ね に お ける 発生 数 に は 単 作 区 ほど の 差 は ば な み ら れ な 
Wo これ は 一 つ に は 単 作 区 に お ける 個体 数 誠 多 ト いと 
も よる で あろ う が , 他 面 トウ モロ コシ が パレ イシ ョ の 間 
に 1 うぅ う ね お き に 植え られ て いる か ら , ある 程度 の 障壁 的 
な 役割 を 果 し た と を ゃ 考え られ よう 。 

単 作 区 と 間 作 区 に お ける アブ ラム シ 類 と 天敵 類 ・ ア リ 
類 の 季節 的 消長 間 作 区 に 発生 する 昆虫 の 個体 数 が 少な 
い の は 聞 作 作物 の 障壁 的 役割 に も よる で あろ る う が , 他 に 
は 各区 内 に 生息 する 天敵 類 の 活動 力 の 大 小 に お よる か も 
し れ な い 。 この 関係 を 調べ た 結果 を 示 ず と 第 1~2 図 の 


と お り で ある 。 ま ず 第 1 図 に よっ て 1956 HOGmes 
Pe NE, HED PAI PPh bSPTRAH (av # 


= ジジ クサ カゲ ロウ ど ホ ツジ トロ セラ タデ ゴブ プ ) CT) MORADBK 


体 似 て いる が , ある 場合 に は か えっ で 単 作 区 た お ける 天 


第 1 表 バレ イシ ョ 単 作 区 と トウ モロ コシ 間 作 区 に ね お ける 群集 構造 の 変化 (1956 年 ) 
BA VE 区 間 作 区 
種 名 ニー - 4 
薬剤 散布 前 薬剤 散布 後 Els Pear 薬剤 散布 後 | at 
Bee ラー ムシ 521 (23.5) | 1,697 (76.5) | 2,218| 637 (63.2) | 370 (36.8) 1,007 
ジャ ガイ モ ヒ ゲ ナガ が ガ ア ブラ ムシ DR) 149 | 110 (94.8) 6 (5.2) 116 
を ドー ビッ ョ コラ ポイ 3 (9.4) 29 (90.6) | 32 | 1 (3.9) 25 (96.1) 26 
ay ky yx aFay 45 (51.1) 43 (48.9) | 88 | 50 (63.3) | 29 (36.7) 79 
ナナ ホシ テン トウ 1(100.0) | 1 | 1(100.0 1 
ee a VY ホン テラ ンド トワ 1(100.0) | 1 | 2 (66.7) 1 (33.3) 3 
PPE SRT TS 23 (79.3) 6 (20.7) 29| 19 (95.0) 1 (5.0) 20 
oa D Rt 15 (88.2) | 2 E8138) 17 24(100.0) | 24 
ae ONS Ar 笠 1(100.0) 
ZE7THF ID AY 3,119 (91.4) 294 (8.6) | 3,413 | 1,952 (96.9) | 61 (3.1) 2,013 
E*YRBEVY EAH 8(100.0) | 9(100.0 
EXHAIAFYEYD | 1(100.0) 1 2 (50.0) | 2 (60.0) 4 
ee ee ae 17 (100.0) 17 | 。 19(100:0) | 19 
RS テザー ミ ウマ 411 (91.9) | 36 (8.1) 447 682 (93.4) | 48 (6.6) 730 
2 | 4,281 (66.7) | 2,140 (33.3) | 6,421 3,509 (86.5) 543 (13.5) 4,052 


( 内 は パー セン ト 
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第 2 表 バレ イシ ョ 単 作 区 , トウ モロ ョ コシ 間 作 区 お よび トウ モロ コシ 単 作 区 と に ね おけ 
バレ イシ ョ 単 作 区 トウ モロ コシ 単 作 区 バレ イシ os BER 間 作 区 
和 名 . aie 
散布 前 散布 後 計 | 散布 前 散布 後 計 | 散布 前 散布 後 計 散布 前 «HUT a 
dS D205 EL 6. ad 8 485 493 39 23 62 
ITAA (6.1) (9329) | (68.4) (31.6) | (1.6) (98.4) (62.9) (37.1) 
Ye Hh EEF 11 18 29 | 2 2 4 2 6 27 27 
ナガ アブ ラム シ { (38.0) (62.0) (100.0) (66.7) (28) (100.0) : : 
x ド | ヒメ 
NA mat | (100.0) (100.0) 
ay RU DH S| 4 4 | | 27 27 8 8 
ゲロ ウ \ (100.0) | (100.0) (100.0) 
ナナ ホシ テン ト S| 16 16 1 1 | 10 10 2 1 3. 
ウ 1 | (100.0) (100.0) | (100.0) | 777) £3323) 
RPS a ie § | 1 3 4 9 27 36 7 96 103. 
ホシ テン トウ 1 (25.0) (75.0) (25.0) oo , (6.8) (93.2) 
EP aT 7} anne | 
x aye! 1 1 
7 aE SS \ (100.0) 
モモ アカ アブ ラ f 89 139 228 lowes: 72. = B20 |em 275 4 179: 
ペン ON (61.0) (40.0) (60.0) CI ES 
dg 3 3 7 7 4 2 6 
ドッ (100.0) (100.0) (66.7) (33.3) 
ワン { Gain 1 
: | 18 18 3 3 
GG ae { (100.0) (100.0) 
oe a 166 166 148 148 | 143 1 ed 
+ ギア ァ アザミ ウマ 00.0) (100.0) (99.3) (0.7) 
a 285 461 746| 13 9 59.) 3925 632 867 | 400 138 538 
a (34.8) (65.2) (59.0) (41.0) (26:8) (7322) (74.3) (25.7) 


( ) 内 は パー セン ト 


第 3 表 薬剤 散布 後 目 数 の 経過 に 伴う アァ ブラ ムシ 3 種 (A) 


バレ イシ ョ 単 作 区 トウ モロ コシ 単 作 区 バレ イシ ョ 単 作 区 f° OME 区 
期 日 | 昆虫 別 | Li 
EE eee ee ee | Og ees eee 
6.30 A 58 12 70 50 50 | ae AAS PAP 
B 70 “70 ho eS 
7 6 A Zoe Sle 217 5 人 5 | 90 126 141 86 443 3 10° gm 21 
B BB ae a 3. L0e14 13°40 28 Allee 90 
7.13 A Li Soe 17. ileal 1 4-027 -24 11 66 
B 2 or lee 2 8513 18 26 1 2 O72 4S 


英 の 発生 数 が 多かっ た 。 更に 1957 年 に お いて も 傾向 は 


同じ で , 間 作 区 に お ける 天敵 類 (前 2 種 に た ヒ メカ メ ノ コ 
テン トウ を 加え る ) の 活動 が 特に 盛ん で あぁ る と は 思わ れ 
な い 。 どちら か と いう と 単 作 医 の 天 瑞 類 の 発生 が 規則 打 
で , 間 作 区 の ほう が 断続 的 で ある と も いえ る 。 

各区 に お ける 二 , 三 の 気 象 要因 の 動き 1957 年 の 7 


月 と 8 月 に 各 1 日 ずつ うぅ ね 間 の 気象 変 化 を 観測 し た 結果 


を 示す と 第 3 図 の と お り で 用 7 月 24 日 は 曇天 時 8 月 2 
日 は 晴天 で あっ た 。7 月 24 日 の う ね 間 気温 で は 9 ~17 


時 に バレ イシ ョ の 単 作 区 が 間 作 区 より る も 0.5~2°C & 
く な っ て いる 。 し か し 18~20 時 に は 間 作 区 と 同 温か 字 
た は か が か っ で 間 作 区 の ほう が 0.5 マ GC 前 高 KY 
So 日 中 の 女 度 に お いて も 単 作 区 が いつ る も 高く , BRE 
に 両 区 が 接近 し て いる 。 単 作 区 の 高温 , 高 照 度 は 日 射 革 

(COREL, 目 射 量 に お いて 区 間 に 革 し じい 差 ば な いと い 
う も の の , どちら か と いう と 単 作 区 の 目 射 量 は 大 で 賠 
作 区 の それ は 全般 的 に 小 と な っ て いる 。 と ころ が 風速 の : 
経過 を みる と , 間 作 区 の ほう が いつ る も る 小 と な っ て お り ; 清 
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る 群集 構造 の 用 


Whe, (1957 年 ) 


福島 : 賠 場 に 六 


F % Bb ra BEE OSE 


. WAY NE Lem fe 区 
散布 前 it at | 散布 前 =H Ot 
ーー at aes pets eb 
| 26 254 280 22 57 79 

(9. 3) (90.7) (27:8) . (7212) 

| 4 | 6 5 11 
| Re 0) (54.5) (45.5) 
| 6 6 1 1 
(100.0) (100.0) 
Sele 2872 21 21 
(100.0) (100.0) 
3 4 4 
(100.0) | (100.0) 
5 45 50 | 5 17 22 

(10.0) (90.0) ne (22m e777 28) 

1 1 2 
(50.0) (50.0) 

122 18 140 71 25 96 

(87.1) = ih (73.9) (26.1) 

1 15 | 4 4 

(6. 7) es, 3) | (100.0) 

| 1 1 
| 00. ey | (100.0) 
35 35 | 14 14 
"(100.0) | (100.0) 
fr 89 89 131 2 133 
(100.0) (90.9) (9.1) 
284 a7, BOL 251 137 388 
(42.9) (57.1) | (64.9) (85.1) 
5 2a Peet (1957 年 ) 
パレ イシ ヨ sil 作 区 | 間 作 区 
8 at & 
OA 13> [4 <5] Ames OT 
1 es: 

41 51 44 24 160 10 OFA: 1% “5a 
OO Oa ds 35 TR 5 E25 
gd 20— 12) 61 Tae AG) HS 45 

18-40% 48a 35. 170 SS a 6A 20 


れ は 間 作 作物 の 風 よ 
し て この 傾向 は トウ モロ コシ 単 作 区 の 


高 の 高 い 作 物 だ け 
yaaa) 月 HOw 
単 作 区 


sar + 7 
度 で ある が か が , 


ア 上 > 
ー4 っ > 


に 起因 する も の の よう で ある 。 そ を 


と , 気温 の 区 | 


ける 気温 は 日 ALIEL 


fBA 
FIA 


の 作付 に お いて も よく 現われ て 
NEHA D 2 


の ae 5 KC =a 


\Do 


間 差 は 前 回 程 
tk 30° 


CHT7ATW 4S. HK i BE IS よび 日 atin at > PX Ff I 差 は 前 回 RD 


も K cS ’ 単 作 区 gd. ) (Fi iit» 高 照度 , 
は っ きり し て し 
UT, 間 作 区 


= 0 
‘Qo i 


ENT 


で あっ た 。 


こ , この 日 の 風速 も 


日射 量 の 大 な る こと が 
大 体 前 回 と 同 


すなわち 晴天 日 の 日 


“ 


vl 


ie 
個 L Ap I : 
体 [ 
BY 
Ot. 
対 | 
数 
0 
bi | Ep 
MF Fo 4 ト 
| | 4 
1 VANS ERNST OR 
— = = 
PBIB wvi: €o0 a: 
の 間 作 区 (1) に お ける アブ ラム シン シ 類 (Ap), 2 


} 
ツブ 、 ボ ポト ペク が に が の ロウ (Ch), ホホ ヒス CE 
ね よび アリ 類 (Fo) の 季節 的 消長 (1956 年 ) 


n2 15 23 30 W6 13 
第 2 図 パレ イン BA ThA CLS bo eg eee es 
シ 単 作 区 (1) お よび 間 作 区 ‘er WM) に お ける 
FIFRVR (Ap), ー Me ties Ta 44H 2 7 (Ch), 
See Wee oe is eM CONaere Ue teat te ect ee 


トゥ (Pr) の 季節 的 消長 (1957 44) 


中 に は 両 区 と る 気温 が 上 昇 し , 照度 が 高く な りか - 
量 が 大 と な る が , 一 般 に その 間 に は ある E 

。 法 天 日 に お いて は 晴天 日 の よ Rutt? 
EBV, O18 DAERMOZIEKC さん か の 区 差 2 
られ る 


バレ イシ ョ を 単 作 する と トウ モロ コシ に 間 作 し た 場合 
より も 昆虫 の 発生 数 が 多い こと は 前 報 (福島 , 1956) で 
述べ た と お り で ある 。 今回 , これ を 更に 確か あめ た と こと 
4, この 事 笑 は 動か せな いも の と な っ た =I 
高 が トウ モロ コシ の よう に 高い 場合 , これ の 障壁 的 役割 
に よっ て 尼 貝類 の 移動 を くい と め る こと は , 


a 


76 HAS Ah & BB & ab 


| 


SI. Sn Se 
T 


| 
a 


8 10 12 14 16 18 20 
m24 © 


第 3 8~20 時 に お ける 気象 諸 要 因 の 変化 (1957 年 ) 
上 ょ より 順に 気温 , FARE, 上 日 射 量 お よび 風速 を 示す 。 


8 10. 12 14 16 18 
M2 FE 


(1949, 1950) に よる ダイ コン の 陸稲 間 作 栽培 に お いて 
MObIVEWS. GFAOLIICNVA vase hyena 
LOWELL Ce bk, 両 作物 の 伸長 程度 が 大 体 同じ 状態 
に ある 間 は , 単 作 , 間 作 と いっ て も 昆虫 の 個体 数 に い 
て 大 き な 区 差 は な い が , 間 作 作物 の ほう が 主 作 物 で ある 
バレ イシ ョ 以上 に 伸長 し た 後 は , 両者 に 著しい 個体 数 
の 差 を 生ずる こと と は 一 面 上 の 事実 を 庫 書 き し て で いる よう 
に も みえ る 。 薬剤 散布 に よっ て 両 区 の 殺虫 を 行い 昆虫 の 
発生 程度 を ほぼ 均一 に し , その 後 の 昆 虫 の 増殖 状況 を 観 
察する と 間 作 区 の 増殖 は 低下 する の に , 単 作 区 に お だい 
て は か を っ て 散布 前 より も 多く な る 傾向 が あり , EK 
区 に お ける 各 う ね 間 の 個体 数 差 の 著しい 点 な ど , Ah 
の 予想 を 支持 する 1 条件 を な する も の と 考え られ る 。 この 
場合 単 作 区 に お いて で は 日 中 高温 , 高 照 度 で か つ 目 射 量 大 
きき な っ で いる Pb, IRFTFTIRYO HHRE (18~ 
23°C) で 多発 する こと を 考え な けれ ば , 各区 の 主要 種 
で ある 他 の アブ ラム シ 類 の 多発 が この よう な 高温 多 照 と 
いう 草 作 区 の 条件 に よっ て 生起 され た の と も みな られ な 
いこ と と は な い 。 し か し バレ イシ ョ の 害 下 で ある ワタ アブ 
ラム シ が トウ モロ コシ 単 作 区 に も 多少 出現 する こと と と , 
トウ モロ コシ が 1 う ね お き に 植え られ て いる 間 作 区 に お 
いて アブ プラ ムシ 類 の 各 う ね 間 差 が 少な いと いう 事実 は , 
畑 全 体 に 広がる ろう と する アブ ラム シ 類 の 行動 が トウ モロ 


F 


第 3 巻 第 2 号 


コシ に よっ で ある 程度 お さき 次 られ た 結果 で ぼぼ 於 の の Et 
考え られ る 。 今回 2 昌 に ち た っ で て 測定 され た 風速 は 決し 
CARMA OCEEWD, CIVCSHPER DIES BE Y 
小さ く な っ て いる 。 こ とこ とれ は 風 に よっ て 運ば れる 可能 性 の 
大 きい 小形 昆虫 の 移動 に 関連 する も の で は な か る うか 。 
Taytor & Jounson (1954)7 で に まる 
の 一 種 Aphis fabae Scororl の 最初 の 移動 時 に お け 
る イン ゲン マメ の 被害 は 風向 に 関係 する と いう 。 また 
GormAm (1946) は ジャ ガイ モク アブ ラム シ (Macrosip- 
hum solanifolii Asumeap) は 風流 に よっ て 運ば れる 
傾向 の あぁ る こと を 認め , MUrrgr (1953) は 本 種 と モモ 
ァ アカ アブ ラム ムシ の 飛行 に つい て , アブ ラジ の 飛行 時 性 
ちゆ う 密 な 植物 群落 を つく る よう な 早 ま き は , ご れ ら の 
アブ ラム シ 類 に よる イン ゲン マメ や バレ イシ ョ の 被害 を 
軽減 する 。 し た が っ て 作物 の 周囲 に 成長 する 高い 植生 の 
衝立 に よっ て 作物 を 保護 で きる だ ろう と も 述べ , 草 高 の 
高い 作物 が アブ ラム シ 類 の 移動 に 対し て 障壁 的 役割 を 果 
すこ と と を 暗示 し て いる 。 野外 に お ける アブ ラム アシ HO 
飛行 に つい て の 研究 は 多数 に 上 る が , 風速 が 小さ いと き 
に 飛び , 大 きく な る と あま り 飛 ば な いと いう の が 一 般 的 
結論 の よう で ぁ ある 。 この とこ と か ら す れ ば 自発 的 移動 が 
風力 の 強 さ に あま り 関 係 し な いよ うに も と れる 。 じ た が 
っ て 今回 の 実験 に お ける 風速 の 小さ い 間 作 区 の アブ ラム 
シ 個 体 数 の 減少 は 風速 の 大 小 と いう こと より も , Me 
る 草 高 % 高 い 作物 の 障壁 と し で の 役割 だ け に 重点 を お 
くべ き で ある か も し れ な い 。 し か し 前 述 の Tayvror & 
Jounson や MULLER の 報告 や , ワ ウタ フキ カイ ガラ ムジ 
AVA) PAG AH ZU. 0s ie ad ees 
VY, ADS AOD ADF Ae = eae 
AVILES HOIES < was, それ ぞ れ Beaufort の 風 
力 階 級 4 以下 の 弱い 風 に 実に よく 反応 する 事実 (安松 ・ 
中 尾 , 1957) ICMR OL, アブ ラム シ 類 の 移動 増殖 を E と 
っ て 風 と いう 要因 は 決し て 過小 評価 で き な い も の と 考え を 
られ る 00 も らら 4 アカ アフ 
ムシ の 飛行 ひん 度 が 高 し ょ く 光 下 で 大 きい さと や 知 られ 
て いる (BRoADBENT, 1949) か ら , 単 作 区 に お ける 高温 と 
目 射 量 の 大 きい と と と 同様 に , 」 高 照 度 条 件 が アブ ラム シ 
類 の 移動 増殖 と あぁ あず か っ て いる こと と も る 耕 害 で き な い で あめ 
B50 ERVWELOTTIRVBEDA<SKRSE, RT 
に 不適 な 条件 下 で る 多数 飛ぶ 事実 も わか うっ てい る か が から, 
単 作 区 に お ける 個体 数 の 増加 は 単 一 な 条件 に は っ て 才 か 
れ た も の と は 断言 で き な い 。 し た が っ て 今回 の バレ イシ 
ョ 単 作 。 トウ モロ コシ 間 作 両 区 こ に おけ る 名 虫 群 集 の 構造 
あぁ あるいは 個体 数 の 違い は 以上 の 講 要 因 が 互 に 結び つい た 
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| 形 で 影響 じ た 結果 で ある と いう こと と に な る 。 こ と の 際 草 高 
| の 高い 作物 の 間 作 は 少な く と も ゃ も 昆虫 の 増殖 を 軽減 する 有 
i 迷 な 1 要因 と な る こと を 認め た い 。 


め 


1) バレ イシ ョ の 単 作 栽培 と トウ モロ コシ の 問 作 栽培 
と で は 尼 虫 群集 の 構造 が 相違 し , また お の お の に 包容 さ 
れる 個体 数 が 閉 し く 異 な る 。 本 報 で は その 誘因 に つい て 
検討 し た 結果 を 述べ た 。 
2) 主 作 の バレ イシ ョ と 間 作 の トウ モロ コシ の 草 高 が 
「『 ほ ぼ 同 じ こ ろ の 尼 虫 の 発生 に は 両者 に 大 き な 違 い は な い 
23, 間 作 作物 の 草 高 が バレ イシ ョ より も は る か に 高く な 
| っ て か ら は 間 作 区 の 発生 数 が 著しく 少な く な る 。 こ と の よ 
うな 両者 の 差異 を 支配 する も の は アブ ラム シ 類 の 増殖 程 
EEO CHS © 
3) バレ イシ ョ 単 作 ) トウ モロ コシ 間 作 の いか ん に よ 
っ て 発生 する 天敵 類 の 活動 状態 に 顕著 な 差異 は な い 。 
4) 一 般 に 単 作 区 た に お いて は 間 作 区 に お ける より る も る 高 
Ai, BiGE, 日 射 量 大 と な っ て お り , と この よう な 条件 は 
| 療 集 の 主 構成 種 で ある る アブ ラム シ 類 の 増殖 を ある 程度 助 
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長 す る も の と 考え られ る 。 

5) 一 方 間 作 区 の 風速 は 単 作 区 に お ける より も ゃ 小 で , 
CIWS 間 作 トウ モロ コシ の 存在 ど だ よる も の の よう で ああ 
る 。 し た が っ て 多く の 小形 尾 虫 を 主 構成 種 と する ペ バレイ 
ショ 畑 の 群集 の 強弱 は , 間 作 作物 の 障壁 的 役割 か いか ん . 
に よっ で も ゃ も ある 程度 決定 され る も の と 考え られ る 。 
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Summary 


Studies on the Insect Association in Crop Field 


XVI. 


Effect of Cultural Practices on the Structures of Insect 


Communities in Potato Fields, with Special Reference to the Cause 
Bringing about the Difference of Community Structures in Fields 
of Potato alone and Intercropped with Corn 


By Sy6z6 Huxusima 
Laboratory of Entomology, Faculty of Agriculture, Gifu University, Gifu Pref. 


The prevention of insect pest injury to potatoes 


is always an important but difficult problem. As 


pointed out by the author 


article (Huxusima, 1956), insect pests were twice 


as abundant in monocrop field of potato as in 


intercropped field of potato and corn. 


the seasonal change of insect communities in these 
fields, it became apparent that the community 
of the intercropped field attained to a stable 
state earlier than that of the monocrop field and 


in the preceding 


Comparing 


was poor in number. A few works have beem 
done so far by several authors on the relation- 
ship of intercropping to insect populations, and 
it was reported that intercropping maintains 
insect population at low level. This decrease in 
population in intercropped field convinced that 
the tall intercropping plants which play an 
important role as a partition-wall are conducive 
mainly of a higher rate of prevention in the 


migration by small-sized insects. Except the 
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large 28-spotted lady beetle (Epilachna vigintt- 
octomaculata Morscuursky) which causes exten- 
sive damage to potato leaves, the insect fauna 
of the potato field is composed principally of 
small-aphids such as Aphis gossypii GLOovER, 
Aulacorthum matsumuraeanum Hori and Myzus 
persicae SULZER which widely distribute in 
northern Japan and the onion thrips (Thrips 
tabaci LinpDEMAN). The high intercropped crops 
seem to serve to prevent the migration of these 
smali insects. The work reported in this paper 
was undertaken with an aim to draw some 
definite conclusions on the causes which induce 
insects and 


the 


an increase or decrease of certain 


to treat the difference between insect 
communities of the potato field and the potato- 
-corn intercropped field. 

In 1956, the observations were made on two 
-adjacent plots 6 by 12 feet in size. Potatoes and 
corms were sown on April 29th ridging in east- 
MS 


first sprouting was observed on May 20th. Insects 


west direction and with 75 cm wide. 
were collected by hand from June 4th on 27 
potato and 47 corn plants when both plants 
were 20 cm in height in order to obtain the 
relative population densities in each plot. Emulsion 
-of malathion was sprayed to clear the population 
off on July 2nd and 3rd when potato and corn 
plants attained to 57 cm and 50cm 


in height 


respectively. After this treatment counts of 
insects were continued at weekly intervals to 
compare the faunistic compositions and their 
seasonal successions with those before the appli- 
cation of insecticides. 

In 1957, 


“similar design as in 1956. 


about 0.1 acre was used under the 
The field was divided 


into six equal sections of one twentieth acre, 
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and these sections were used from northern one 
for potato alone, corn alone, potato alone, potato 
intercropping with corn, potato alone and potato 
intercropping with corn. Both potatoes and corns 
were sown on April 30th in each plot on six 
each plot. The first sprout was 


ridges in 


observed on May 22nd in this year. Insects were 
collected by hand periodically from June 2nd 
from the plants on four ridges in each plot. 
When potato plant attained to 45 cm and corn 62 
cm in height, emulsion of BHC was sprayed on 
June 18th. After this treatment counts of insects 
were made at weekly intervals for the same 
purpose as in 1956. Observations were made 
twice on July 24th and on August 2nd on 
temperature, light, solar radiation and wind 
velocity between ridges at a height of 30cm 
above the ground-surface in each plot. 

The counts made regularly during the entire 
period of observations of insects in potato fields 
under different cultural practices are shown in 
Tables 1 and 2. 


still low, 


While both crops remained 
the first appearance of insect was 
observed approximately at the same time in both 
monocrop and intercropped fields, and no signi- 
ficant difference in the increase of insects was 
found between‘ potato and corn plants. As corn 
plant grew, however, this difference became 
significantly apparent in the two years studied, 
and as can be seen from the following rates, 
insects were abundant in monocrop field than in 
intercropped field. It should be noted that insects — 
occurred slightly earlier in monocrop field than | 
in intercropped field. The smaller populations 
in intercropped field were mainly due to the 
slower rate of aphid reproduction. 


The results shown in Figs. 1 and 2 show the 


Monocrop field Intercropped field 
Year Leg ae ane er arre oe 
Before insecticidal After insecticidal Before insecticidal After insecticidal 
application (%) application (%) application (%) application (%) 
1956 66.7 Sono 3 86.5 13 
| * a5 
1s Sie ae 74.3 PAS iff 
. : 4 | 
| 42.9 Ol aoe me 


1959 年 6 月 


similarity in monocrop and intercropped fields 
in the seasonal fluctuations of Coccinella septem- 
punctata bruckii Mutsant, Propylaea japonica 
| THUNBERG, Chrysopa seplempunctata WESMAEL 
and Epistrophe balteatus DEGEER which play an 
, important role in the natural control of aphids. 
| But from another point of view, successive 
| predatory populations were found in monocrop 
| field as the season advanced. On the other hand, 
| the seasonal fluctuation of their populations in 
| intercropped field was not similar as in monocrop 
| field, and rather, occurred intermittently. Based 
‘upon the present observation, it will be stated 
|) that the smaller population of aphids in inter- 
“cropped field does not correspond closely to the 


/increase of predacious insects. 


The results chiefly shown in Fig. 3 indicate 


| that meteorological factors often influence di- 


| rectly the aphid population. 


Comparing with 
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the intercropped field the monocrop field has a 


general trend of higher temperature, higher 
intensity of light and stronger solar radiation. 
This meteorological condition seems to sustain 
well the dominancy of aphid population in 
monocrop field through the season. The wind 
force was observed apparently weaker to a great 
extent in intercropped field than in monocrop 
field and this suggests that the migration of 
aphids to intercropped field from other field 
may be prevented by the presence of corn plants, 
whereas population of aphids was at a high level 
where the wind was strong because of low-stand 
of potato plants. It may be said that the struc- 


ture of insect community in potato field is 


largely influenced by aphid populations and the 
latter is, 


to some extent, by the existence of 


tall intercropped crops. 


7 VOBRAORRHCHAM 
Buium, M.S.,J.R. Waker, P.S. GaLLaHan, and 


| A. F. Novax (1958) Chemical, insecticidal and 
| antibiotic properties of fire ant venom. Science 
| 128 : 306~307. 
FAKED? ) O—FfGi Solenopsis sadevissima var. 
Vrichteri は 各種 穀物 を 害し , AM, KWL EBL, 
| に の ァ リ に 和 刺され て 死亡 し た 例 も ある 。 と の 毒 は 作用 , 
MERE Eb 5 ORME LRG SLBA BN TOS. 
GST IP SBSNKEMAAKTCAA CHAM IC 
| BAU, ニン ヒド リン 反応 は 陰性 で あぁ つた 。 赤 外 吸 収 に 
1 &b, ABRRME-CH, カル ボニー ニル 基 / メチ ル 基 , メチ レン 
|「 基 な どの 存在 が 確認 され た 。 構造 的 に は さき に 報告 され 
} た ルリ アリ の 一 種 の 分 滋 す る irridomyrmecin に 似る 
も の と 考え られ る 。 

局部 塗布 法 に より 殺菌 性 を 調べ た 結果 は , 
シロ アリ の 一 種 Kaleotermes sp. 
DA7ASTV AY, APSVEECBHESAL, また アプ 
p#= Tetranychus telarius L., T. cinnabarinus 
Bow. に 著しい 効果 が あつ た 。 そ の 殺虫 力 は DDT に 
| 中 攻 す る も の と 考え られ, 神経 毒 と し て 作用 する 。 


| 


YaIVa 


AS i, A エバ バエ , 


pa 


SONA F AAPRICILOTCHBE & AS AR id, 
大 腸 菌 , MEARYERERUARER ES, FLA, 
pyogenes な ど に 対し 1/50 で 生育 組 止 を 認め た 。 

( 農 技 研 小池 久義 ) 


Micrococcus 


タカ ネ ウ ン カ に よる 植物 の 被害 

Nuorteva, P. (1958) On the nature of the injury 
to plants caused by Calligypona pellucida (F.) 
(Hom., Areopidae). Ann. Ent. Fennici 24 (2): 
49~59. 

フェ メン ラン ド で は タカ ネッ ンカ が 1949 EUHKA—FE 
麦 の 大 害虫 と な つた 。 Kanervo ら (1957) の 調査 に よ 
る と , 大 発生 し て 被害 の 激甚 な 場所 の 虫 は 他 の 場所 の 忠 
に 比べ て オート 麦 に 対す る 被害 だ 大 きか つた 。 著 者 は と 
の 点 じ つい て 豆 科 幼 植物 を 用 いそ の 毒性 ゃ 比較 検討 し た 
結果 , プロ テア ー ゼ , アミ ラー ゼ は いずれ の 場合 も 検出 
Cat, 加害 の 原因 と は 考え られ な か つた 。 し か し 牙 液 
RHO 植物 生育 阻害 物質 の 含量 に は 顕著 な 差 が 認め ら 
れ , オー ト 麦 の 被害 程度 の 大 きい 場所 か ら の ウン カ ほ ど 
その 含有 量 は 多 か つ た 。 ( 農 技 研 三田 久男 ) 


KR HIN RO ha ¢ a 


mot 


me ie 


Ee Ef UA ae Se al BR 


Re NG OPREIC OVC BH (1953), 町 田 (1940), 
竹内 (1955) お よび 赤井 (1958) ら の 研究 が ある が , こ 
れ ら 諸氏 の 結果 は それ ぞ れ か な り 相 眉 し て いる よう に み 
うけ られ る 。 すなわち , 宮坂 は 卵殻 が 表層 , 中 層 お よび 
内 層 の 3 層 か ら な る と し , 町 田 は これ が 3 BOANMBE 
LEONE SSCL eBMEL, また 赤井 は マグ ダ 
ヲ 赤 に よっ て これ が 8 層 に 染め 分 けら れる と 発表 じじ で い 
る 。 一 方 , 卵 毅 の 透過 性 に つい て は その 研究 が 比較 的 困 
難 で あぁ る た め に ほとん どど 実施 され て お ら ず すず ,, わずか に 近 
年 高見 ・ 野 中 (1955) の 報告 が ある に すぎ な い 。 

著者 は 礁 卵 の 呼吸 や 卵 内 水分 の 消長 , 更に は 画 内 肥 子 
の 休眠 と 活性 化 な いし 人 工 北 化 の 機構 な ど を 究明 する 上 
IC, 卵 毅 の 構造 と 透過 性 を 研究 する 必要 が ある と 考え て 
若 王 の 実験 を 行っ うた の で 記 そ の 結果 を と こと に 報告 する 。 

本 実験 を 行う に あたり , 種々 の ご 教示 を 賜 ち りか つ ご ど 
BRI O55 BIA GIVI EKG MRBBGE, CREBT 
Lok) SERGE SOICAMBO CRAY 
は か られ た 当 場 長山 崎 寿 博士 に 対し て 心から お お礼 を 申し 
上 げ る 。 ま た こと の 実験 に 多大 の 協力 を な され た 百瀬 沼 平 
氏 に る も 深謝 し た い 。 

MBS LOE 

ELIE VES AR AIC ERIK LC FE OR HE AER Ze LHR 
卵 を 供 試 し た 。 

NBO VNR DIV TIRCHEL, 硬度 の 高い 
パラ フィ ン に 封じ て 製作 する か , ある い は 固定 し た 卵 粒 
を = フワ トコ の 和 髄 に は さん で 安全 か みそ り の 刃 で 切 つ て 製 
ES 
組織 学 的 観察 に は デラ フィ ー ル ド の へ マト キシ リン で 
FEL, 組織 化学 的 観察 に は ミロ ョ ロン 反応 (70~80°C に 
加 温 し た 10% 硫酸 第 三 水 銀 深 液 に 1~ 2 分間 浸し , 次 
に 2% 亜 硝酸 ソー ダ 深 液 た 30 秒 ~1 BME L, 水洗 
後 グ リセ リン で 封入 し て 観察 ), 銀 反応 ( 今 ・ 武 田 , 1938 
の 標準 A 法 お よび 中 性 銀 法 ), PAS 反応 (Lvuis 法 ) 3s 
よび オス ミッ ク 酸 染色 (Koratsucuew 法 ) な ど を 実施 
L, また キチ ン の 検出 反応 (Scmurzs 法 ) も 行っ た 。 な 
お 安全 か みそ を そり で 切っ た 切片 は 染色 な いし 反応 を 行う た 
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後 グ リセ リン で 封入 し て 観察 し た 。 

卵殻 の 透過 性 は 次 の 2 つの 方 法 で 調べ た 。 (1) MALE 
の まま を 0.2-0.8% の メチ レン 青 水深 液 や スー ダン 時 
ァ ル コー ルル 沙 液 に 浸漬 し , 所 定時 間 後 に 取出 し て 卵 毅 や 
印 内 容 物 の 染色 程度 を 調べ た 。(2) al - BFA (1955) 
の 案 出 し た 方 法 に 従い , 卵 将 その まま を クロ ロホ ルム ( 
浸漬 処理 し て その 後に 卵 毅 を 切り 取る か , また は 切り 阪 
っ た 卵 毅 を クロ ョ ロホ ルム に 浸漬 な いし これ で 卵殻 面 を 選 
ぐっ た 後 , その 内 面 に 塩化 コバ ルト 紙 や p 耳 AERA fre 
Mi ZEbhTL, CaeAIA EFFALICWAere 
4 AF (OR YSE SIV 7 2 デー テト) の 多肉 (EC 
て 印 毅 以外 の 部 分 か ら 水 分 , 酸 な いし アル カリ が な る ペペ 
RACE IEV SD (CLs COR OCOAZ Vee 
蒸溜 水 , WRB LOD e414 WU IKAMRe ANY eV 
内 に 移し , AREA CRA DBAAT OR eM 
SN 3 LC RIZE Leo 塩酸 お よび カセ イカ リ 水 溶 
液 の 濃度 は それ ぞ れ 約 20%(1.110, S.G.) お よび 10% 
(1.074, S.G.) の も の で 行っ た 。 な お 詳細 は 必要 に 庶 
CCZOME, MROLCTATCHMT So 


N | 


観察 な ら び に 実験 結果 


卵殻 の 構造 へ マト キシ リン で 泊 色 し た 切片 標本 を 和 観 
察する と , 第 1 図 の と お り 7 つの 構成 層 が 認め られ る 6 
すなわち , a) 最 外面 の へ マト キシ リン で 渡 深 尼 か うっ 無 
構造 の 層 , b) その 内 面 の ほとん ど 不 染 で 無 構造 の 司 , 
c) その 内 面 の ほとん ど 不 染 で か つ 多 数 の 乗 直 の 線 状 構 
造 が 認め られ る 層 , d) その 内 面 の 不 染 な いし 若手 染 包 
し 薄 層 構造 (Ulaminated structure) #244/2, e) 
その 内 面 の か な り 濃 染 す る 薄 層 , f) LONMOIELA 
CERRO, SLOG) 最 内 面 の 濃 染 する 薄 層 で ある 
以上 の 各層 の 性 状 か らち a ュ ~b 層 が 外 卵 殻 に 属し ) 
麻 が 内 印 殻 に 属す る らし いこ と は 町 田 (1940), Beament 
(1946c) お よび WieGLgsworkTH (1950) ら の 観 窒 結 果 
か ら 推 し て 想像 に た に かたく な い 。 

ミョン 有 反応 の 場合 で は d (SAHA EL ICEL, 


c~g 


a, e お よび 1g の 各層 も や や 淡色 で ある が や ゃ はり 同 ジ 


まう に 発色 する よう で ある 。 また 浜 反 応 で で や は 0 


第 1 図 卵殻 の 構造 a へ ~g は 本 六 参 照 


ン 反 応 と ほぼ 同じ よう に ぇ a,d, e お よび g の 各層 が 反応 
じ , 暗 褐色 を 呈す る 。P AS 反応 に お いて は ぇ a, e お よび 
g の 3 層 が 赤 紫 色 と な り , 他 の 各層 は ほとん ど 発 色 し な 
いよ う で ある 。 な お キチ ン を 検出 する た め の Scuvrze 
法 で は 好 結 果 が 得 ら れず , さら に 追試 を 必要 と する が , 

今回 は 積極 的 に 陽性 と みな すこ と と の で きる 居 は 認め られ 
いい よう で ある .。 

以上 に 述べ た 卵 毅 の 構造 や 染色 性 は 奏 の 品種 に よっ て 
| ぁ る 程度 の 相 培 を 示す よう で ある が , こと の 問題 に つい て 
は 別 の 機会 に 発表 し た い 。 こ と こと で は 卵殻 構成 層 の 厚 さ を 
調べ た と ころ, 品種 に によって か な り の 変異 を 示す こと が 
ABAC (第 1 表 ), し か る 後に 述べ る よう に 外 卵 殻 の 厚 
き の 品 種 的 差異 が 透過 性 と 密接 な 関連 を 示す よう で あり 
注目 に 価 す る 。 


第 1 表 WHOS (g) 
8 外 OR 内 卵 南 , 
mM (aw bm) (cw gm) “Ht 
hk 16 = RS) 16.6 22.5 
H1225 | 3.4 22 15.6 
ee LD 332 eal 16.3 

PLLA IRMA OTE LEIS 

CBEFHEON, 越冬 前 の 越 年 卵 , 越冬 後 の 活性 化 


し た 越 年 卵 , 人 工 肢 化 卵 な ど に お ける 卵殻 の 構造 
』 性 だろ いて る 観察 し た が , 大 き な 相 達 を 認め る こと が で 


RC TO UE ICOW TILE FE OAILE AD 
られ る よう で ある が , この 点 に つい て は 別に 報告 する 予 
ECHSo 


色素 の 透過 性 MAROMMIELERMEINe x FLY 
青 や スー ダン 黒 溶液 浸漬 し , それ ぞ れ 所 定時 間 後に 卵 
内 容 物 (卵黄 粒 ) を スラ イド グラ ス 上 に 和 毛細管 で 取出 し , 
顕微 鏡 で 劉 黄 粒 の 染色 程度 を 観察 し , 第 2 表 に 示す 結果 
が 得 ら れ た 。 すなわち , メチ レン 青 は 卵殻 を 通し て 卵 内 
| に 透 入 し な い が , スー ダン 黒 は 浸漬 時 間 が 長く な る に つ 
れ て 徐々 に 透 大 する よう で あり , し . か も その 程度 は 品種 
に よっ て いる ら か 異な っ て いる よう に 認め られ る 。 
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第 2 表 GRO Mt 
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3 A 時 間 浸漬 | 48 wp maa | 

$ | メチ テレ スー ae rae ダ | メ チレ スー ダ 
| ン Ry Ay Hy Ay Hy mR 

UG し 0 

2 は トド つつ 6 補 角 避 

av A ee el eee eel 


供 試 材 料 は 越冬 後 の 活性 卵 

—> B®, |: RB LE, +: ees 
次 に 産卵 後 1 ぁ 月 内 外 を 経過 し た 越 年 卵 , 越冬 後 の 活 
性 化し た 越 年 卵 , 人 工 解 化 卵 (即時 浸 酸 卵 ) な ど に つい 
て 色素 の 透過 性 を 調べ た (第 3 表 )。 本 表 か ら わ か る と 
お り , メチ レン 青 は 卵 内 に 透 大 し な い が , スー ダン 時 は 
や は り 若 干 透 入 す る よう で あり , し か も ぞ の 透 入 は 越冬 
後 の 活性 化し た 越 年 卵 や ATHLON CS 比較 的 容易 で , 
LAB OATH PERE IA Cld XH THEO KL CHS. 


第 3 表 色素 の 卵殻 seco 


48 時 間 温 演 


24 SIIB | 
竹 に メチ ジー 
(8 277 oR |) 7 
AAO AES | — = eet = 
越冬 後 の 活 性 卵 — +: — aE 
人 XI RF 46 SS = + — + 


HEARS A 122 号 
ー: BR, £: 不 染 な いし 若干 染色 , +: 染色 
産卵 後 25°C 内 外 に 保護 し た 卵 は 20 時 間 を 綴 過 し た 
と ころ が 即 時 浸 酸 を 実施 する 適期 で あり , CORAL DAT 
に 所 定 の 浸 酸 処理 を すれ ば 刺激 が 強 す すぎ て 死 卵 と な りや 
$<, また こと の 時 期 よ り 後に 実施 すれ ば 刺激 が 弱 す ぎ て で て 
十分 た 解 化 し な い 場 合 の 多い と と は すでに 周知 の 事実 で 
ある 。 こ の こと か ら 漫 酸 感受 性 の 経過 時 期 に よる 相 赴 は 
卵 毅 の 透過 性 と 密接 な 関連 が ある の で は な いか と 予想 さ 
れる 。 そ こと で 産卵 直後 か ら 72 時 間 後 ご ろ ま で の 問 に お 
ける 各種 の 発育 時 期 の 卵 に つい て 色素 の 透過 性 を 比較 測 
定 し た が , 著しい 相 達 は 認め らち られ な か っ た 。 
以上 の 処理 卵 糧 の 卵殻 を 切り 取り , 切片 標本 を 作成 し 
て その 断面 を 観察 し た 結果 , 次 の こと が 明らか に な っ た 。 
すなわち , INBAMOS< RAL TW RV IROOM, メ > 
チレ ン 青 お よび スー ダン 黒 の いずれ の 色素 の 場合 計る 
a~ f の 各層 は それ ぞ れ 染色 の 程度 こそ 異な れ , 明らか 
に 染まっ て いる よう で ある が , 最 内 面 の g 層 は に ほとんど 
染色 し て いな いよ うに 認め られ る 4 また スー ダン bei 


り 印 黄 粒 が 染色 し て いる 卵 の 卵殻 は g 層 も か な on Sw 
て いる こと が 認め られ る 。 TH5LOHFDSMBics 
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DRO BIEL 防止 する KE INBORAM IC 位置 す 
“Awe (¢ 2) で ぁ ある と みな すこ と が で きる よう で あ 
So この こと と は 次 に 述べ る 水分 , MELO アル カリ 水 
溶液 の 透 入 の 場合 で も ほぼ 同 よ う で ある と と が 証明 で 
き , 興味 深い 。 し か る に , メチ レン 青 は 卵殻 最 内 面 の 薄 
Jez 通過 する こと が きわ め て 困難 で ある に も か か わら 
J, スー ダン 黒 は 比較 的 容 克 に 透過 する と いう 事実 は い 
DNCHRIRT AS CHAD Do MAB ONG) の 色素 に 
よる 染色 性 は 卵殻 自体 の 透過 性 に 関連 する だ け で な く , 
色素 と 卵黄 と の 親和 性 に も CE 8 
本 疲 は リピ ッ ド を 含有 し て いる の で スー ダン 系 の 色素 
RR BWESS, XFVUVADEIRER Ne 
素 酵 素 の 活性 が 高い 場合 に は 還元 され て 無色 の リュ ー コ 
メチ レン 青 に な り , し た が っ て た と ええ メチ レン 青 が 卵 内 
BALEE LTHINBY ょ 染色 され な い 可 能 性 が 十分 に 
あり うる 。 ま た 色素 に よる 印 殻 の 般 過 性 は 色素 の 分 子 量 
に まっ で る も る かなり 異な る の と 考え られ る 。 A-Fve 
(CopHaNo) の 分 子 量 は 456.56, メチ レン 青 (CyHeNS 
[IN(CH3)2]2C1) の それ は 319.86 で あり , し た が っ て 分 
務 量 は 前 者 まり で 後者 が 小さ いこ と と に な り , この こと の 
みか ら 判 断 す れ ば スー ダン 黒 よ り メ チレ ン 青 の ほう が 卵 
内 に 入り や すい の で は な いか と も 思 わ れる 。 だ 他 訪 3 
一 盤 の 細胞 膜 に お いて は 色素 な どの よう な 非 電解 質 の も 
DOG wed, 油 深 性 の も の が 非 油 溶性 の も の より 高い 
と いね お れ て いる 。 スー ダン 黒 は 油 深 性 で ある が , メチ レ 
ン 青 は 非 油 深 性 で あり , し た が っ で こと の 点 か ら 考 えれ ば 
後者 より 前 者 の ほう が 卵 内 に 透 太 し ゃ すい こと ど に な る 。 
SOICERX FU Y GAMOBMEKCH SOB, 2-*¥ 
VIREO ZAVIL 10% アル コー ル で ある が ら , TOF 
と が 両 色 素 の 透過 性 の 相違 に 起因 する の で は な いか と も 
老 そ られ る 。 い ずれ に し て も こと の 点 は 容易 に は 説明 で き 
そう も な い の で , 今後 改めて 検討 し た い 。 

KD, 塩酸 お よび カセ イカ リ 水 溶液 の 透過 性 Ble 
の 活性 化し た 卵 の 卵 毅 を 分 離し て , 水分 , 塩酸 お よび ヵ 
C4 WY KAUR OIE A OWED & GO EE HM IC OV Ca 
“Oe, imibl - Fo (1955) と 同様 に 品種 に よっ て か な 
DIL, し か も 蒸溜 水 ) 塩酸 お よび カセ イカ リ 水 溶液 
の いずれ で も 同じ よう な 傾向 に ちあ る と と が 明らか で ある 
(第 4 表 )。 

別 を 茶 汐 水 や クロ ロホ ルム に 浸漬 し て その 後に 卵 毅 を 
分 離す る か , また は 分 離し た 卵殻 を と れ に 浸漬 する か , 

ある い は 更に 卵 毅 の 表面 お よび 裏面 を 燕 汐 水 や クロ ロホ 
ルム で 湿 し た 羽毛 の 先端 で 所 定時 間 ぬ ぐっ た の ち , 塩酸 
の 公 過 性 を 調べ た (第 5 表 )。 まず 本 表 の 中 で 浸漬 処理 


第 3 巻 Ble 


第 4 表 kD WB kone 4 HI KARONAGiat 


i kn et ny 
fin 種 | 約 20% 約 10% Ze HA 7K 
(C1.110, S:G.)i@ 2074, S.G.) 
| 分 秒 分 分 BD 
区 16 + | 25.54 | 113.00 ーー 
A222 1757 95.10 | — 
i SS3 Gon | 18.15 
ERMA MAE O HEI 
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第 5 表 塩酸 の 卵 毅 透過 性 に 及ぼ す ク ロロ ロホ 
Yb SUELO SOR 
処理 w 1k m6 1225 211558 
Se TM FP 
舞 we | 25.54 , 17.57 - 17488 
Pia a ee abe 17.12 
クロ ロホ ルム バ 【 
Bete 0 0 
Be7aakhwvar | 
‘cLOspileat List of 12-27 1-40 9.16 
Bh Meee BIEL 16.25 
で 830 秒間 内 ぐっ た も の : 
SHER ROR 700) 
Bh ASCH Ea Te 23.34. 17.32 13.01 
% の 
分 離 卵 毅 の 裏面 を 蒸溜 水 
EOIN Ceo 18.16 
Sy MEIN O BL %e 7 a ab | 
#8 WV CBORD) Xo Te BAO 729. 7 
も の 
分 離 玉音 の 表面 と 裏面 を 
クロ ロホ ルム で 30 秒 間 ず | 4.26 3.45 
DIA ote % Bs 


供 試 材料 その 他 は 第 4 表 と 同 し 


し た も の の 結果 を みる と , 蒸溜 水 に 浸 演 処理 し た も の で 


は 処理 後に 卵殻 を 分 離せ セ た も の お よび 分 離 後に 処理 包 た 
も の の いずれ で も , その 透過 性 は 無 処理 の それ と 大 差 を 
示さ な い が , クロ ロホ ルム に 浸漬 し た る も の で は 処理 後に 
垣 毅 を 分 離し た も の の 通過 性 は 無 処 理 の それ に に 比較 的 似 
て いる の に , 分 離 後に 処理 し た も の の それ は 明らか に 無 
理 処 の を れ よ り も 高く な っ て おり,。 し か も その 達 加 の 程 
度 は 礁 品種 に a CP Te VEER SEG と が 上 明らか で 
Bo 次 に 画 殻 の 表面 や 裏面 を ぬ ぐ っ た も の の 結果 を み 
る と , 水 で 表面 お よび 裏面 の いずれ か を 沿 ぐ っ た る の や , 
クロ ョ ホル ム で 表面 を ぬ ぬ ぐう た も の の 透過 性 は 無 処理 の 
CH EKBEWS, Jan hvAaACHHeb ぐっ た も ゃ の 


は 著しく 透過 性 の 増大 し て いる と と が が 認め られ る 。4 


以上 は 卵 毅 の 外面 か ら 内 面 に 向う 方 向 の 透過 性 に つい 
て 調べ た 結果 で ある が , 更に これ と 反対 に RO ATE 
か ら 外面 に 向う 毅 過 性 を 調べ , 両者 を bee Ra SL 
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55 ie B92 Jaa k 分離 明帝 の 表面 を タ ク SS iE SHED BE hi % 7 
ht 種 方 向 無 WL RW AITO ANE ロロ ホル ム で 30 秒 間 | PARBOME 2 
T24D ぬ ぐ ざ ぐっ た る の ぬ ぬ ぐっ た る の 
分 秒 分 Fb 分 7 4 
Re 16 外面 一 内 面 25..54 12327 Cadre es 
Ee 16 = 内 面 っ 外面 16.05 15.38 14.24 HS 5) 
= 115 = 外面 つっ 内面 17138 : 9.16 13.01 4.17 
Be, LES se 内 面 っ 外面 141502 11.01 9.34 9. Gis 


BERR © 2 fla ih HS 4 HZ & [AU 


築 6 表 の と お り で ある 。 本 表 に お いて 無 処理 区 の 外面 か 宮坂 は a お よび b の 2 層 を 単 一 層 と みな なし,。 また 内 面 の 
SAY ICA 5 Bee & COMMANDO hr & ee beiwed S e,fF お よび g の 3 層 を み の が し て いる よう に みう けら 
Cy 前 者 の 透過 性 が 後者 の それ より も か な り 低 いと と が れ , KM Mika gs KO DIBA ABEL fC MIB 
め ら れる 。 こ の よう に 方 向 に よっ て 透過 性 の 相違 する な し て 外 卵 殻 と し , また 内 面 の e お よび g の 2 層 を み の 
こと は すでに 高見 ・ 野 口 (1955) に よっ て 確認 され で お AL, その た め に 内 卵 毅 が c,d お よび まま の 3 BH 
0, また 数 種 の BO reprise 角 皮 膜 で この よう な 現 な る と し て いる か ら で あ る 。 確か に ぇ , e お よび g の 
象 が 認め られ (Hurst, 1941, 1958; HAarTLy, 1948; 各層 は きわ め て 薄い 層 で あり , その た め に 前 記 の 両氏 
| BEAMENT, 1948; 1953), 不 均 斎 透 は これ ら を 明確 な 層 と みな さなか っ だ も の と 推察 され 
過 性 (asymmetrical permeability) と 呼ば れ て いる る 。 ま た 赤井 (1958) の 染め 分 け て いる 8 層 に つい て は 
次 に 分 離 卵 殻 を クロ ロホ ルム に 浸漬 し た 区 お これ が 講演 要旨 の み で あり , また 著者 が 氏 の マグ ダラ 赤 
| ね ぐっ た 区 に お ける 結果 を みる と , 外面 か ら 内 面 に 向う を 使用 し て いな い の で その 詳細 は 不明 で ある が , 今回 の 
| 送 所 性 は 前 述 の と お り 浸 漬 区 , 裏面 を 足 ぐ っ た 区 お よび 観 訟 結果 と 大 差 な い の で は な いか と 想像 さ 
両面 を ね ぬ ぐ っ た 区 の いずれ で も 透過 性 は 増加 し て いる ne d 層 は 明瞭 な 薄 層 構造 を 示し て いる の で 構造 上 か 
が が, 内 面 か ら 外 面 に 向う それ は いずれ の 処理 区 に お いて ょ RAO 内 角 皮 に 類似 し て お り , また Srirgr 
る ほぼ 同一 で 無 処理 区 の それ に 類似 し て いる 。 is の 報告 し て いる IBAMO 黄色 な いし 白色 角度 
# we の 位置 に 相当 し て いる の で , 卵殻 の 一 部 と 考え る より うり, 


Ricuarps ef al., 


され G8 a 


むし ろ 角 皮 の 和男 談 に 入る も の と 考え る の が 妥当 で は な い 
宮坂 (1953) は 卵 毅 が 表層 , 中 層 お よび 内 層 の 3 Jed» 


る し, feb wy (1940) aya Saree & 
(1 BO WHR DRSCL EBL, さら に 最近 赤井 
(1958) は マグ ダラ 赤 に よっ て これ が 8 層 に 染め 分 けら 
TS LEMKE TW 4S. Beament (1946c) は Rhodnius® 
外 殻 の 構造 を 詳細 に 研究 し , 外 卵 殻 が 2 J GRTPES LONG 

お よび 和 柔軟 性 外 卵 殻 ) か ら な り , AINE 6 層 ( 柔 軟 性 内 
の し だ タン パク の リピ ビッ ド 化 し た コハク 色 摩 , 
下 ポ ポリフェノール 層 , ROSNY NI OUTER, 

内 ポリ フェ ノー ル 層 お よび 第 1 帳 層 ) か ら な る と し , また 
Srirgr (1937) は Melanoplus の 卵 で 産卵 後に 生ずる 柴 
液 膜 か ら 卵 殻 の 内 面 に 黄色 角 皮 (yellow cuticle) 2X 
UA AIK (white cuticle) が 形成 され る こと を 確か 
め て いる 。 以 上 の よう に 卵殻 の 構造 に つい て は , BRO 
種類 や 同一 民 虫 の 場合 で も 研究 者 に よっ て か な り 観 察 結 
果 が 異な っ て いる 。 今回 得 ら れ た 結果 と 宮坂 (1935), 町 
田 (1940) お よび 赤井 (1958) ら の それ と を 比較 検討 す 
る と 基本 的 に は 大 差 な いよ うに 考え られ る 。 と いう の は 


か と いう 叙 問 も 生ずる が , この 点 に つい て は 角 皮 の 特性 
で ある キチ ン の 検出 反応 (Scuurze 法 や PAS 反応 ) が 
ほとん ど 陰 性 の よう で あり , また 産 下 直 後 の 卵 殻 の 構造 
が 越 年 九 の それ と ほぼ 同一 で ある か ら , これ ら 各 層 は 町 

田 1940) の 述べ て いる よう に 和 包 卵 細胞 か ら 分 泌 形 成 さ 
れ た も の と みな され , SLirgk の 論じ て いる 産 下 後 に 形 
成 さ れる 紫 液 膜 か ら 分 泌 形 成 さ れ て 生ずる 角 皮 と は 全く 
異な っ た も の と いえ る か ら , FARCE < SPRO— BBE 
考え る の が 適切 と いえ よう 。 

IND QAR SHED RIC Eo Care OAL, 一 般 
的 に は 欧州 種 系 品種 , ARM Ai, 支那 種 系 品種 の 順 
に 浸 酸 処理 時 間 が 短い が , RS REE 2 ee 
変異 が あり , 日 本 種 系 品種 の も 上 122 5, A 124 
ts LORI E な どの 処理 時 間 は 比較 的 短く 、 SCAB BER 
種 の それ に 近い こと は 周知 の 事実 で ある 。 そ を そのため, こ 
こ に 得 ら れ た 透過 性 の 品種 的 差異 (第 2, 4 表 ) は われ 
われ が 日 常 経験 する 浸 酸 感受 性 の 強弱 と ほぼ 一 致す る こ 
と に な り , 塩酸 が 卵 内 に 浸入 し に くい 品種 ほど 浸 酸 感受 


84 HADBAD @ & wo ws 


性 が 弱い と いう こと こと が いえ る まう で ある 。 

卵 毅 の 透 過 性 に は その 厚 さ や 構造 が 密接 な 関連 を も っ 
て いる と 報告 され て いる (宮坂 , 1935; 高見 ・ 野 1955)。 
卵殻 構成 層 の 厚 さ (第 1 表 ) と 透過 性 の 品種 的 差異 CS 
2,4 表 ) と を 比較 し て みる と , 透過 性 の 相違 が INE 
成層 全体 の 厚 さ に は 必ず し る ゃ 関連 し じ な い が , SING ( 外 
層 ) の 厚 さ に は 密接 な 関連 が ある よう に 認め られ , ui 
性 が 低い 卵殻 ほど 外 卵 殻 が 厚い よう で ある 。 さ き に 著者 
(1956, 1958) は 家 奏 角度 で リポ プロ ティ ン の 蓄積 し て 
WONG RDA © BR ICTS SHEET RED— OT 
ある こと を 明らか に し た の で , 卵殻 の 場合 に も 外 卵 毅 t 
が 透過 性 に 対し て か な り の 役割 を 演じ て いる こと は 想像 
WAPFE< TEV 

卵殻 に は 角度 に お ける と 同様 に 映 層 の 存在 し て いる こ 
と が 数 種 の 昆虫 で 報告 され て お り (BEAMENT, 1946a,b; 
Suirer, 1948; WicGLEgswoRTH, 1950), ZezE RICH 
いて も る やはり WEOHETSLOLSAERENS (第 5 
表 )。 し か る に 卵殻 に お ける 嶋 層 の 位置 は 昆虫 の 種類 に よ 
> CHE L, Culex の 卵 で は これ が 外 卵 殻 と 内 卵 毅 と の 
間 に 位置 し , ま た Rhodnius の 卵 で は 内 卵殻 の 内 面 に 位 
置 し , 更 に Melanoplus DIN CVE 1 HBA AINGEO 
内 面 に , また 第 2 MURDER Ores cle & Ofnl 

に 位置 する と 報告 され て いる 
Re RICA CLA ROBAD EL CN Ba AMD 
Mec komFonse ck, HLOMPORMe 700 
ホホ ルム で ぬ ぐ っ た 場合 で は 水分 や 酸 の 透 通 が 容易 に な る 
Ck BSR) LED, slit its (cc CALE 
も の と みな され る 。 な お 第 5 表 か ら 問 題 に ee, 
粒 そ の まま を クロ ロホ ルム に 浸漬 処理 し た oe CS 
INGO 72s AVE VTA EONS (対照 区 ) の それ と 大 差 な い 
es” これ は HRS DS NEO 内 面 に 位置 する た め 
に , 鉄 竹 その まま を 処理 し た 場合 で は 容易 に 除去 され な 
MSO る EBLZSNSGS 

REMOVE ICALE SD © WD HE (CH BE i GE 
RIBCTWSTEWWEDERDATETH SA, これ は 
TORINO IMB D> S ANIC IA] 5 IE PED> BHAA L te b 

る (第 5 表 )。 し か る に 内 面 か ら 外 面 に 向う 透過 性 
は 無 処理 区 お よび クロ ロホ ルム 処理 区 の いずれ で る 大差 
な く ( 第 6 表 ), し た が っ て この 方 向 の 透過 に は 帆 層 六 大 
き な 和 役割 を 尊 じ て いな いよ うに みう けら れる 。 こ の よう 
な 事実 は どの よう な 機構 に 起因 し , OAR LIC EO 
よう な 意味 が ある の で あろ うか 。 こ の 点 に つい て は 容易 


(WIGGLESWORTH, 1950), 


* HINO IE (a Je) 
テン の 人 なる も の と 推定 され る 。 
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に 説明 で きそう も な い 。 更 に 無 処理 の 卵殻 に お いて 外 
面 か ら 内 面 に 向う 透過 が その 反対 方 向 の 透 財 より る も 困難 
で ある と いう いわ ゆる る 不 均 育 透 過 性 の 現象 は すでに 高見 
-BFA (1955) に よっ て る も 認め られ て いる が , この 現象 
の 生ずる 原因 や その 意義 も 今後 の 研究 と に また な けれ ば な 
ら な い e。 


摘 Be 


1) RRINOREL 7 層 に 分 けら れる 。 外 卵殻 は る 
層 か ら な り 」 AIRES 層 か ら な る 。 

2) 内 卵殻 の 一 部 (第 2 図 の c 層 ) に きわ め て 明瞭 な 
多数 の 垂直 線 状 の も の が 認め られ , これ が 孔 管 
canals) CS 

3) 色素 液 の 奏 卵 内 に 透 入 す る 程度 は 色素 の 種類 , & 
品種 お よび 同一 の 奏 品 種 で も 卵 内 逐 子 の 活性 化 の 程度 に 
よっ て か な り 異 な る 。 スー ダン 黒 は 比較 的 容易 に 卵 内 に 
BAT SD, メチ レシ ン シ 青 は 透 入 し じ し に くい e また 越冬 前 の 
不 活性 卵 で は 色素 が 透 入 し に くい が , 越冬 後 の 活性 卵 や 
塩酸 こよ る 人 工 削 化 卵 で は 比較 的 透 入 し ゃ すい 。 

DAE RE vera ee 
MES SIGBLBZ ON SBR KVM ONS} 

5) NGO iB Wa PEVL HINGE Pe Be Hee 7 Be 
To 

6) 卵殻 は 不 均 斉 透 過 性 の 現象 を 示し , 外面 か ら 内 面 . 
に 向う 需 過 が その 反対 方 向 の 透過 より る も 困難 で ある 。 

7) 卵 毅 の 外面 か ら 内 面 に 向う 方 向 の 透過 性 は 卵殻 の 
内 面 を クロ ロホ ポム で ぬ ぐ っ た も の が 無 処理 の それ よ まり 
も 閉じ し く 大 きい が , INROINM Cote hb OCR 
理 の それ と 大 差 な い 。 他 方 , WRONMD SI HAO 
過 性 は 卵 毅 の 内 面 お よび 外面 の いずれ を 処理 し た も の で 
る も 無 処理 の それ た に 比較 的 近似 し て いる 。 こ とれ ら の 事実 か - 
ら 嶋 層 は 卵 毅 の 内 面 か ら 外 面 に 向う 遂 過 に は 大 し だ 役割 
を 演じ て いな いよ う で ある が , その 反対 の 外面 か ら 内 面 
に 向う 透過 に は 重要 な 障 忌 と な っ て いる よう に 考え られ 
る ; 
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Structure and Permeability of the Chorion in the Silkworm Egg 


By Yasuo TAKAHASHI 


Nagano Sericultural Experiment Station, Nagano Pref. 


l. In ordinary paraffin and free-hand sections 
stained with haematoxylin seven layers may be 
discriminated in the chorion of the silkworm egg. 
Superficial two layers, the outermost stained and 
the next unstained, may be referred to the 
outer chorion of other authors. The endochorion 
is made up of five layers. They are from outside 
a scarcely stained layer provided with many 
vertical lines which are supposed to be pore 
canals, a thin laminated layer likewise unstained, 
a heavily stainable thin layer, an unstained thin 
layer, and an innermost good stained thin layer 
(Fig. 1). 

2. Methylene blue does not enter into the 
yolk of the intact egg, but sudan black does 
readily. The rate of entry of the latter differs 
somewhat with the varieties of silkworm. Here 
the thickness of the exochorion is important in 
slowing down the rate of passage. The activity 


of the embryo seems also to concern with this. 


The diapausing eggs show a great resistance to 
the penetration of the dye, but in the developing 
eggs such as those under incubation in spring 
or activated artificially by the treatment with 
HCl during a few days after being laid it takes 
place more easily. 

3. There is an asymmetrical permeability of 
acids in the isolated chorion. It is far resistant 
from without inwards than from within outwards. 

4. The penetration of acids through the iso- 
lated chorion is enormously accelerated after its 
innerside has been wiped with chloroform. This 
does not happen with the outside wiping. There 
is also no increase in the penetration rate from 
within outwards by the chloroform treatment. 
It thus appears that the wax layer which is 
supposed to be deposited just beneath the 
endochorion offers the effective barrier to the 
inward penetration of the liquids, though it’ has 


no connection with that in the opposite direction, 


=AALHYBOLEAIT MIF SIKAG HAE O 5 
I. リン 酸 施 用 量 の 多少 と 幼虫 の 生育 


Sy ge ae 
上 農林省 農 業 技術 研究 所 


ニカ メイ ガ Chilo suppressalis “ric kK AAO we 
EDS, 施肥 量 の 多少 と より 変動 する 事実 は 従来 経験 的 に 
BI BIVTW Ro DIV IVT OHA & HF ICMAWEICT Ste 
め , その 機構 の 一 つと し て 幼虫 の 生育 を 考え て 調査 を 進 
め て お り , すでに 前 報 に お いて 多量 の 容 素質 肥料 を 与え 
られ た 水稲 を 摂 食す る 幼虫 の 生育 は , 少 窒素 区 の 水稲 を 
摂 食す る 幼虫 の を れ よ り も 良好 で ある こと を 確か め , そ 
の 圭 因 と し て 鶴 素 質 肥 料 の 多用 に より 水稲 茎 内 の 窒素 化 
合 物 含量 が 増加 し , いわ ゅ る C/N が 低下 し , 水稲 茎 が 
幼虫 の 飼料 と し て 栄養 的 に 好適 に な っ た た めで ある こと 
を 明らか に し た (石井 ・ 平 野 , 1958, 1959), 本 報 で は 
水稲 へ の リン 酸 肥料 の 施用 量 と = カ メイ ガ 幼 虫 の 生育 と 
の 関係 を 明らか に する た め 行 っ た 土 耕 栽培 水稲 に よる 野 


外 飼 育 試 験 と , 水 耕 栽培 水稲 に よる 無菌 飼育 試験 の 結果 
を 報告 する 。 
材料 お よび 方 法 


供 試 水 衛 品 種 は 農林 29 号 で , 種子 は 農林 省 東 海 近 聞 
農業 試験 場 栽 培 部 1l956 年 ) お よび 埼玉 県 農業 試験 場 
(1958 年 ) LORS. HR, 苗 の 育成 方 法 な ど は 
前 報 CoFt - FEF, 1958, 1959) と 同様 で ある 。 は 種 は 
5 A 13 Bic#fork. 

LAE AARIC Kk S 野外 飼育 試験 は 1958 年 に 行っ 
Ko 水 御 の 栽培 に は , 西ヶ原 表土 を 約 lke ずつ 詰め た 
He Wom, RE Wem の ワウ グ ネル ポッ ト を 使用 し た 。 
施肥 計画 を 第 1 表 に 示す 。 苗 は 6 月 20 旦 に 移植 し た 。 


第 1 表 肥料 施用 計画 * 


| BYR Dy vem 

過 0 » RB 石 灰 1.0+ 

it Ry vesy x 2:4 
ein Po) ウム 0.5 


* 基肥 , 1 ポッ ト あ た り グ ラム 数 
T 多 リ ン 酸 区 に は 8 月 7 日 に 過 リ ン 酸 石灰 2.0g 
#2 jBAEU to 


(1958 年 11 月 26 日 受領 ) 


3 本 を 1 株 と し , ポッ ト あ た り 1 株 を 植え つ けた 。 = な 
メイ ィ イガ 卵 の 接種 は 8 月 27 日 に 行 っ た 。 賭 化 直 前 の 佐賀 
県 産 第 2 化 期 卵 を 約 30 個 ず つ 正 確 に 数 え , 各 ポ ボット の 
株 の 圭 欄 上 位 第 3 葉 表 面 に は りつ けた 。 卵 は 接種 当量 選 
MHEL Co WHER 30 AA (9 月 26 日 ) に 株 を 根 際 か 
DM OED, 分 解 し て 生存 幼虫 を 取り 集め , 個体 ど と に 
体重 を 測定 し た 。 試 験 期間 中 , ポッ ト を 上 農 技 研 構内 の 綱 
ガラ ス 室 内 の 木製 台車 に 積載 , 管理 し た 。 

供 試 水稲 の 生育 状況 を 知る た め , 接種 株 と 全く 同様 に 
し て 栽 域 し た 無 接 種 株 に つい て , 毎週 草丈 , SKATE 
し , 更に 9 月 15 日 に これ ら の 株 を 刈り 取り , Dhow 
食 対象 と な る 茎 部 を 70°C CMBR, 粉砕 し て , 化学 
分 本 の 試料 と し た 。 化学 分 析 の うち , He UNDE, HB, 
可 消 化 性 炭水化物 の 定量 は 前 報 (石井 ・ 平 野 , 1958, 
1959) に 第 っ て 行っ た 。 リン 酸 の 定量 は 次 の 方 法 に よ 
っ た 。 試料 を し ゃ く 熱 し て 得 た 灰分 に 塩酸 を 加え 暖 ら で 
溶解 する 。 これ を 沸騰 水浴 上 で 蒸発 乾 固 させ , 熱 稀 塩 酸 
で 抽出 し た 液 に つい て , ALLEN (1940) の 方 法 に 準じ て 
光電 光 鹿 計 (波長 700mp) で 比 色 定 量 し た 。 

水 耕 栽培 水稲 に よる 無菌 飼育 試験 は 1956 年 に 行っ : 
た 。 水 耕 栽培 の 方 法 は 鶴 素 質 肥 料 に つい て の 実験 (石井 : 
平野 , 1959) と 全く 同様 で あぁ る 。 未 耕 液 の 絢 成 を 第 2 表 
に 示す 。 栽培 期間 中 , ポッ ト を 上 農 技 研 本 館 屋 上 の 未 板 合 
上 に お いて , 管理 し た 。 こ の よう に し て 栽培 し た 水稲 を 8 
月 29 Ici BA DIO, 無菌 飼育 用 飼料 と し た 。 
He, 穂 を 取り 除き , 茎 部 を .3~4cm に 切断 ,, 200ml = 

第 2 表 IK PH MW O 1 BM (ppm) 


| 6A20H~| 6825H~| 7A25n~ 
6 月 24 日 | 7 月 24 日 | 8 月 29 日 
多 リ ジン 『 少 リジン | By Dy Biv Dyy 


WX 酸 区 |「 酸 区 BX RK BK 


(NH;)»S0; | 20° 2084 705570 sh 70 70 
NagHPO,-12HsO) 25. 25 | 73. 73 | 73 6 
KCl [3 DY] oan Eo eens 
‘CaCl, -2H2O Tie 07 Bly 20:0) 0 Oty 20 
MgCl;-6H20 $15 15 50 50 50 50 
Fe-citrate 692 652) 12) Ia STREET 


( 86 ) 


1959 年 6 A 平野 ・ 石 井 : 


角 フ ラス コ に 30g FOKH, Rk 6m7 Lz, 綿 


REL, WVERRL (18 LB/inch?, 15 分 間 ) し た 。 


調製 し た 飼料 に , 滅菌 し た 秋田 県 産 第 1 化 期 ニ = カメ イガ 
SNe PEEL, 28°C 暗黒 下 で 20 日 間 無 菌 飼育 し た 。 

刈り 取っ た 稲 菜 の 一 部 を と り , 70°C Ci MIEKR, 粉 
砕 し て 化学 分 析 用 の 試料 と し た 。 分 析 方 法 は 土 耕 栽培 水 
稲 の 場合 と 同様 で ある 。 


eS BR om FR 
1958 46.10 47> 7 BERETA ARC D BEL fla) FF iat fe ik 


】 を 第 3 表 に , KPBOKAKROMM AB 4 Ricmt. [al 
有 様 の 試験 は 1957 年 に も 行っ た が , 不明 の 原因 に より 多 


リジン 酸 区 で の 幼虫 の 生存 率 が 著しく 低く , 比較 検討 する 


育 状 況 は リン 酸 施用 量 の 多少 に よ 
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こと こと が 団 難 な の で こと ここ に は 掲げ ず , 化学 分 析 の 結果 の みみ 
を 参考 と し て 第 4 表 に 示す 。 な お 両 年 と も 供 試 水稲 の 生 
り 全 く 影 響 を 受け な か 


iho 
第 3 Bk) LGM ER CARE L TOOK AR SHER L 
DRO (野外 飼育 試験 307 MMT) 
ris nee | ポッ # R fe 平均 体重 
始 料 区 分 | he Gaede (mg) 
ZB) V BK 3* 96 43 23.00+1.55 
DY) Vv RK 4 122 59 21.00+1.18 . 


* 多 リ ン 酸 区 の 1 ポッ ト に は シマ ハ ガ レ 病 が 発生 
し た の で 調査 か ら 除 外し た 。 平均 体重 の 差 の 有 
意 性 p>0.05 


Be BZ TED, 


ど そ の 影響 を うけ て いで な いと 考え られ る 。 化学 分 本 の 


結果 , 


リン 酸 肥 料 の 多少 は 水 向 菜 の タ ン パ ペク 質 含量 に 影 
炭水化物 や ゃ 糖類 の 含量 は 少 リ ン 酸 区 で 


RAR リン 酸 施 用 量 を 異 に する 土壌 た 生育 し た 水稲 茎 の リン 酸 , タン パク 質 , 炭水化物 含量 (Rhy) 
chs >Re - Bey wee, Rae re Pe en: 
see 思料 区 分 | boo "be stem vane 2 om TEE 
foop ie = Yo wR | 0.30 5.94 3.43 0.31 3.74 36.74 
DY) > HK 0.26 6.43 3.05 0.42 3.47 34.58 
ZB) > RK 0.19 2.61 1.62 1.50 3.12 25.59 
Sedge pel SS > 酸 区 | 0.10 2.40 2.41 2.01 4.42 27.74 
>*-8 月 23 日 採取 
+ 9 月 15 日 採取 
th OLE BES ) VIR KR CH DBIECH SM, ほとん ン 酸 区 と の 差 は 有意 で は な い 。. ま た 第 6 表 の よう に 多 リ 


ン 酸 区 水稲 菜 は 少 リ ン 酸 区 より 多量 の 窒素 化合 物 を 含 
し , 少 リ ン 酸 区 は 逆 に 多量 の 可 消 化 性 各種 炭水化物 を 含 
有する 。 


多少 高い 傾向 が み ら れ る 。 し か し 1957* 年 の 結果 は , こ 第 5 表 リン 酸 濃度 の 異な る 水 耕 液 に 生育 し た 
れ と 逆 に 多 リ ン 酸 区 で 旋 水 化物 や ゃ 糖類 の 含量 が 多い 。 水 水稲 茎 を 摂 食 じ た 幼 虫 の 生育 CRA 
稲 の 生育 状態 と も 考え あわ せ で , こと の 実 険 の 範囲 で は リ 育 試 験 , 20 日 間 28°C fF) 
WE AMIEL & bp PAA IT EL 影響 を 与え て (se ee 化 生 存 平均 体重 ー 
NR ほとん ど と ど 影響 を Pers HER Gwe Ge (mg) 
REE AT Eo givex | 9 176 150* 43.4141.76 
eK PRES Le KARE I kB ee ate 少 リ ン 酸 区 | 5 95 87 39.75+41.67 
(第 5 表 ) も , 幼虫 の 生育 が 多 アン 酸 区 で 多少 良好 に  * 他 に 遇 1 頭 
る こと を 示し て いる が , 各 培 養 基 間 の 変動 が 大 きく ea J 平均 体重 の 差 の 有意 性 p>0.05 
第 6 表 リン 酸 含 量 の 異な る 水 耕 液 に 生育 し た 水稲 工 の 化学 組成 
CA 般 組 A 
= a x RET 
Ba we | Kat me mat Nom MMT EVAR eetaety 
) >» w@ RK 83.50 “16.50 13.82 11.38 1.93 27.93 44.94 
> % » Bw EK 78.69 21.31 12.33 8.61 1.68 27.50 49.88 
* HERS HICH % 
T HOARSE Hic % 


88 AA BAH ME BF & ib 


(B) 窒素 化合 物 組成 GERM mg%) 


BUI» hey 水落 HE opeuese 


ence (ame 7m GRE タン 2 


Wem | 1821 1154 667 ° 207 “460 
a Me. |. 1378... 847 2531, 137 . .394 


(C) 炭水化物 組成 GERAD 7 va —-A%) 


ON | mts moe om IEEE 
J >ME | 0.80 1.94 2.74 36.11 
en [Mesa 3.46 43.00 
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7(①) リン 酸 含 量 FORMED P20s%) 


ee 区 分 | ) »v 
多 y oe ae eX | 0.61 
Boh AS ee Nae MIE 0.05 


者 Be 


ERORWEL ) VRAIERO 多少 と の 関係 に つい て 
は , 従来 多く の 研究 が 行わ も て いる が , それ ら の 結果 は 
必ず し も る 一定 の 傾向 を 示し て いな い 。 古く ANDREWS 
(1923) は メ ク ラ カメ ムシ の 一 種 Helopeltis theivora に 
対す る 茶樹 の 抵抗 性 が , 土壌 中 の 可 吸 性 カリ ウム と 可 吸 
性 リン 酸 の 比 六 よび 可 吸 性 リン 酸 の 含量 と 関係 を 持つ こ 
と を 知り , 実際 に カリ ウム を 施用 し て 土壌 中 の 可 吸 性 カ 
リウ ム 濃 度 を 高める と 植物 の 抵抗 性 が 増し , 被害 が 減少 
する こと を 確か め た 。 し か し Deratrre (1947) は リン 酸 
お よび カリ ウム の 多い 主 壌 に 生育 し た 材 が Helopeltis 
Sp Likititemg CEPME LCS. Hea N 
ネ ナ ガ カメ ムシ Blissus cAI Sta 
コシ の 抵抗 性 は , Aine) VRAIS SARBA 
に 増加 する (Daums & Fenton, 1940)。 成虫 の 生存 
期間 は 水 圭 液 中 の リン 酸 含 量 と 関係 を も た な い が , その 
産卵 数 は リン 酸 含 量 の 低い 水 未 液 に 生育 し た 植物 で 増加 
し , リン 酸 濃度 の 高い 水 耕 液 に 生育 し た 植物 で 減少 する 
(Daums, 1947), 

リン 酸 欠 逐条 件 下 に 栽培 され た 寄主 植物 は ある 種 の ア 
ブラ ムシ の 繁殖 に 不適 当 で ある (HAsEMAN, 1946; 
Barker & TAUBER, 1951 b, 1954) が , 多く の Ho- 
moptera Cli, そこ に な ん ら の 関連 件 も 見 出し えな い 
こと が 報告 され て いる (Barker & Tauser, 1951 a; 
SCHOENE, 1941; Sreyn, 1951; Taytor ef al., 1952; 
VOLK et al., 1952), #7eP 4 RNR Tetranychus 
telarius (=T. bimaculatus) の 繁殖 は RR 
(1951, 1952, 1958) に よれ ば , 寄主 植物 へ の リン 酸 施 用 


leucopterus 


3 B25 


量 に よっ て 著しい 影響 を 受け な い が , LeRoux (1954) ic 
En, リン 酸 を 多量 に 与え られ た ウ りり で は 明らか に へ 
ダ = の 増加 が 見 られ た 。 ‘ 

IESE ICO C ha DN TVISDs, Mh 
収 性 昆 是 の 場合 と 同様 , 一 定 の 傾向 が 認め られ な い 。 マ 
ルク ビク シコ メッ ツキ Melaenotus caudex MRBICKSTA. 
ムギ の 被害 (MES, 1950) や イネ タテ ハマ キ Susu- 
mia exigna \CLAKIORE CHR: PIA, 1956) 
は それ ぞ れ 無 リ ン 酸 区 で 著 じ い が , キク イム YO fe 
Xyleborus fornicatus に よる 茶樹 の 被害 は 落 に リン 酸 
質 肥 料 の 多用 と と も る に 増加 する (Gapp, 1943, 1947) 。 更 
に リン 酸 欠 逐 区 の 植物 で は ダイ コジ サル ハム シ Phaedon 
cochlegariage の 産卵 数 が 減少 じ し 」 モン ショ ロ チョウ Pieris 
brassicae SHR ORBIR PS, 幅 化 の 遅延 が 認め られ る 
(ALLEN & SgLMAN, 1955, 1957)6 4ASEAPFY N= 
(イネ カラ バエ ) Chlorops oryzae に よる 水稲 傷 穂 の 発 
現 は , リン 酸 質 肥料 の 多少 と 明瞭 な 関係 を 持た な いこ と 
が 知ら れ て いる (湖山, 1954; 岡本 1951, 1957; B 
i, 1952), 

ASSEER D BPE] Cld, 土壌 へ の リン 酸 施 用 量 の 変化 に 対 
し て 水 稀 叶 ほとん みん ど 反 応 を 示さ すず, ER CHHERLE 
幼 是 の 生育 に も 変化 は 認め られ な か っ た 。 水 耕 の 場合 も 
ほぼ 同様 で ある が , リン 酸 の 多用 は わずか な が ら 幼 証 の 
生育 を 良好 に する よう で ある 。 筆者 あら は さき に 合成 飼料 
を 用 い , そそ カ メイ ガ 幼虫 が 高い 鶴 素 要求 を 持つ ご と を 
認め (Ismitr & Hirano, 1957), 更に 鶴 素 質 肥料 を 多量 に 
与え られ た 水稲 を 摂 食 する 幼虫 の 生育 が きわ め て 良好 で 
ある こと , これ は 幼虫 が 水稲 菜 内 の 鶴 素 化合 物 含量 の 増 
加 , ある い は C/N の 低下 に 反応 し た 結果 で あぁ る ご と を 
報告 し た Cad + SE BF, 1958, 1959), 本 調査 の 水 耕 試験 
で 認め られ た 傾向 も , (LETH OMREBABHe, I 
ン 酸 の 多用 に 基づく 水稲 葉 内 の 窒素 化合 物量 の 増加 が 関 
係 し て いる も の と 思わ れる 。 な お 両 区 水稲 工 の リン 酸 含 
量 に は 著 る し い 差 異 が み ら れ た が , 幼虫 の リン 酸 要 来 量 
は きわ め て 低い も の と 考え られ る の で , THEO) VRS 
量 が 制限 因子 と な っ て いる こと こと は お そら く な いも の と 思 
う 。 し か し 幼虫 の 正確 な リン 酸 要 求 量 が 明らか で な い 現 
在 , 多少 の 問題 を 残し て いる と と は 柚 定 で き な い 。 

水稲 を を 通し て = カメ イガ 幼虫 に 作用 する 場合 リン 酸 
が 窒素 と 本 質 的 に 異な る 点 は , 窒素 が それ 自身 水稲 体内 
で 幼 忠 の 栄養 と な る 物質 に 合成 され , 幼虫 に 摂 食 さ れ 
る の に 有 反し) リン 酸 は それ 自身 が 栄養 物 に な る と いう よ 
Db, WLAKBACOS< OLS M—KEA EK 
化物 や タン パク 質 一 の 合成 に 際 し , と これ を 促進 する と 


1959 年 6 4 平野 ・ 石 井 : 
いう ょ うな 役割 を 果す こと に ある 。 TREBLE 
に 対し て 直接 的 に 影響 を 与え る が , リン 酸 は 主として 御 
茎 内 の 有機 物 組成 を 通し て 間接 的 に 幼虫 と 関係 を 持っ て 
いる と いえ よう 。 一 般 的 に みて リ シ 酸 の 影 幽 が 容 素 に 比 
FAME CIR BEL, この よう な 両 要素 の 植物 を 通し て 
の 働き 方 に お ける 根本 的 な 違い と 関係 を 持っ て いる た め 
$4BxzONn45. 

本 実験 で 得 ら れ た 結果 か ら み て , 較 場 に お ける リン 
酸 質 肥料 の 施用 量 と ニカ メイ ガ が 幼虫 の 生育 と の 間 の 関係 
に , 明確 な 結 諭 を 下す こと は 困難 で あぁ ある 。 ) DROME 
VAM Ce <, し た が っ て 鶴 素 質 肥料 で 見 られ た よう な 
PADRE OA ARS TRV AX DUMBO + MEO AIT 
OPE 2 SV VL HEEAK D Ay OPERATIC 
AMEE LIS LBAGHZE EG 

摘 Be 

リン 酸 質 肥料 の 施用 量 と = カメ イガ 幼 貝 の 生育 Lone 
係 を 知る た め に , 9 VAEHGNC IED FE re DLE AA RR 
BEL, これ に 幼虫 を 接種 ; MAL. CORIR, 幼虫 の 
生育 は リン 酸 質 肥料 の 多少 に より 影響 を 受け な か っ た 。 
汰 た 水稲 の 生育 状態 , その 化学 成分 も 施肥 量 に より 影響 
補 受 け な か っ た 。 

リン 酸 含 量 の 異な る 水 耕 液 で 栽培 され た 水稲 茎 を 使用 
や て 幼虫 を 無菌 飼育 し た 結果 , 幼虫 の 生育 は 多 リ ン 酸 区 


っ て も 容 名 


ChTPICBECH ok. &) VRK ORK, 0 UM, 
ZILA MOSRD AS, PEMOSEA RP ok. 幼虫 


の 生育 は , 宏 素 質 肥 料 の 場合 と 同様 , 稲 茎 の 窒素 含量 に 
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ちろ ん リン 酸 自 身 も 幼虫 体 の 構成 成分 と し て 重要 な 役割 を 果して いる 。 
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Summary 


Effect of Fertilizers on the Growth of Larvae of the 
Rice Stem Borer, Chilo suppressalis WALKER 


III. Relation between Application of Phosphorus 


Fertilizer and the Growth of Larvae 


By Chisato Hirano and Shoziro Isxuu 


National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Tokyo 


This paper is a part of series of experiments 
concerning the effect of fertilizers applied to the 
rice plant on the growth of the rice stem borer 
larvae. Two kinds of rearing experiments were 
undertaken to make clear the relation between 
the phosphorus fertilizer and the growth of 
borer larvae. 

In the first experiment, the larvae were reared 
in a greenhouse using the rice plants cultured in 
soil to which different quantities of the phosphorus 
fertilizer (calcium super phosphate) had been sup- 
plied. After rearing for 30 days, it was observed 
that the growth of the larvae was not affected 
by supplying phosphorus fertilizer to the rice 
plant. There were also no remarkable differ- 
ences on the growth-pattern and chemical compo- 


sitions in the rice plants cultured with high and 


py 


イノ シッ ト の ワ モ ン ゴキ ブリ に 及ぼ す 影 響 

Forcasu, A. J. (1958) The effect of inositol on 
growth, survival and maturation in Periplaneta 
americana L. Ann. Ent. Soc. Amer. 51 (1) 
406~409. 

今 ま で の 結果 で は イノ シッ bd BAPE IC A A BG 
(hab HK) WR Cie <, Tribolium confusum, Ptinus- 
tectus 1943), Ephestia 
kuehniella な ど で わ ず か な 促進 効果 が 認め られ て いる 


ント 


CR NS 


(FRAENKEL & BLEewert, 


low phosphorus levels. 

In the second experiment, the larvae were 
reared with sterilized rice stems (borer zone) 
in flasks under aseptic conditions as described 
in the previous papers. 

Somewhat better growth of the larvae was 
introduced by feeding the rice stems cultured in 
the high phosphorus levels, whereas the difference 
of larval weights was not significant between 
high and This result 


may be due to the high content of nitrogenous. 


low phosphorus levels. 


compounds found in the rice plant by supplying 
high level of the phosphate. 

From the results of present ezner linen it is 
considered that the application of phosphorus 
fertilizer on rice plants in an ordinary paddy field 


has little effect on the growth of the borer larvae 


Devas VisA PY yy b RARE tend Guo A 
くら いま で は 普通 に 生育 する 。 とれ は お そら ぐ 肥 に 含ま 
れ て いた イフ シッ トド で 要求 を みた 8 CHE 45 U 
か し 更に 飼育 を 続け る と , HA, MEDIC < 4, 270 
日 目 に つい て みる と , 体重 は イオ イノ シッ ト 区 の 1/2 で 死亡 
FBlk 75%, HEFF HO 5 BRAWL 7} Old 3% に 過ぎ な 
い 。 こ と れ に 対し 対照 区 は 死亡 率 13 %, 成熟 率 は 73% 
らら ぁ つ っ つた 6 イン シッド トド は 1100 500, 1000, 2500mg/kg 
で 十分 生育 する の で , 最低 要求 量 は 100 mg/kg 以 下 と 
な る 。 CEB 小池 久義 ) 


emis 


関東 地方 に な お ける ダイ ズ サ ヤ ャ タマ バエ と その 寄生 蜂 
お よび それ ら の 発生 消長 に つい て 


内 訂 RH 坂 He BB 
上 農林省 関東 東山 農業 試験 場 
= 品種 を 3 段階 に 分 け て は 種 し , 両 較 場 同一 条件 の 下 に 栽 


ダイ ズ サ ヤ タ マ バ エ Asphondylia sp. は わが 国 の 関 
東 以 南 の 大 豆 作 に と っ て 大 き な 障 害 と な っ て いる 。 こ と と 
に 関東 平野 部 で は , 晩生 種 が 本 種 に よっ て は な は だ し い 
被害 を 受け る た め 栽 培 が で き な い 状態 で ある 。 ま た 関東 
地方 の 山 治 い 地帯 や 山梨 へ 長野 な どの 平坦 部 で は , し ば 
ば 大 害 を 受け て お り , も し サヤ タマ パ バエ の 防除 が 完全 
CX SSI, 当地 域 の 大 豆 作 を 大 きく 改革 で きる だ 
店 うと さえ いわ れ で いる 。 しかし, サヤ タマ バエ の 生態 
に 関す る 研究 は 少な く , 発生 消長 に つい て は 田村 (1952) 
が 右 岡 で 調査 し た も の と , 渋谷 ・ 前 原 (1953) が 鹿児島 
で 調査 し た も の が ある に すぎ な い 。 サ ヤ タ マ バ エ の 寄生 
| 蜂 に つい て は , 田村 が 石岡 で 2 種 を 発見 し て 以来 現在 ま 
で は 4 種 知ら れ て いる 。 そ の 生態 に つい て の 記述 は 少な 
WA, わずか に 渋谷 ちら (1953) が 鹿児島 で 発生 消長 を 調 
| べた も の が ある 。 

筆者 ちら は サヤ タマ バエ の 生態 に 関す る 研究 の 一 端 と し 
C, PAV NIA MHMITEOLDICHBEL, どの よ 
う に 被害 を 与え て いる か , また 有力 な 天敵 で ある 寄生 蜂 
が どの よう に 関係 し て いる か を は あく する た る め , MRK 
山 農 試 の 較 場 に お いて 1955 年 か ら 1957 年 まで 3 ヵ年 に わ 
OMAL ERR, 大 体 の 目的 を 達する こと が で きた 。 

本 攻 に は いる に 先 だ ち 寄生 蜂 の 同定 を し て 下さ る と 
と も ゃ も に, 有益 な 示唆 を いた だ いた 北海 道 大 学 の 渡辺 千 庫 
博 症 に お 礼 申 し 上 げ る 。 ま た 調査 に あたっ て いろ いろ る 便 
定 を は が っ て いた だ いた 当 場 害虫 研究 室長 正木 十 二 郎 技 
官 ならび に 同室 の 富沢 技官 に 心から 謝意 を 表す る 。 

me HD KB 

当 場 内 の 土質 の 異な っ た 沖積 お よび 洪 積 土壌 畑 に それ 
ぞ れ 面積 5a OAxe 2a, サヤ タマ バエ OX 
年 消 長 か ら みて 発生 期間 に は いつ で も 産卵 可能 な 若 茨 が 
ある よう に , MPA 5 MAMA ICRS 各 就 期 の 大 豆 10 

「 現在 神戸 植物 防疫 所 

(1958 年 12 月 18 日 受領 ) 


培 し て ほぼ 5 日 お き に 各 品 種 一 定本 数 の 大 豆 を ラン ダム 
に 抜き と り , 茨 を 分 解 調 査 し た 。 当 初 筆 者 ら は 同一 品種 
を 長期 に わた っ て 数 日 お き に は 種 し た も の と , PER 
に する 大 豆 を 同一 時 期 に は 種 し た も る の と , どちら が サヤ 
タマ バエ の 消長 を つか む 上 に 適当 で ある か を 吟味 し , 
1954 年 に 予備 調査 を 行っ た 結果 ;- ここ に 採用 じ た よ う 
な 両者 折 埋 の 方 法 が 好都合 の よう に 思わ れ た の で , 1955 
年 ~1957 年 の 本 調査 は すべ て この 方 法 に よっ た 。 と の 
場合 サヤ タマ バエ に 比較 的 弱い と 思わ れる 品種 を 用 い 
た の は も ちろ ん で ある 。 

栽培 方 法 は 耕 起 前 に 10a あたり 堆肥 375kg, 石灰 
37.5kg を 全面 散布 し て すき 込み , MEW 60cm に 作 吐 
L, 基肥 と し て 10a あ た り 硫 安 3.8kg, 過 石 22.5kg, 
硫 加 5.2kg ZICH Too 株間 は 品種 の 草 型 に よっ 
CHA, La, Io Bibwis 15cm, Io, 1s WEI 
21 cm, Uc, Y。. 型 品種 は 30cm と し た 。 すべ て 2 本 : 
WEL, 発芽 以後 の 管理 は 当 場 大 豆 研 究 室 栽培 基準 に ょ 
っ た 。 1 品種 あたり の 栽培 面積 は 両 田 場 と も 40~60 m2, 
合計 ..0.67~1.0a で ある 。 は 種 期 は サヤ タマ バエ の 産 贅 
可能 な 若 鞭 が 常に 連続 し て あぁ る ま よう. にし, 第 1 表 に 示す 
よう に 3 段階 に 分 け て 行っ た 。 な お 年 間 の 比較 を 容易 に 
する た め , な る べく 各 年 と も は 種 期 を 同一 時 期 に 揃え た 。 

WALA MEL VEG CSP Oem CIES 5 EC 
続け , ほぼ 5 ABSCMMZK YO 10 本 (5 Hh) To, 谷 
at 20 本 (10 株 ) の 大 豆 を 抜き さとり, RHKRVEFLE 
て 分 解 し , 内 部 の サヤ タマ バエ お よび その 寄生 蜂 の 数 を 
数 えた 。 こ の 場合 , 1 回 の 調査 茎 数 は 4~5,000 に も る 太 
UO, MOLD 54 1K 1LKORBANHLOT, 多く の 
部 分 は 肉眼 に まっ て 作業 を 進め た 。 じ た が っ て , TK — 
部 で は ある が 騰 化 当時 の も の の よう に , きわ め て 微小 で 
目 に 止ま り に くい も の は 正確 に 数 える と と が で き な か っ 
た よう に 思わ れる 。 サ ヤ タ マ バ エ や 寄生 妊 の 幼虫 は 少し 
BIN TAM CARI RRMA <A, 微小 な も の は そ 
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第 1 表 、 供 試 各 品 種 の 年 次 別 播種 開花 お よび 収穫 期 
ne | ah eS 19S a OE 
Le fA | pet OB 7E BATE HATE WURE | EPR 開花 開花 終 花 収穫 | RRAE BUTE DATE ere 収穫 
期 始 揃 期 期 | 期 始 揃 期 期 | 期 始 揃 期 期 
lala: Hh HEGRE) | 4.28 — 6.12 全 邊 7-25 4.25 6.13 6.15 6.16 7.25 4.27 6.18 6.20 6.23 7.30 
Tp) 4 ( 4 \i 4. = 6.15 —= 8.27) % 6.16 6.18 6.30, 8.14) 7) 6.26 6.26 7.5 8.20 
1,|S8#@415(8 #)| 5.18 — 7.12 — 8.30} 5.17 7.6. 7.9. 7.13 8.24) 5.18 7.17 Gaol Zor au 
Gila ei Y \| * = 7.12 — 8:30) °” ~ 7.10°7.13 7.188.290) 4 ~7:18- 7.20 Toot 8.30 
I» De (ee I 022 07 1S 7, 16 2.25 TO CL (226) Onmo ec 
o\eeele( 4 | & = 7.21 — 9.24, 4% 7.20 7.23 7.30 9.21) 4% 7.23 7.27 Se Ogee 
Ne | 武 H(i) 4) |,6.16 —-8.10 — 11.14] 6.19 8.6 8.11 8.23 11.2 | 6.20 8.6 8.12 8.24 11.2 
lee 光 2A CS SOS OSS V4 8220) sleaze 
ie poe ge (RRMBE) f 4% = — 8.27 — 11.19) 4% 8.19 8.24 9.9 12.5 Ye teers Boral Wists he o8! 
fos. Bt Fi) kM p92 2 116380) 4% Be 2048.24.99) 012.5 428.22. 8.27, 9.8 12.3 
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6 月 7 月 8 月 9 月 
第 1 図 各 品 種 の ダイ ズ サ ヤ ャ タマ バ ェ 産卵 
IE BE OD FEE IH 
ea * 検 鏡 に よっ て 分 類 し , 更に 不明 の も の は アル コー 


(CL CURMEL, 後 目 検 鏡 し て 分 類 し た 。 1958 年 に 


Bete, =: 蜂 の 寄 生 形 態 に つい て も 若干 の 調査 を 行っ 
ee a ee Bae 


査 方 法 が 媒 異な る ae aCe 


は ESS 


調査 結果 お よび 考 寮 
各 品 種 の 年 次 別 の 開花 期 を 示す と 第 2 表 の よう で あっ 
て , 年 に よっ て 多少 の 違い は ある が , 大 体 I 。, 1, WE 


種 は 6 A, Pay, 開花 期間 
VEI2Z AAS, 『。 型 品種 は 7 月 中 旬 で 開花 期間 が 8 BPN 
yt, Te 型 品 種 は 7 月 中 , 下旬 で 10~14 AP, TT。 型 
品種 は 8 月 中 旬 で 17~18 日 間 , VY。 型 品種 は 8 月 下旬 
~9F EAC 18~19 Affcbor, Ug wae 
DW EBRD Wei FE EEN) IOV TE ETE BZEDS 


は 小袖 振り が 5 A, 袖 振り 


な され TWRW SS, 開花 中 の も の を th Be "2 Ev 


に 産卵 が 多く 7 さる LG, 田村 (1942) の 調 相 dee 
で も 明らか で ある 。 筆 者 ら が 1958 Hi に 行っ た 調査 
とこ ご の ご と が 裏書 き さ れ , どく 一 部 【 RS に 産 


卵 さ れる も の も ある が , 大 部 分 は 開花 中 また は 落花 後 の 
BEE SAPs Set ae 

こよ れ ば (関東 東山 農 試 栽培 第 一 部 第 六 研 究 室 ・ 昭 和 33 
am 験 成績 ・ 膳 写 印刷 ), 普通 , APOEDBIK SH 
っ て も 蒸 は その まま の 大 き さ で 外形 的 な 成長 は 休止 じ て 
BO, ある 一 定期 間 を 経て 初め て 成長 を 開始 する こと が 
わか っ て きた 。 こ の 成長 を 開始 する まで の 茨 は 1 cm 内 
外 の 大 き さ で 比較 的 軟 か く , サヤ タマ バエ の 産卵 た は 最 
A いわ れる 。 こ の 蒸 が 成長 を 始め る まで の 
期間 は 上 品種 に と よっ て 異な り , 早生 は 7 日 内 外 , Were 15 
Ly SHRRE pela oe oe 
TEDDY BV NEO PIMC EROFLET 5 HAI 
と 考え れ ば , 第 1 図 の よう に 本 調査 に お いて は 大 体 6 月 
中 名 か らき 9 月 下旬 まで の サヤ ャ タマ バエ の 発生 期間 に は 連 
続 了 約 に , いつ で も 産卵 に 好適 な 蒸 が 存在 する こ 
る 。 な お 調査 本 数 を 基準 に と っ て いる こと と , HAM 
数 が 調査 時 期 に よっ て 違っ て くる と こと の た め に 人 各 時 期 
OMAR UIE LTO RW DS, 平均 する と 1 回 の 調査 
は 3,000 蒸 程 度 で , 得 ら れ た サヤ ャ タマ バエ お よび 寄生 蜂 
の 頭数 は 1,000 BH 70 OBAICHPIEL, MAGE OW 
減 に まる 振れ を 修正 する まう に に じ た 。 

1. ダイ ズ サ ヤ タ マ バ エ の 発生 消長 

第 2 図 は サヤ タマ バエ の 幼虫 , MORBECK OD, F 
ee og ha Ve 
BIN DCAM eZ eb OD IBICAKBICHALE 
Shc one eee 
CH SMICKoaCTNeRTT LC Lk AMeATS 
わか る よう に , 早い 年 は 6 月 下旬 , BEC LOTALE, 
中 名 に 発生 が 始ま り , 11 月 下旬 に 終息 する まで 約 5 ヵ月 
も の 長い 間 発 生 を 続け る 。 こ の 初発 生 の 時 期 に つい て は 
田村 1952) が 野生 の 豆 科 植物 で ある クラ ラ (サヤ タマ バ 
エ の 寄生 植物 と し て は 代表 的 な も の で ある ):・ に サヤ ャ タマ 
バエ が 寄生 する こと を 石岡 で 発見 計 寄 生 を 受け た クラ 


と に な 


de 


itd 


1959 年 6 月 Pt 
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8 月 


第 師 図 ダイズ サヤ ャ タマ バエ ェ エ 幼虫, MORAEWE 


10 20 10 20 
7A 9H 


ヲ を 室内 に お ぉ おい て 羽化 の 時 期 を 調べ た と ころ , 7 月 上 旬 
最も 多く 羽化 する 傾向 を 認め た 。 こ れ を 幼虫 , に さ 
POESCHLSL, 大 体 6 月 下旬 か ら 7 月 上 旬 に 発生 
する こと に な り , ほぼ われ われ の 調査 結果 と 一 致す る 。 
初発 か がら 8 月 中 旬 頃 まで は 発生 が 連続 し て いる と は い 
A, WIEN, 断続 的 で あっ て , し か も 発生 数 が 少な く , 

平均 1,000 甘 あたり の 頭数 は 幼虫 , WES 5, 6 頭 程度 
TCHS. LEPoTIOCAICHMIC MGR DS 3 
も 寄生 は 少な く ; BALWMTOAECICHIELRS ES 
Te thE 一般に 被害 が WEAK, 実害 は ほとん ど な い 。 

直 か し 8 月 の 中 , 下旬 に な る と 急速 に 発生 数 が 多く な 


10 20 
1045 


gists 
—----=-- Bi 
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D> 9 月 上 ; 中旬 に は 最高 達し, 以後 
滞 次 減少 を た どり な が ら 10 月 上 旬 ど ご 
ろ ま で の 間 に 1 つの 大 き な 発 生 の 山 を 
形成 する 。 こ の 山 の 形 は 年 に よっ て 多 
少 変動 が あり , 双 頂 曲線 を 示す よう な 
こと も ある が , 大 体 に お いて 9 月 上 上) 
中 旬 を 頂点 と する 単 頂 曲線 と みな すこ 
tPCT ZLICHSHNS. この た 
め , ihr cis 8 Fa DAC BEE 
る 晩生 の We, Ne, VY。 型 の 品種 は 被 
害 が 多く , と こと に 平野 部 で は 徹底 的 な 
被害 を 受け る た め , 晩生 大 豆 は ほとん 
ど 栽 培 き され で いな い 。 こ と ここ とろ み に 本 調 
査 に 用 いた We, Ve BKEORBK 
率 を , 9 月 下旬 ~10 月 上 旬 に 調査 し た 
第 2 表 晩生 大 豆 (We,YV。 型 ) に 

お ける ダイ ズ サ ヤ タ マ パ エ の 被 

害 (MER) 


年 次 | 1955。 1956 1957 
3 a 1955" 1956% ©1967 
武 FA-| 79-0) 65. 8558 
光 76.7 66.6 84.7 
玉 i a elk 5 Ome 
A A =e SUES 


85.7 


も の を 婦 みる と 第 め 表 の よう に , いずれ 
4 65~85% の 被害 を 受け て いる こと 
が わか る 。 10 月 中 旬 以 後 の 消長 は 量 的 
に は 少な い が 徐 々 に 減少 し な が ら も ゃ も 長 
く 発 生 が 続き , 11 月 下旬 に な っ て よう 
や く 終 息 す る が , LIAKLY AEH 
に 立 毛 する 大 豆 と し て は 最終 的 の も の 


で ある 。 年 次 別 の 発生 量 を みる と , 第 


10 20 
月 3 表 の よう に 1957 年 が 一 番 多 く ,1955. 
年 が これ に 次 ぎ , 1956 年 は 比較 的 少な 
Woks 
第 3 表 ダイ ズ サ ャ タマ バエ の 年 次 別 発生 量 
の 比較 (1,000 # H 7c b ERB) 
品 Mi | 1955 1956 1957 
武 甲 78.4 66.7 118.0 
光 62.0 65.7 78.3 
玉 $i 49.5 48.3 67.7 
A 白 62.4 41.3 7 1.2 
平 均 63.1 55.5 83.5 
調査 品種 は 晩生 大 豆 
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第 3 図 


サ ャ タマ バエ が 9 月 を 中 心 に と 1 つの 大 き な 最 盛 期 が あ 
る ご と は , 大 体 関東 お ま よび 東山 地 坊 で は 一 致し て いる よ 
ON ae 妹 城 県 右 岡 で 1938~ 
1940 年 に を 定期 的 に は 種 し , He A ts & CAS 2 Sy 
UTNE oat FERAL TV SREP DAME 
し で くる 成虫 数 を 調べ た と ころ や は り 9 月 に 最盛 期 が あ 
り , 有賀 (1944) は 同じ く 右 岡 で は 種 期 と 被害 の 調査 を 
行い , 8 月 中 旬 か ら 9 月 末 た に 開花 する も の に は な は だ 
LV REE 2 nO 7c. BAA (1953) は 本 種 が 長野 県 下 全 般 
(CAEL, 昭和 117 4e, 24 4e, 25 年 多発 し て 各地 に 
相当 な 被害 を 及ぼ し た が , その 時期 は 8~9 AC, 晩生 
種 の うち で も 開花 の お そい も の に 被害 が 多かっ た と 述 
べ , と きど き 山 梨 , 岐阜 県 下 で 大 発生 する の る も 9 月頃 で 
秋天 豆 に 限ら れ て いる よう で ある 。 これら を 総合 し て み 
Sk, 関東 お よび 東山 地域 で は 大 体 同 じょう に 8 月 下旬 
か ら 9 有 月 に だ サヤ ャ タマ バエ の 最 成 期 が ある よう で ある 。 

abe BV INE OLMIS OV CVE EK DSPocCwTEVW 
が , RE + HU (1953) MBAR RMARLEWM cdi 
っ て 定期 的 に は 種 し , BATE — 4 IC FL, aE 
まっ て 消長 を 調べ た 結果 , 7 月 と 8 月 に 各 1 回 最 rn 
現われ る と ころ か ら , 鹿児島 で は 2 化す る らし いこ と と を 
述べ て いる 。 筆者 あの 調査 Sige Cla, 当 聞 坊主 と し て 
9 月 を 中 心 に 現われ る 大 き な 発 生 の 山 に よっ て 代表 され 
て いる と は いえ , を それ 以前 の 7 月 上 旬 に 小さ い 発 生 の 山 
Db), 8 月 に る も 不 完全 な が ら 除 起 部 が ある よう ご 見 受 
(a る 0 は も ちろ ん 直ちに 化 性 を 示 ず も の か 
どう か は わか ら な い が , HA (1952) が 石岡 で 7 月 上 大 
に クラ ラ に 寄生 し 羽化 し た 成虫 は 引続き 大 宮 に 産卵 し , 
HALL AMM S AL, 中 旬 に 羽化 し て くる こと こと を 認め 
て いる こと , また 本 種 の 幼虫 お よび 央 期間 が 比較 的 短い 


ダイ ズ サ ャ タマ バエ の 発生 消長 (ダイ ズ サ ャ タマ パ バエ 十 寄生 蜂 ) 


第 3 巻 第 2 呈 


DepPboAT 4th C2 PRO ELE 
tp Al Al gE 性 が oD) aaa われ So 


2. FEBCZORABR 


HRAVNIOFAME UTE 
が 右 岡 か ら 得 た 2 種 お よび 香川 県 で お 
集 し た 1 種 に つい て 石井 (1950) が , 
そえ それぞれ Tetrastichus sayatamaba 
Isuu, Pseudocatolaccus sayata 
mabae Isuu, $3kU\Pseudocatolaccu 
tamabae Isun と し じ て 記 載 し , 
チ モ ジ マタ フラ > 方 の 天敵 UTM 
され た Phylomacroploea pleuralis 
(AsgmgAp) (渡辺 ,1951) は 渋谷 ら 9 
調査 に よっ て サヤ ャ タマ バエ の 乃 な ラ ヲ 
ChE OG ee 
CWihto BHSO—-Ald 1955 年 に 当 場 に お いで 調査 
行い CAR, 1956), P, ced 
P. tamabae の 3 種 の 寄生 を 認め た が , 更に 筆者 ちら は そ 
の 後 の 調査 に よっ て P. sayatamabae る 寄生 する ご 
を 知り , 今 ま で 報告 され た 4 種 が すべ て 当地 に 発生 じ " 
いる こと と を 和 確認 ピ に た CHYUNOFLR IER SN CY 
Re 


alee 


10-20. 
11 月 


T. sayatamabae, 


Teirastichus sayatamabae 
本 種 は ヒメ コバ チ 科 に 属し , 4 種 の うち で は 最も 小 
で , GAL RAIA 2.5mm, 体 幅 0.8mm 内 
CHAM EE, 腹部 は 9 環 節 か ら な り , 9 対 の 気 門 が 3 
So FH lL MNT HITILI LTR DOTKEVD, BIH 
節 以下 は 急 に 細 ま る の で 一 見 オタ マジ ャ クシ 状 を 時? 
尾部 の 先端 で 他 物 に 接着 し , 刺激 に あそぼ 激しく 人 
2A ROT So HVT 2mm, 体 幅 1mm 内 久 
BH OU C BERS MAS SIC LED Cape £7 
る 。 WM, 帆 と も 他 種 と の 区 別 は 容易 で あぁ る 。 本 種 の 1 
ャ タマ バエ に 対す る 寄生 性 は まだ わか ララ TIES 
発生 消長 は 第 5 図 に 示す よう に , 8 A Fae 69 AL 
旬 に か け て , サヤ タマ バ 二 が 急 に 噌 大 する ご ざ ろ と 了 時 を 
じ く し て 発生 が 始ま り , そ を それ より や や 遅れ て 9 月 中 , 相 4 
に 最高 に 達する 。 こ の 山 は 10 月 壮 中 旬 ご ろ ま で 続く 7 
10 月 下旬 に は 終息 する 。 1957 年 に は 消長 曲線 に 2 つて 
ピー ク が 現われ た が , Myr 1956 4EO LK 5 ICHAMS 
曲線 を な す も の と 思 お れる 。 AERA ARO LSI, 
1956 年 は 最高 28.2%, 平均 11.6%, 1957 年 は 最 7 
23.7%, 平均 12.3% で P. pleuralis に 比較 し て や 
低い が , 相当 有力 な 天敵 で ある 。 和 寄生 率 の 変動 は 発生 
基 上 曲線 と 類似 し て で いる が THEDW< SAHENT 


Do 


1959 年 6 月 


< 


内 藤 ・ 相 坂 : 関東 地方 に お ける ダイ ズ サ ヤ タ マ パ バエ と その 寄生 蜂 


第 4 図 


A, 
B, 
C, 
Ge 


FA RYREVNTBIORFEBO MHC 


D: Asphondylia sp. ダイ ズ サ ヤ タ マ パ バエ 
E: Tetrastichus sayatamabae 
F: Phylomacroploea pleuralis 


Pseudocatolaccus sayatamabae 


© 
o 
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zips, と こと に 1957 年 は 2 半 旬 以上 お そく ぐ 10 月 
上 , 中 旬 に 最高 期 が あっ た 。 

Phylomacroploea pleuralis : 

a zaNFRICBL, BRON 3mm, 体 幅 1 
mm 内 外 , 乳白 色 , Mee CMS 12 環 節 か ら な り , 
気 門 は な 7 Mt, 全体 だ ど ご く 短 い 微 毛 が ある 。 腹部 背面 の 
APG ICE 6 個 の 隆起 部 が ある 。 一 見 サヤ ャ タマ パ ペ エ の 
幼虫 と 似 て いる が , BCH KED Mobis HEGEL 
を いる こと と と , サ ャ タマ バエ の 百 器 は 不 完全 で ある が 
pleuvalis は 器 が 発達 し て いて , た を へ ず 大 あご を 動か 
し て いる の で すぐ に 見 分 けが つく 。 包 は 体長 3mm, [Ai 


| T. sayatamabae 
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P pleuralis 
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P. sayatamabae 
15+ P tamabae 
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1.5mm 内 外 , 半 透 明 自 色 の 裸 痛 で , コマ ユ バ チ 科 特有 
の 薄い 貢 を 作る 。 な お 成 難 後 期 に は 滴 次 茶褐色 に 変化 す 
る 。 本 種 は ショ ロイ チ モ ジ マダ ラメ イガ の 天敵 と し て 報告 
され て いる が , 当地 で は まだ ショ イチ モジ マ 外 ラメ イガ が 
に 寄生 し た も の は みて いな い s ゥ ’ 

y ADEE COV TNE, T. sayatamabae と 大 体 同 じ こ 
ろか ら 発 生 を 始め ゐ , 終 息 す る の は 10 A PACH Oo Heke 
期 は T. sayatamabae より いく ぶん 早く 現われ る よ i) 
で , 1956 年 は 9 月 中 , 下旬 , 1957 年 に は 9 月 正 名 で あ 
っ た 。 寄生 率 は 1956 年 が 最高 22.8%, 平均 13.5%, 
1957 年 は を それぞれ 26.7%, 18.1% で , 1957 年 の ほう が 
ARAB Doro また 両 年 を 通じ で 
幼虫 T. sayatamabae より 高く , 寄生 蜂 中 
で は 最も 有 ガ な も ゃ の で ある 2。1 FEO 
変動 は 前 者 と 同じ く 消 長 曲 線 の 最盛 期 
より や や お くれ て 最高 期 が みみ られ た 。 
本 種 は サヤ タマ バエ の 幼 忠 に 外部 寄 
生 し , 産卵 は 幼虫 の 側面 また は その 近 
くに 1 へ 2 WTO HNS. WOKS 
さ は サヤ ャ タマ バエ の それ まり も すっ と 
大 きく 0.6mm 内 外 の 半 透 明 自 色 , 
MEV MiG &@ SUL TV Bo 


Pseudocatolaccus sayatamabae 


Pseudocatolaccus tamabae 

両 種 は コガ ネコ バチ 科 に 属す る きむ 
め て 近似 の 種 で あっ て , 形態 や 寄生 性 
も よく 似 て いて , 特に 幼 事 5 Wie evs 
分 類 が 困難 な の で こと で は 便宜 上 同一 
に 取扱 うこ と に し た 。 な お 両者 の 混在 
割合 は , 筆者 ら の 手もと に ある 成 是 標 
本 に よっ て みる と , P. sayatamabae 
の ほう が 多く P. tamabae は その 数 
分 の 1 で ある 。」 本 種 は 内 部 寄生 で あっ 
て , 幼虫 は サヤ ャ タマ バエ の 体内 で 成長 
する た め 見 る どら と が で き な い 。 HVE 
化 の 際 に 寄主 の 殻 を 破っ て 外 に で る の 
で 数 を 数 る こと が で きる 6。 > 

上 帽 は 体長 3.0mm 内 外 , 体 幅 1.3mm 
内 外 の 被 幅 で, 初め 黄 百 色 を 時 し て い 
る が , WET SiC OWT HARB K Y WR 
IRAINF EH OSES EICZAE 
する 。 発生 は 他 の 2 種 に 比べ て は る か 
114 ATES, FEBS 2~3% ICILEY, 
事実 上 問題 に な ら な い 程 度 の も の で あ 
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第 4 表 、 ダ イズ サヤ タマ バエ 寄生 蜂 の 寄 生 率 (%) 


EE 
T. sayatama- . Pseudo- 
, 月 "日 bae a FR, plewralis catolaccus 
16 0 . 0 0 
20 | 0 0 0 
. 25 0 0 0 
30 0 0 0 
8 9 0 0 0 
14 0 0 0 
20 5.5 16.0 0 
24 Aly vil 13.9 0 
29 3.4 5.8 0 
924 3.2 11.8 0 
10 10.6 22.8 1.9 
15 28.2 16.1 1.8 
21 17.8 14.6 0.7 
25 19.5 13.2 0.7 
Ok 24.0 20.6 2.8 
6 et 21.2 beds 
11 11.6 12.5 ike 
17 557 4.3 4.3 
22 4.0 11.0 3.0 
29 0 4.8 0 
平 均 11.6 13.5 1.9 
US CY Prarie ese 
T. sayatama- . Pseudo- 
AA | bae : P.pleuralis catolaccus 
(eae 0 0 0 
25 0 0 0 
30 0 0 0. 
Sark 0 0 0 
wut, 6G 0 0 6.2 
14 0 0 0 
20 0. 0 0 
24 0 0 0 
30 O37 15.3 0.2 
Qari: 22> 15° - 0 
10 3.8 19.2 0 
16 10.1 18.9 3.8 
2k 17.6 18.9 6.2 
26 4.4 13.6 STE 
Ect 22.9 LO? 5.0 
; 7 20.4 21.4 3.1 
12 23.7 26.7 Zao 
17 15.7 2p.2 140 
22 152.8 25.6 0 
28 8.0 1650. 4.0 
a ae =) 12.3 18.1 oe 
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寄生 率 は 在 虫 数 より 計算 
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以上 で 4 種 の 寄生 妖 の うち , P. pleuralis が 最も 寄 
生 率 が 高く , Tsayatamabae は これ に 次 いで 有力 で あ 


発 


る が , Pseudocatolaccus 属 の も の は こと れ に 比べ て は る 
か に 寄生 率 が 低い こと が わか っ た 。 こ れ は 渋谷 ら (1953) 
が 鹿児島 で 行っ た 調査 結果 と 犬 体 一 致し て いる 。 
i 要 
ダイ ズ サ ヤ ャ タマ バエ お よび その 寄生 妖 に つい て , 1955 
年 より 1957 年 まで の 3 年間, 関東 東山 農 試 の 較 場 に 極 
早生 か ら 李 晩生 まで 10 品種 の 大 豆 を 栽培 し て 5 日 お き 
REAM L, 内 部 の 幼虫, 怒 の 数 に よっ て 季 節 的 消長 
を 調査 する と と も に , 寄生 蜂 の 形 態 や 寄生 性 に つい て も 
調査 し た 。 
ダイ ズ サ ヤ ャ タマ バエ は 6 月 下旬 より 11 APE CE 
期間 に わた っ て 発生 する が , 8 月 下旬 か ら 10 月 上 旬 に 
か け て 1 つの 大 き な 最 盛 期 が あり , この た め 8 月 中 旬 以 
後に 開花 する 晩生 の 大 豆 は いずれ も は な は だ し い 被 害 を 
受け る 。 1 
ダイ ズ サ ヤ ャ タマ バエ の 寄生 蜂 は わが 国 で 4 種 知 られ て 
いる が , 当地 方 で は それ ら が 全部 寄生 する 。 ぞ の うぅ うち; 
P. pleuralis が 最も 寄生 率 が 高く , T. 
は これ に 次 いで 有力 で お る 。 
mabae の 寄生 率 は 前 2 者 に 比べ て きわ めで て 低い 。 
_ 寄 生 蜂 の 発生 消長 は .8 月 中 , 下旬 より 始ま り , 9 月 中 , 
下旬 に 最盛 期 が あぁ り , 10 月 下旬 に は 終息 する 4。 
感 期 は ダイ ズ サ ヤ ャ タマ バエ の 最盛 期 と 大 体 一 示 す る 。 
寄生 形態 は , P. pleuralis が 外部 寄生 で あり ;, P: 
sayatamabae, P. tamabae は 内 部 寄生 する こと が わか 
っ た 。 TT. sayatamabae に つい て は まだ 不明 で ある 2 
5| AA Om 
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Summary 


Occurrence of the Soy Been Pod Gall Midge and Its Hymenopterous 
Parasites in Kanto District, and Notes on the Parasites. 


By Atsushi Naito and Kiichiro Osaxa! 


Kanto-Tosan Agricultural Experiment Station, Konosu, Saitama Pref. 


The soy-bean pod gall midge, Asphondylis sp., 
has become a very important pest of the soy- 
bean in Japan, since it was first reported by 
Kanzawa (1924) in Yamanashi pref. However, 
life history of the midge has not been well 
elucidated. This experiment was made as one 
of the studies on life history of the midge. 

During the years 1955, 1956 and 1957, investi- 
gations were conducted at Konosu, Saitama. Ten 
soy bean varieties showing weak resistance to 
the midge were chosen among the early, medium 
and late varieties, and were sowed three times. 
These gave chances of egg deposition to the 
midges from June to September during the period 
of adult emergence. Populations of larvae and 
pupae of the soy-bean pod gall midge and their 
hymenopterous parasites in inside of the pods 
were observed periodically at about 5 day inter- 
vals. 

Occurrence of the midges had a long period 
from early summer to late autum. A low 
fluctuation curve of occurrence was found during 
from the end of June to the middle of August. 


However, population increased very rapidly in 


the middle or at the end of August, and reached 
the highest peak in September of each years. A 
high population continued from the late August 
to the early October. 

Four species of hymenopterous parasites as 
natural enemy of the soy-bean pod gall midge 
were reported; Tetrasiichus sayatamabae, Phylo- 
macroploea pleuralis, Pseudocatolaccus sayatama- 
bae and Pseudocatolaccus sayatamabae. These 
species were found from the larvae of the pests 
reared at Konosu, Saitama. 

Among these parasites the rate of parasitism 
of P. pleuralis was highest, the avarages being 
13.5% in 1956, and 18.1% in 1957. T. sayatamabae 
followed this, 11.6% in 1956, and 12.3% in 1957. 
P. sayatamabae and P. tamabae were very rare. 

Occutrence of the parasites began at the end 
of August, and population density was highest 
in the middle or the end of September. 

Types of parasitism were found to be ectoparasi- 
tism in P. pleuralis,-and endoparasitism in P. 
sayatamabae and in P. tamabae. But we could 
not well elucidate the type of parasitism as to 


T. sayatamabae. 


! Present adress: Kobe Plant Protection Station, Kobe, Hyogo Pref. 


タマ ナ ギン ウ ウ バ お よび その 近似 種 ( ャ が ガ 科 ) の 生態 に 関す る 研究 
Il. タマ カギ ン ウ ワ バ の 学名 と 形態 的 特徴 
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名 マナ ギン ウ ワ バ (オオ ワイ キン モン ウ ワ ウパ ) Plusia 
| migrisigna WaLkgr は 東京 都 下 府中 付近 で は 最も 普通 

OPH CHT, 周年 の 大 半 を 通じ て 各種 の 栽培 植 
物 上 ど み られ , 特に カン ラン 畑 に お いて は ョ トウ ガ 幼 中 
Mamestra brassicae L., モン シロ チョ ウ 幼 中 Pieris 
rapae L. に 次 いで 発生 量 が 多い 。 し か る 本邦 に お いて 
は 本 種 は か な り 普 遍 的 な も の で ある らし く , 特に 近年 長 
野 県 下 か ら は 相当 の 被害 が 報告 され て いる (ME - HH, 
1957), お ぉ おそ らく 本 種 と 思わ れる 種 に つい て , その 加害 
や 生態 を 報じ た も の は 断片 的 な が ら 本 邦 に お いて 従来 少 
な か ら ず 散見 され る が , ほとん ど そ の 全部 と いっ て よい 
も の が P. (また は Phytometra) gamma L. の 名 称 を 
店 も っ て 記録 せら れ て お り , 混乱 を きた し て いる 。 

筆者 は 数 年 来 本 種 を 含む キン ウ ワ バ 類 の 生態 を 調べ , 
あわ せ て 若干 の 実験 を 行っ て きた の で 今後 これ ら の 結果 
を 報告 し て ゆき た だ たい と 考え て いる が , HAOME CS, 
本 種 は 園 場 に お いて 近似 し た 他 の 数 種 と 混在 する こと が 
HY, その 取り 扱い に 一 層 注 意 す る 必要 が ある 。 こ の よ 
うな 理由 か ら 本 報 で は , まず 研究 材料 で ある 本 種 の 特徴 
を 明らか に し て 本 種 の 名 称 に 関す る 従来 の 混同 と 譲り を 
PELCRARWtE 5. 

本 研究 に と あたり, ど 指 導 を いた だ いた 石井 恒 博 士 に 深 
謝 の 意 を 表す る 次 第 で ある 。 ま た 人 快く 材料 を 提供 され , 
ご 教示 と ご 援助 を いた だ いた 上 服部 伊 栗子 , 平田 貞雄 , 杉 
EPR, 梅谷 献 二 , 柳 武 の 各氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 


種 : 生 て 


本 種 は ヤ ガ 科 Noctuidae (=Phalaenidae), キン 
D7 NTF Plusiinae に 属す る 。 種 名 に は Plusia 
nigvrisigna WALKER, 1857 が 用 いら れる べき で ある よ 
うに 考え る 。 Plusia 属 は , 広義 に お いて 多く の 種 を 含 
BACH So 古く Hgngr(1806) が 創設 し た も の で あ 
る が , この 出版 物 は 無効 と な っ た た め , OCHSENHEIMER 


(1959 年 1 月 20 日 受領 ) 


(1816) に より 初め て 発効 し た 。 Hisner (1821) は 後 
に この グル ー プ に 多数 の 属 を 設け , Dureoncner (1829) 
は Plusia 属 の type と し て 種 chrysitis を 指定 し た 。 
Hampson (1913) は 更に 一 , 二 の 新 属 を 設け る 一 方 , 

HUBNER の 多く の 属 を 1 属 に 編入 し , この 属 名 に Plusia 
の 代り に Phytometra を 使っ て いる 。 McDunnovucu 

(1944) は 成虫 の 雌雄 の 変 尾 器 に み ら れ る 特徴 に よっ て 
HUBNER の 多く の 属 を 再び 認め , 更に 多数 の 新 属 に 分 割 


し た 。 近年 Crump (1956) は 幼虫 の 形態 的 特徴 を 考慮 
し て , これ ら の 属 中 の 若干 を 統合 し た 。 


し か し McDunnoucn や Crkumg の 研究 は いずれ も 
北米 産 の 種 を 対象 と し た も の で , 東洋 固有 の 種 を 含む 本 
邦 産 の 種 に つい て は 現在 まだ この よう な 試み は な され て 
いな い 。 成虫 の 班 絞 や 交尾 器 そ の 他 の 特徴 か ら 本 種 に 最 
も 近 線 な 種類 と 考え られ て いる Plusia gamma L. # 
マギ ン ウ ワ バ は Grote (1895) に よっ て Hisner が 設 
けた 属 Autographa の generotype と な っ て いる 。 こ の 
た め P. nigrisigna の 属 名 に Autographa が 採用 さ 把 
た 場合 も ある GEL-B, 1958) 。 し か し 幼虫 の 形態 的 特 
i (iti, 1958b) か ら み れ ば , 明らか に Autographa 
で は な く , むし ろ Anagrapha McDunnoucu (1944) 
に 属す る (Crums, 1956 を 参照 )。 こ の よう な 事実 を 老 
TSE, 筆者 と し て は 木 邦 産 の 各種 類 に 対し 満足 な 研 
完 資 料 の な い 現 在 , McDurroucg の 分 類 方 式 に 追従 し 
て 細分 され た 属 を 不用 意 に 適用 し て ゆく より も , むし ろ 
今後 多く の 種 の 各 態 の 形態 , 生態 , 生理 的 性 質 な ど が 十 
分 に 解明 せら れ て 後に 初め て 慎重 に 属 の 取り 扱い が 検討 
され る べき で ある と 老 え る 。 一 般 に 本 属 で は , 種 ご と に 
成虫 の 変 尾 器 の 形態 が 著しく 変化 する 傾向 が 強い の で , 
こと この よう な 特徴 の み に よ る 属 の 細分 自体 に も 問題 が あろ 
う 。 こ の よう な 見 地 か ら 。, 筆者 は 上 記 の 属 名 Plusia を 
広義 に 使用 し て お く こ と に する 。 

な お Plusia の か わり に 従来 多く の 人 々 に より 用 いら 


" れ て きた 属 名 Phytometra HaworTrH, 1809 は , す で 


に McDunnoucu (1916) が 者 摘 し た よう に , Hampson 


(99 ) 


100 HAS A @ BB a 


(1913) の タイ ブ プ 指 定 (この type は P. festucae L.) 
に 先だって で Westwoop (1840) の 指定 し た 他 の 亜 科 の 
あぁ る 閣 に 先取 され て いる の で 本 属 に 使用 する こと は で き 
な い eo 

種 mgrisigng は 北 イ ンド で 得 ら れ た 標本 に 基づき 
1857 年 Waker に よっ て 記載 され た 。 それ は きわ め て 
簡単 な も の で 付図 も な く , BIURAM EIS < TOT els 
で き な い 。 Hampson (1894) は 本 種 の 産地 と し て 印度 西 
北 地区 , Simla: か ら Sikhim へ の ヒマ ラ ヤ 地方 を あげ , 
また Lescn (1900) は これ に 目 本 お よび 西部 支 務 を 追 
加 し た 。Lrrgcr は ,。 Prygr が 横浜 で 収集 し た 標本 中 , 
P. gamma と 考え て いた も の は 全部 本 種 で あっ た そ と 報 
UC, 更に 束 ア ジア に は Pgammd WET, TNT P 
が と れ む に お き 換え られ て ‘る tBElKe 
し か し Sraupincer & Reser (1901) や Hampson 
(1913) は P. gamma の 産地 に 目 本 を 含む 東部 アジ ア 
wd CRY, 一 方 Warren (1935) は 前 の Leggcrm 

の 説 に 従っ て いる 。 最近 緒方 1958). は P. nigrisigna 
の 分 布 に 欧洲 を あげ て いる が , これ が どの よう な 理由 に 
よる も の か わから な い 。 

欧洲 か ら 北 部 アフ リカ , 東洋 に 広く 報告 され て いる 
P. gamma L: は その 成虫 が 本 種 に 酷似 する (図版 D~ 
M023 筆者 ば まだ の も の の 目 本 産 の 標本 を 見 だ ごと 
が な いそ し て 札幌 , 弘前 より 和歌 山 , 島根 県 下 に わ 
た る 各地 か ら 多 数 の 本 種 を 検 す る こと が で きた 。 本 種 と 
Pgamma と が 以 征 の よう に 世界 に お いて ぞ の 分 布 
医 域 を 分 け ば 合っ て で いる も の と すれ ば , WAM IC HRM 
係る も 考え られ る 余地 が あ * る わけ の OC 株 
討 す れ ば , AML P. gamma と の 間 に は 明確 な 形態 的 
療 異 の みな ら ず , 生態 や 生理 的 性 質 に も か な り の 相違 が 
み ら れ る よう で ある 。 と と ろ で 既 述 の よう に 従来 本 邦 で 
NA り も P. gamma の ほう が 
ほる か に 多く , そ れ ら の 報告 の 中 で , 高橋 (1917, 1928) 
EE aoe 
PRL CMTS, いずれ も カン ラン の 審 下 と し 
放 取 りり 扱っ で 9 月 に に れ ら は お お ぞ ら ぐ 本 種 す な ちち P 


nigrisigna 


migrisigna 2A LTE4DCHAS P. gamma AFIS 


本 邦 で みつ か ら な いと は いい きれ な いと し て も る, 従来 ゐ 
に 関す る , 本 邦 の 多く の 報告 は 本 種 を さ し 
で いる も の と 考え られ る 。 そし て と れ ら の 混同 は 

(1) 本 種 と LB-RES Sb UES 
し じ し で いて 後述 する よう な 識別 の 要点 が 一 般 に 


TED 2FET 


P. gamma 


P. gamma 


知ら れ て で て い 
と , (2) 両 種 幼 躍 の 食性 が と も に 多 食 性 で あ 


BIB 第 2 号 


っ て 多く の 加害 植物 が 一 致し て いる こと (if, 19565 
RoBERT, 1934), (3) STAUDINGER & Reser(1901), 松 
fy} (1905), Hampson (1913) ら が P..gamma の 産地 に 
日本 を 加え て いた と と な ど に 原因 し た の で あろ 3 う 2。 

本 種 に あて られ た 和 名 は , 従来 松村 (1905) の オオ フッ 
ィ イキ ン モ ン ウ ワ バ が 唯一 で あっ て , それ は ョ ローマ 字 つ ろ つづ: 
り に よる 発音 を 付 し て 明記 きれ て お り , この 名 称 は 決し 
で 他 種 と 混同 きた こと が な い 。 ガマ ギン ウ ウ ワウ パ バ や ゃ カシ 
ラン ギン ウフ ワ バ の 名 称 は いずれ る も 選 . gamma を 指す も 
の で あっ て P. nigrisigna に あて られ た も の で は な い 。 
最近 本 種 に タマ ナギ ン ウ ワ バ の 名 が あぁ て られ た GEE 
#2, 1958) 23, COMMUBIRO LPbAYIVEVY 
ワ バ と 全 ぐ 同一 で あり , また 北米 産 の P. (=Tricho- 
plusia) ni brassicae RiLer eae に お いて cabbage 


looper と 呼ば れ で いる の で , 使用 する 際 ほ どれ むら の 別 - 
種 と 混同 され な いよ うに 注意 する 必要 が あろ る う 58 
形態 その 他 の 概要 


本 種 は 形態 , 習性 と も に 本 亜 科 や 属 の 特徴 を よく 代 素 
LOB), また 将来 より 含 理 的 た 本 属 を 分 制す る 際 に 役 
立ち そう な , 属 内 の 1 和 群 の 特徴 を そ を な そそ て いる 。 本 種 の 
各 態 に つい て は , 筆者 の 幼虫 に 関す る も の (Hii, 1958 
a,b) を 除き , 本 邦 で は ほとん ど 種 の 認識 に 役立つ を の 
が ない ので , 本 種 各 態 の 形態 その 他 の 概要 を 述べ る 。 

BR HE 0.59~0.71mm (平均 0.65mm), mx 40 
mm 内 外 。 半 球形 。 頂点 周辺 を 残し ご れ よ り 縦 の 隆起 
c (longitudinal ridges) を 放射 状 に 連ね , — OP PAS 

こと 終る 。 そ の 数 は 大 体 37 末 ぐ らい で , COMMA 

Rs 
局 平 で ある 。 色 は や や 光沢 の ある 乳白 色 で 区 絞 を 欠 0 
以上 の 形状 は 多く の ャ ヤ ャ ガ 科 に 共通 に み ら れ , 特に ョ ドウ 
ガ の 博 た に 酷似 する が わずか に 大 形 , また は い 期 発育 中 に 
RECA KYHMNOLS CMM AEBdDt CED ¥ 
ore ON 1 FORGET SN So WOK 

よる 本 属 の 他 の 近似 種 と の 区 別 は 困難 で ある 。 

Pr 概 形 は ョ トウ ムシ に 似 て いる が , 頭 部 お よび 胸 
部 は 小さ く 」 第 3, 第 4 腹 節 に 全 ぐ 腹 脚 を 欠く 点 で 区 別 
され る 。 22SEC (crochets) は 2 列 , 2 
型 を な す (biordinal)。 こ れ ら ぢ は 本 属 の 特徴 を 代表 で 
お 9 REA VY VA EOBZHSEVA I AYH Em- 
melia trabealis Scoporr Oh 7e EVA-A AMO MA 
CWO DFMO MICE OEE BICKMSHNS. 14H 


STAUDINGER ら は .P. gamma OBIE LTCHAKS SV CO SBRAAEHL TOS. 


1959 年 6 月 ie 


OPH NS 0.30~0.33mm, 体長 3mm 前 後に 成長 し 
て 腕 度 する 。 体 は 緑色 , 頭 部 , 刺 毛 お よび 厚 皮 板 は 黒色 
RET Do FRAT RE CH ODS, 頭 部 も また 黄 緑 
色 と な り , 白色 な いし 淡 黄 色 の 細線 か らち ら な る 背 線 , HOY 
AR, 気 門 線 を 現 わ す よう に な る 。 し か し 幼虫 の 色 ゃ 斑紋 
は 条件 に ょ り 変 化す る ( 筐 者 末 発 表 資 料 に よる )。 4 回 
また は 5 回 脱皮 し て 老 熟 し , 終 令 幼 躍 で は 頭 幅 2mm 
内 外 , 体長 35~40mm, 発育 良好 の 場合 は 体重 400 mg 
以上 に 達する 。 本 種 の 幼虫 は 同一 の 生 師 弄 境 に 見 られ る 
同属 の 他 の 数 種 と 酷似 し , これ ら と 混同 され や すい 。 幼 
虫 の 形態 的 特徴 , PERL, 近似 種 と の 識別 な ど に つい て は 
筆者 の 詳報 が ある (一 瀬 , 1958 b ) 。 

be 体長 16.1~20.1mm (平均 19.5mm)。 i 5.0 
~5.6mm, HAAR HE G1). MOK LD 
頂 だ 至る 部 分 は 最も 幅 が 広い 部 分 で ある が 膨 出 する こと 
な く 円 筒 形 を 呈す る 。 前 頭 は 丸く 突出 する 。 人 触角 は 比較 
i 的 短く 贅 頂 に 達し な い 。 下 し ん お よび 下 し ん ひげ は 細長 
い 。 小 あご は 著しく 延長 し て 末端 に 至り , 後 脚 末端 部 


タマ ナギ ン ウ ワウ ワ パ ね は びそ の 


近似 種 の 生態 101 


と と る も! a く 第 5 腹 節 腹 中 面 に 突出 する 。 こ の 形状 は 本 
t 通 の 特徴 で ある 。 前 脚 ほ 小 あ ご の 半ば に 達し , 
ie se ETH. HORM iad (cremaster) は よ 

達し , 多く の 条 痕 を 縦走 する 。 そ の 先端 に は 1 対 の 
大 形 の 鋼 状 突起 を 中 央 に , MS AO GD dG (第 
1M, E)o WaFts KO 腹 節 に は 数 本 ずつ 剛毛 が 点 在 す 
る が , 短小 で 肉眼 で は 認め が た い 。 第 5, 6, 7 MMR 
節 摩擦 部 は 硬化 し て 波状 の 横 ひ だ を 有する 。 雌 雄 は 第 8 
腹 節 ~ 末 節 腹 面 の 特徴 に よっ て 直ちに 区 別 さ れる 。 

BO (VSPA (CI RIR REV L FLA Be ET SA, = 
も な く 赤 褐色 な いし 黒色 と な る 。 これ ら の メラ ヲ ラニ = ik 
OD iin FE SC AL 1 V 

WA LIS TVA EOD RA 


<OUGE 


て は 後 報 に 述べ る 。 
で 行わ れ 、 (本 亜 科 共通 ), こ 
= fl Hl fy D HE MICH EVD 

成虫 本 種 に つい て は 原 記載 の ほか , BuTLerR (1886), 
Hampson (1894, 1913), Warren (1935) な どの 記載 
が ある が , Hampson (1913) を 除い て あま り 詳 し いも の 
は な く , 本 邦 か ら は 既 述 の よう に 本 種 名 を 用 いた 記載 は 


の マユ は 多 


第 1 図 Plusia nigrisignd WALKER Off 
A: 腹面 , B: Wifi, C: 雌 の 腹部 末 節 部 , D: 雄 の 腹部 末 節 部 , E: 懸垂 器 (cremaster) 


102 HATS A % Bk & ae B38 B25 


な い 8 
ATE 17.3~20.0mm, BME 12.8~14.8 


mm, 体長 16.5~18.1mm。 人 触角 長 9.5~11.1 


mm, 


CGH KROME CRIZIS £ < AOR 
BRD LT Go MARVEIRIB ICE < EEK < OH 
その 周辺 た 細い 毛 を 有する 。 人 触角 は 糸状 , MET 
は 顕著 な HAE (cilia) を も ち , 20 倍 の 鏡 検 下 
で これ を 認め うる が 肉眼 で は 見 えな い 。 下 じん 
OWEN L, その 第 2 節 に 粗 毛 を 密生 する 。 


ct 


shee 


REVS 体 一 面 は 蜜 に MERE DN, 
けい 板 , JatKss KOM OE < GEC 
So 中 胸 , 腹部 第 1, F383 節 の 背面 に それ ぞ れ 


AH 
ROA CHeEMLYOA SE SUVS IKic 
直立 する 。 各 胸 脚 の たい 節 お よび けい 節 に は 長 
毛 を 密生 し て 刺 (Spine) を 欠き , を 節 に は 人 税 
小 な 刺 を くし 状 に 連ね る 。 本 種 で は 雄 の 腹 側 お 
よび 腹 端 部 に 毛 束 (tuft) を 欠き , 雌雄 の 腹部 の 
外観 に 秦 差 が な い 。 贅 : 贅 質 は 厚い ほう で が ん 


Wis che (crest)~ を 突出 し , 前 胸 の も の は 


ーー===~°> 


Mo 前 贅 は 三角 形 で 砲 頂 は と が る 。 外縁 は 弧状 
に 外 曲 し , 後 角 部 で は 線 毛 が 少し と び 出 し て を 
ぐれ た よう に な っ て いる 。 前 麹 の 小室 (areole) 
は 狭小 。 前 麹 の 第 5 脈 は よく 発達 する 。 贅 形 に 雌 
雄 に よる 大 差 は な く , また 麺 長 に 雌雄 の 差 が あ 
る と は い ぞ な い (両者 の 平均 値 に は 有意 差 が 認 
め ら れ な い )。 交尾 器 : 雄 変 尾 器 が 特徴 の は あく 
に 便利 で ある 。 Valva は 先 の ほう が 広く な っ て 
45.0 , RICE VR ae iva H. Harpe(=clasper) 
は 非常 に 細長 き , cClavus 4 AMVC ARR ae 
る 。 Uncus は 大 形 で 湾曲 する 。 以 上 の 形状 は 


[et 

; 4mm. 

P. gamma L., P. mandarina Fryer ケイ 第 2 図 Plusia nigrisigna WALKER お よび 
FVEYVQOIN (AK, GC) OMe 4 JH, 


ほとん ど 異 な る 


その 近似 種 の 雄 交 尾 器 
CFLIE® A: Plusia gamma Linnt, B: 同種 の 陰茎 , vesica に 
2 {HO cornutus を 有する , C: P. nigrisigna WALKER, 
Bh, vesica Eye cornutus’ 1 ie D: fRORMS, vesica に 1 個 の 長大 な cornutus を 有 


(第 2 図 ) する , E: P. mandarina Fryer, F: floes, 
Bee に 1 個 の cornutus- を 有する (E EU F は や 


と ご る が な い が た だ 本 種 で は 
juxta お よび 陰茎 (penis) の 形状 に 特徴 が 見 


: vesica 
CE & BEBO. 雌雄 だ よる 差 は 認め BRIE, ゃ 縮 少 ) 


PURENRE CREO RSMEAL (pseudopupil) を 有 し , Ho MUI KORO FOS fe WHE + ATTIRE 
本 種 が 本 属 各種 に し ば し ば み ら れ る よう な 日 中 飛行 の 能 TW UR. 褐色 の 強い も の で は 少し 紫色 を 帯び る 。 7 
力 を も つど と を 示 内 横線 内 方 , 中 室 を 含む 前 緑 部 お よび 外 横 線 外 方 は 淡色 
だ が , 中 室 下 方 の 中 央 部 は 広く 暗 宰 色 を 時 し , 第 1, 第 2 
室 に お いで 最も 濃 色 , 絹 様 光沢 を も つ 。 HIME OER 
(CM Bo HIE MNIGH CHE AE HIRE DNS. Xe 


LTWS ED ICHDNS. MAIO HE 
EWLAAD Zi Sil (6, D 光 を 光 す Bis 体 は 褐色 な い し 灰 褐 


色 。 触角 も 同色 。 肩 板 , けい 板 お よび 先 毛 は 褐色 で 先端 は 
wIK fo FSH (spur) お よび 


> fhe) 


へ ふ 節 は 褐色 で 百 環 を 有 す 
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の 内 方 に は 中 室 下 方 に 黒色 の 剛 鱗 片 (strigata) が ある 。 
剣 状 絞 は 不明 隊 で ほとん ど 認 め ら れ な い 。 内 横線 は 前 絞 
脈 か ら 中 脈 ま で は ほとん ど 認 め ら れ な い が ; 前 縁 脈 の 下 
BOM, 中 室内 で 強く 内 曲 す る 。 ぞ れ より 下方 で は 
銀色 を 帯び て 両側 を 暗 褐 色 に 綾 と られ , 斜め に 曲がる 。 
環状 絞 (orbicular) は , 中 脈 上 方 の 小さ 訟 弓 状 銀 絞 で 表 
わ さ れ , 中 に 1 個 の 黒点 を iR は 2 個 の 顕 
wide ae AFH Sb OSLUFReERE CAM 
He a Sods hate ts rence 

“ecole LIS LISA L CY FRA RTS. fe 
様 の 変異 は 近似 た 本 属 各 種 に も 広く み ら れ る と こと oi oe 
あっ て , 単なる 個体 変異 と 思わ れ , 高橋 (1917, 1928) 
の 考え た よう な 性 に 関連 し た も の で は な Ss また 異常 弄 
と し て 取り 扱う (Hampson, 1913) の 正しく な い 。- じ 
「 か し YY 字 状 を 呈し た 個体 が 一 層 P. gamma と ま ぎ ら わ 
し く な る こと と は 事実 で あぁ る (AK, B). SKK (reni- 
form) (ZR ICH ES, COMMRS skh Cah < CO 
れる 。 ぞ し で こと の 内 外 に 接し 2~3 [HO Berets, 
覧 形 絞 の 内 方 は ゃ や ゃ 濃 色 。 外 横線 は 中 間 淡 色 の 三重 の 細 
PEA OOM, 第 3 脈 よ り 下 方 で は 銀 白 色 に みた さ 
れる 。 比較 的 な だ ら か に 連なり , 前 継 脈 の 下方 で 外 曲 , 
GE OWE TCHITS SDS, この 外側 に 深 っ た と ころ は 地 色 
DRE, 白 味 を 帯び る 。 第 2 脈 よ り 下 で 再び 外 方 に 湾曲 
し , 亜 中 ひだ (Submedian fold) 上 で 軽く any 
する 。 そ し て は ほ ば 垂直 か わずか に こ 内 折 し て 後 線 に 終っ 
OS Ben a nee rea 
BLOB 3 WOE CHAIRING So TREN < mE 
EBL, MRP LOR 2ME SC, 内 側 を 帯 紫 白色 に 縁 ど 
られ る 。 TINKRRO IMO 2 WK DERI ICE SBD 
VERE CH Bo FERAIMRILIA < RACK ILIK GH. OR 
毛 は 灰白色 。 基部 に 近く 褐色 線 を 有 し , ARE CSR 
MICRO ECABPB EEOC So MME. 前 
KUTA IS KOGA MLSS ie & CAMEL EL, また 前 
FEST [a] 4 D RRS K OME AT S © 

P. agnata Ster. IYEVEVVIN (RK,- H), 
P. eriosoma DouBLepay イチ ジ ク キ ン ウ ワ バ お よび 
P. ni HUBNER イラ クサ キン ウ ワ バ は いずれ る 本邦 の 培 
場 に 見 られ る も の で , MAROMHEL—-HAMICW CWS 
| が, これ ら は 雄 の 腹 側 に 毛 束 を も っ て お り , 上 記 の 記載 
に よっ て 容易 に 本 種 と 区 別 す る こと が で きる で あろ う 。 
また と れ ら の 種 の 交尾 器 の 形態 も 種 こ と に 著しく 特 化す 
So し か し P. gamma を 含む 1 エ 1 和 群 の 種 で は , 成虫 の 


Plusia gamma お よび P. mandarina の 両 種 は , 


Mi 2 VIF LOIN BE OS OFF MOA RE 
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ft DIANE b Pte & DRS V% 

近似 種 と の 比較 


ACP. gamma どの 相 異 の 要点 
OCS As 
& 1 al Fina dai dias < P: gamma と DH 


交尾 


を あぁ あげれ ば 第 1 表 


I 


ie tt 


| P. nigrisigna bee gamma 


| Bi 17. a 


Omm 


平均 値 18: 2mm 


1. 内 横線 の 湾曲 | 
は 弱い 。 
2.U 字 絞 と 卵 形 


SFL (5 3 fs 5d | 


離す る が 接続 
(ee ae aS TEU | 

3. ABBAS BAB | 
に 垂直 か , dD 
ず か に 内 折 す 
る 。 


All £18 .6~ 
20.5mm 

平均 値 19.4mm* 
rsa wy 
曲 す る 。 

U Fit & SNIE BR 
RLS FEEL T Y- 
学 形 を な す 。 


外 横 線 は 後 緑 部 
ze ず か に 外 折 


la. # 


RO 


1. Vesica に 1 


個 の 長大 な 


cornutus や を | 


Po 


[第 1 LH CE 
SV2 ®AT4, 


| の cornutus を 


Vesica K2 個 
る つ 。 二 個 は 大 
きさく, 他 の .1 偏 
は 小さ い 。 

Juxta の 中 央 は 
| 著 し 。 く る 突起 こす 


る 。 


PBL SHS IC Hi 
2 #@Rio 


Gar & 


Ha 


|e. 移住 性 


認め ち れ な い 。 


| 中 め ら れる 


(WiLLiaMs,1930; 


f. 産卵 法 


表 
の 


BE 
色 


まばら に か た め 
て 産 付 (Lone, 
1953) 。 

生息 密度 効果 に 
感応 し ゃ すぐ 容 
易 に 暗 化 する 
(Lone, 1953)。 


& 
ee 


発育 
h. 速度 と 
Bi BZ BK 


密度 効果 に 感応 
ac LAS 


密度 効果 に 感応 
し ゃ すい (Lors;j 
1953) 。 


* 両 種 の 平均 値 の 差 は Pr<0.01 で 有意 。 


oR 


と の 刺 毛 型式 は Crkumg (1956) に ょ れ ば , 


いわ 


ゆる Autographa 属 幼 虫 の 特徴 で あぁ る 。 RFX 


P. gamma 幼虫 に つい て 検討 し て いな い が , 


Ps 


gamma は Autographa の generotype CHAM 


A, その 刺 毛 型式 は 当然 と の よう で あぁ 


る べき で あぁ 


So な お CrumB は その 著書 の 中 に P. gamma 
幼虫 を 調べ た こと と を 明記 Uae い る 。 


4 P. gamma CUTAN HERR DS AT ERITH な きこ ろ が わずか に 和 外 折 する 。 


一 般 に と の 湾曲 が より 著しい (図版 参照 )。 
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表 中 , P. gamma に 関す る .d~h 項 は 全部 文献 に よ ワ バ に : ろ うい て は 従来 あま り 詳 し い 報 告 が な い s よっ て を 


っ た も の で , 直接 筆者 が 観察 し た も の で な いこ と を 明 ら 

に し て お く 。' 成虫 の 雄性 次 尾 器 と 幼虫 の 刺 毛 配列 と に 
Ce See 幼虫 の 表 
HOPICOV Cit, 本邦 に も P. gamma. と ど 同 傾向 の 性 
質 を も つ 種 類 が あっ て (iti, 1958b), 密度 効果 に 対 
する 感応 の 強 き 計 種 に よっ で 異な る よう で ある 。 天 き さ 
に つい て は , 少な く と る も 筆者 の 調べ た だ 本 種 (本 州 産 ) と 
P. gamma (ドイ ツ 産 ) と に 関す る 限り , 危険 率 1% 以 
FE CEA DIES BAB CHSEWS CEBCES. LM 
し P. gamma で も 小 ア ジア や ゃ シリ ヤ 地 方 に 産 す る 
と いう の は 小形 で ある とい われ , こ 
れ は 1 つの 亜 種 を 代表 する も の か も し れ な い 。 従来 P. 
gamma か ら は 多く の 異常 型 が 記載 され て いる が ;, この 
取り 扱い と は 若干 疑問 が あっ て ,. 本 種 の 個体 変異 も また 
決 尼 で 少な いも の で は な い 。 

成虫 の 大 きき さや 特徴 の みな み からみ る と , 本 邦 産 の も の 
SCVES & P. pulchrina 
Hawortu アカ フキ ン ウ ワ バ の 再 種 が 最も 本 種 に 近似 す 
る 。 し か し これ ら は 較 場 に は 見 られ ず , また 生き た 材 
料 を 得 で いな い の で 本 種 と 十分 に 比較 する こと 訟 で き な 

o P. mandarina は その シッ ノッ = ム typinota BuTL., 
1878 が 本 種 と 混同 きれ た こと が あり (Leecu, 1900), 
本 種 や P. gamma に 酷似 する も の で ある が , (1) WW 
表 が 褐色 に 富ん で 濃淡 に 芝 し く , (2) マ Y 字 絞 が 大 形 , (3) 
PERM ILIE 2 CURVE ICE. LV ’, (4) RRBICDH TDL 
相 異 が み ら れ , HED vesica の cornutus が は る か に 
FNCHSTE GH2M, F) に よっ うっ で 区 別 す る こと が 
CHS. P. pulchrina は 前 贅 表 の 地 色 が 紫色 に 富み , 
その 外 横 線 の 勾配 が 異な る こと に よ ょ っ て 比較 的 区 別 が 容 
ICH Ho 


gammina STGR. 


前 出 の P. mandarina Fry. 


FCF SBOE RO Cd, 幼虫 の 形態 的 特 得 
生理 生態 的 性 質 な どか ら み て P.confusa STEPHENSs キ 
クギ ン ウ ワリ ワ バ が 本 種 に 最も 近 縁 と 思わ れる が , これ は 成 
ED RUBIES Ht OAR 尾 器 が が か な り 異 な り , 本 種 と た だ ただちに 
A EER 


摘 eB 
タマ ナギ ン ウ ワ バ (オオ ワイ キン モン ウ ワ パ バ ) Plusia 
migrisigna WALKER は 本 邦 に お いて 最も 普通 の 薄 菜 害 
RENE Og TC 
(*Phytometra) gamma L. と し て 取り 扱わ れ て きた ょ よ 


9 Cb So CORMOWE SOPRAKELERL, 
名 ( 属 名 を 含む ) の 取り 扱い 方 を 論 必 だ た だ 。 ACRE YY 


DHABI 1935) 樺太 庁 中 央 試験 所 報告 


の 形態 を 述べ , あぁ あわせ て ガマ ギン ウ ワ バ その 他 の 近似 種 
と の 紫 較 を 行っ た ら 
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タマ ナギ ン ウ ワ パ ペ Plusia nigrisigna 
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WALKER iff 
C 同上 裏面 
D : P. gamma LINNE ff 
Lye 同上 裏面 
G ケイ ギラ モン ウ ワ パ P. mandaring 
FRYER Ht 
His ミツ モン キン ウ ワ パ バ P. agnata 


STAUDINGER Hf 


Summary 


Studies on the Bionomics of the Asiatic Common 


Looper, Plusia nigrisigna Waker, and Its 
Several Allied Species (Noctuidae) 
I. On the Nomenclature of Plusia nigrisigna Wa KER 


By Taira IcHINOSsE 


Laboratory of Agricultural Entomology, Faculty of Agriculture, Tokyo 


University of Agriculture and Technology, Fuchu, Tokyo 


The Asiatic common looper, Plusig nigrisigna 
Warker!, is one of the most common species 
which is harmful to various kinds of vegetables, 
especially to the cabbage at Fuchu district in 
Tokyo. 


and seems to be widely distributed over Japan. 


It is also found from many prefectures 


The author has worked during these several 
years to clarify its bionomics and physiological 
natures, the results of which will be published 
in a series of papers. In the present paper, he 

wishes to deal with bibliography and nomencla- 

ture of this species, as well as to give description 
of all ‘the ‘stages. 

The genus Plusia (sensu latu) OCHSENHEIMER 
(1816) has been split into many genera by HUBNER 
(1821), McDunnoucu (1944), Crump (1956) and 
other workers and the genus Autographa HUBNER 

* (generotype : gamma L.) has been applied by InouE 
& Sucr (1958) to Plusia nigrisigna WALKER. As 


a result of the author’s studies on the larval 


characters, however, this species seems rather 
to belong to genus Anagrapha McDunnoucu but 
not to genus Autographa. The revision of genus 
Plusia (s. 1.) of Japan along these lines is yet 
almost impossible, for the details of larvae of 
most Japanese species remain still unknown. 
the author 


to this 


Consequently, for the present time, 
prefers to apply genus Plusia (s. 1.) 
species. 

The genus Phytometra HaworTH (1809) had 
already been applied to a group of different subfa- 


mily by Westwoop in 1840, far before Hampson 


“(1913) designated P. festucae as the type of 


Phytometra. Therefore, the genus Phytometra, 
though frequently used by many workers, is 
not applicable to any Plusiine species. 

The author has met,..in Japan, not a few 
fragmental reports on injuries by a species called 
““ Plusia (or Phytometra) gamma L.’’ He suspects, 
‘SP: gamma.” 


however, that this might be 


' The author wishes to propose an English name “‘ Asiatic common looper ’’ for this species. 
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erroneous identification of P. nigrisigna WALKER, 
for, as far as he has studied, no specimen of 
Plusia (=Autographa) gamma has been found 


from Japan, and morever, it is highly possible 


HAD ADDR RSS 


to confound P. nigrisigna with P. gamma as 


tween these two species 


B38 B25 


they closely resemble each other in their mor- 
phological features (see Fig. 2: A~D, sand ele 
A~F) and feeding habits. 


The comparison be- 


is as follows: 


Comparison between Plusia nigrisigna WALKER and P. gamma LINNE 


Stage Character P. nigrisigna P. gamma 
Length of fore-wing 17.3~ Length of fore-wing 18.6~ 
oS 20.0mm 20.5mm 
| 18.2mm (mean value) 19.3mm (mean value)* 
1. Inner line slightly curved Inner line strongly curved in 
| in) Cell 1 Cell 1 b 
| 2. Two silvery spots usually Two silvery spots joined, for- 
separated, forming U-shaped ming a Y-shaped stigma 

< | | Pattern of and oval = stigmata, but 

8 Adult | RS | frequently joined ‘ 

1) | | 8. Outer line straight or sli- Outer line slightly excurved 

a ghtly incurved at the hind at the hind margin 

8 | margin 

De Gia ees s ee 

ie) 

2 | | 4. Vesica witha long strong | Vesica with two cornuti, one 
Cae cornutus | strong, the other smaller 
| 1 | and curved 
| 8 | 2. Juxta slightly projected in Juxta strongly projected in 
| the middle the middle 

Setal group SV on the lst Setal group SV on the lst 

Larva d. Chaetotaxy abdominal segment with abdominal segment without 
SV2 SV2** 

5 . Not observed Remarkable (WiLLiaMs, 1930; 

8 e. Migration x Rae 1084) 

5 Adult (se ーー a= ーー 

‘fe Egg laying | Eggs laid singly Eggs laid in loose clusters 

©, habit | (Lone, 1953) 

- oy pith INE 

8 1 Not so sensitive to popula- Sensitive to population den- - 

Ss g. Coloration tion density sity, and easily darkened 

S of cuticle under crowded condition 

oe (Lone, 1953) 

oe Larva é 

8 h. Velocity _ Not so sensitive to population Sensitive to population density 

ie of growth density (Lone, 1953) 

9. and number | 

of moulting | 


Difference between these two species is significant (Pr <0.01). 
The author has not yet examined the larvae of Plusia (=Autographa) gamma, but, after the 


comparison of the larvae of P. gamma with those of American allied species, Crump (1956) 


has pointed out that this setal plan is one of the generic characters of Autographa in which 
gamma is the type. 


イネ カラ バエ の 生態 の 地方 的 変異 に 関す る 研究 


T., 2 化 地 帯 で 経過 し た 2 化 “3 化 地帯 イネ カラ バエ の 生態 的 性 質 の 違い 


~ 尾 BK SB 
農林 省 東 北 農業 試験 場 


it i 


昆虫 は 生息 する 地方 に よっ て 生態 的 性 質 を 異 に する こ 
が 多い 。 そ の 原因 は 単に 地方 に よっ て 気候 的 因子 や 生 
如 的 因子 な どの 環境 人 条件 が 異な る ご と の ほか に , 地方 的 
ょ 生態 的 系 統 が 存在 する 場合 も ある 。 そ を の 場合 に は それ 
それ の 生態 的 系 統 が も つ 生 態 的 性 質 は 遺伝 的 で ある た め 
生息 環境 が 異な っ て ゃ 変ら な い e 

APMC 44 HADNT Chlorops oryzae は 地方 
Cho CHRD RO, 東北 以 北 の 2 年 世代 地帯 と そ 


や 以 南 の 年 .3 世代 地 淀 と が 存在 する 。 こ と の 両 地帯 の 境界 


COV CSAS (1955) な ら び に 飯島 . (1956) が 報告 
L, また , この 境界 線 付 近 で は 両 地帯 の イネ カラ バエ が 
殿 在 し て 生息 し て いる こと と を も る 指摘 し た 。 イ ネ カ ラ バエ の 
ま 態 に 関し て は 多数 の 詳細 な 研究 は ある が , 地方 的 な 生 
請 の 差異 に つい て は 不明 な 点 が 多く , 特に 本 種 の 年 間 世 
数 を 規制 する 因子 に つい て は ほとん ど 報 告 さ きれ た も の 
な い 。 世代 数 の 差異 と 環境 条件 と の 関係 を 明らか に す 
5 こと は 農業 上 きわ め て 重要 で 本 種 の 発生 予察 に 寄与 す 
は か り で な く , 生態 学 的 に も 非常 に 興味 ある 問題 で あ 
と 思わ れる 。 

著者 は , まず 現在 の 2 化 地帯 と 3 (thao 4 ADDN 
が 生態 的 こと どの よう な 違い が ある か を 確か め , それ ら 
5 発生 環境 を 明らか に する た め に , 環境 を 交換 し て イネ 
7 ラバ エ の 町 外 飼育 を 試み て いる 。 す な わ ち , 3 化 地帯 
ツイ ネ カ ラ バニ エ を 2 化 地帯 に 移し , 同じ 環境 条件 の も と 
5 2 化 地帯 の る も の と の AREER OW を 知 ろ ち う と し 
957 年 に は 予備 的 に 調査 し , 更に 1958 年 に は 前 年 の 結 
に 基づい て 一 連 の 実験 を 行っ た 。 こ と ここ に 不備 を か えり 
\ ず その 結果 を 報告 し , BROCE MSE. 

に の 実 険 を 行う に あたり , 材料 を 提供 され た 北陸 農 試 
貝 研究 室 の 各位 な ら び に 鳥取 農 試 千代 西尾 伊 彦氏 , い 
いろ と 有益 な 助言 を 与え られ た 当 上 農 試 虫害 研究 室 の 各 
, 調査 に 協力 され た 当 室 研究 生 古 屋 義 美 氏 に 対し て こと 
ACE BALL EW So 


(1959 年 2 月 24 日 受領 ) 


材料 お よび 方 法 
実験 に 用 いた 2 化 地帯 の イネ カラ バ ェ は 秋田 産 (大 曲 
市 3 {LIMO AI BIRE CURDS) & PHBE 
(高田 市 ) の も の で ある 。 鳥 取 産 の 材料 は 1958 年 1 月 上 
旬 ス ズ メ ノ フ テ ッ ポ ウ に 寄生 し ヒ た 幼虫 を 寄主 と と も だ に 採集 
UT, 当 上 農 試 の 野外 に 栽植 し て 越冬 させ , 新潟 産 の も の 
は 同 地 で 1 化 期 を 経過 し た も の を 7 月 に 供 試 し た 。2 化 
地帯 の 材料 は ヌカ ボ で 越 今 し た も の で ある 。. 
これ ら の 供 試 材 料 を 成虫 ・ 卵 ・ 幼 虫 ・ 上 の 各 態 に うい 
て 調査 する こと に し , 成虫 の 羽化 は 越冬 幼 忠 の 遇 化 が 【 
ぼ 完 了 し た こと ころ に 室内 へ 移し て 調べ た 。 と れ ら の 成虫 の 
室内 飼育 か ら 得 られ た 路 化 幼虫 は , あら か じ め ポ ッ ト に 
栽植 し た 稲 に 接種 し た 。 供 試し た 稲 の 品種 は 抵抗 性 が き 
わ め て 弱い 早生 種 に 属す る 奥羽 227 号 で , これ を 実験 期 
間 中 数 回 に ち た っ て 栽培 し た 。 耕 種 条 件 に つい て は それ 
ぞ れ の 結果 の 項 で 述べ る こと に する 。 
成虫 の 飼育 と 映 化 幼虫 の 接種 は 湯 嶋 ・ 富 沢 1957) の 
方 法 に 準じ た が , 特に 接種 率 を よく する た め に 気温 が 低 . 
CEO RV EAR, 処理 後 の 半 は 接種 材料 に 暗 
箱 を か 記せ て 高温 を 保つ ょ うに し た 。 ま た 両 地帯 の 解 化 
幼虫 を 同時 期 に 接種 し て その 発育 経過 を 比較 する 必要 が - 
あっ た の で , CHACIPOC MM AHMRE PIS EL TC 
用 いる こと に し た 。 イネ カラ バエ の 幼虫 は 稲 の 成長 点 付 
近 に 生息 し て いる が , BRATS L bE OR LIMITE 
動 し て 遇 化す る た め , PA LVLARD 3) AIC ISSA BBE 
輌 を と お も ヒ て 容易 に 透視 する こと が で き , 衛 の 生育 後期 
に は 葉 輸 を わずか に 開い て 下 を 確認 し た 。 こ れ は 出穂 調 
査 と 兼ね て 個体 別に 毎日 午後 3~5 時 に 行っ た 。 な お , 
当地 産 の イネ カラ バエ の 自然 寄生 を 除く た め ; ESHA 
中 5 且 ご と に 産 付 卵 を か き 落 し た 。 


結 AR 


実験 結果 の 記載 に あたり , BMHO Pare & Pt eee 
と を 区 別 す る た め に 第 上 + 表 の よう な 略号 を 用 い , 原産 地 . 
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の 県 名 を ロー マ 字 で , 経過 世代 数 を アラ ビア 数 字 で 表 わ 
So 
第 1 表 放 吉 幼虫 の 産地 と 経過 世代 の 暗号 


| 記 号 | 秋 田 に お ける 経過 mesic 1 it 
BN egy Pil Gee 3 Vee ENC 2 
os | 世代 世代 世代 過 代 目 の も の 
3 wsues | TCH) | Tar Tas (Tas) | Ttiai 
Me N (新潟 ) Nniai 
2 化 地 帯 | A( 秋 田 ) | Aar (Aaz) 


経過 世代 の ( ) 内 は 中 間 世 代 

越 科 雑草 か ら の 羽化 消長 越冬 中 の 1 月 27 且 に 両 地 
帯 の 幼虫 の 発育 程度 を 比較 する た め に 体長 を 測定 し た 。 
MAVENS LS CH EB, 3 化 地帯 の も の の 体長 
yi 1.82mm, 2 化 地 帯 の も の ば は 1.68mm で , Fir 
ね や すか に 大 きか っ た が 有意 な 差 で は な か っ た 。 し か し 。 
山 雪 時 に あたる 3 月 下旬 か ら の 観察 に よる と , 3 化 地 帯 
の 幼 目 は 発育 が 速く 進ん で いた よう に うか が われ た 。 成 
串 の 羽化 消長 は 第 2 表 の と お り で , 3 化 地 帯 の 第 1 化 期 
・ IR < PETUMEL, 2 化 地帯 の も の に 比べ る と 羽化 
weds 25 HIKER Dot. 


第 2 表 越冬 雑草 か ちの 羽化 消長 


peat sh exnn fn E ib, Me EO 

A の 

; fee 
ne EE SEE) 


3 化 地 帯 ヌス メッ アノ | Vv 54a 
eee 7 | (V 24) 


(A) |X wm] “Vena. 345 | WU 1 We6 (W117) 


VFA 226 VI1919 


記号 は 第 1 表 参 昭 

幼虫 期間 と 刺 化 消長 “Yih COT Has 
月 26 日 に 播種 し , 6A 2 HICH LE ARICHHE ee 
接種 し た 場合 の 幼虫 の 接種 時 期 ・ 幼 中 期間 ・ 遇 化 消長 の 
関係 を 示せ ば 第 1 図 の と お り で ある 。 な お , 接種 時 期 と 
稲 の 生育 状態 の 関係 は , 第 1 図 中 , 上 か ら そ れ ぞ れ 3 化 
地帯 の 第 1 化 期 , 2 化 地 帯 の 第 1 化 期 お よび 3 {EMA oD 
第 2 化 期 に 当っ て いる 。 

第 1 図 に よれ ば , 材料 お よび 接種 期 の 違い に よ ょ よって, 
SATE & WY CTA £ CB LV BRS So Hinbbd, 
2 {iba D Spits LA TRAIT ALC} MY EI & 
ん と 同じ で , 8 月 中 ・ 下 旬 で あっ た 。 こ の 稲 の 出穂 期 は 
8 AA) Chote から, 
し , 後述 すす る よう に 幼 躍 の 峠 化 は 幼穂 を 摂 食し た 後に 行 
407 る 0 し た が っ て 食 入 期 が 出穂 期 に 近い 
な ほど 幼虫 期間 が 短く な っ て いる 。 一 方 , 3 化 地 帯 の 幼虫 


HEC TA 


CHA LAGI & BS RIE 


HR Baie 


第 3 巻 Ble 
20 30 40 70 幼虫 期間 (日 》 
Bi 100 
ai 
te 80) 
% 


SHS Hh sb $9 ny (4g) 
Ta, (n=148) 26.2+0.5 
Aa, (n=29) 73.8*1.3 


0 
V1 10 Vil 20 AA 
20 30 40 50 Sy ital CA) 
Ai 100 O 4 
or 
WO go 
4 
x 60 
% 
40 3 Sed 4h.e Same (aD 
20 2 Ta(n=30)39.5+3. 
Aa(n=55)50.741,2 
‘ Kil Aa 
20 30 40 50 Sys re CA) 
A 100 
80 
te 
¥ 69 
% 4 FSS Sh SN () 
40 SI go Ta,(n=44) 32.222.7 
Sy y Nn, ay (n=17) 31,623.35 
8 Aa,(n=26) 28.2+1.1 
0 


20 AA | 


20 Ni 10 
第 1 図 PORMOMICAELLWHRORGAWMe 
Wi 6 Hh RR (FOS aS 1 表 参 照 ) 
mae A: 68H, B: 7AS A, C: 7A 25m 


期間 も 食 入 期 の 早晩 に よっ て 多少 の 差異 は ある が , その 
差 は 2 化 地帯 の 場合 に と 比べ る と わずか で ある 。 し た が 
て , 3 化 地 淀 の 幼虫 は 食 入 後 ほ SUE A RET BIC 
{ET S EPBMALTEDAIS 6 

更に , MACHO ADORE CO ARCHDS 
SM LMMOMKICk SRROWMIS, 2 化 地帯 の も の 【 

どの 場合 で も 短く , BEIAKH CHO, 3 化 地 帯 の る 
は 後期 に 食 入 し た も の ほど 個体 差 が 大 きか っ た 。 特に ご 
化 地 淀 の も の で 帆 化 曲線 の 両端 の 幅 が 33 目 間 に わた 
た 場合 が あぁ あり, これ は 個体 こ に よっ て 幼虫 の 発育 速 席 が 
ee Sie 事実 , 3 (bib os 
は 映 化 部 位 へ 到達 し た 後 , その まま 20 AD EAR 
て か ら 峠 化し た 個体 も 少な く な か っ た 。 

次 に , 3 化 地 帯 の 第 2 化 期 に あたる 7 月 下旬 と BA 
AIC ECA ICEL, CIO EC RICA HA 
期 の 稲 に 寄生 し た 場合 と を 比べ , 寄主 の 生育 段階 の 3 
い が MRO 発育 に どの よう な BBX 及ぼ すか を 検討 
た 。 UORLL CARMI TAL AES (第 2 図 A) お よび 
月 10 日 まき (第 2 図 B) で , それ ぞ れ 第 『~Y Bay 
Hi LEECH L co Ths, 


| 
こと の 稲 は いずれ る も OF 
こ 出 穂 し た が , PSO (UD 7 0 1c EERKL Tey 


1959 年 6 月 


3 た 。 実験 結果 は 第 2 図 の と お り で ある 。 


20 - Sh 40 


9) Se} CH) 


li 80 SS 

4 a : Au « 
“60 Oe “ 

o PM $y se J (4) 


; Ta, (n=79) 37,023,7 
90 g , Nn,@,(n=31) 44.5-5.0 
: Aa, (n=41) 56.521.8 


20 30 40 


0) she HTN C1.) 
i 100 
: Boi) 
ig 
4 0 
: 60 4 2 
A -m : o> SHS) Sy ah NIN 1) 


: Tan (n=42) 53.444.9 
20 . ro : Ttia, (n=20) 50.0+4.5 
B Nn,@,(m=23) 46.174.9 
itil pees 20 Xl 10 Ai 


| 第 2 図 不 時 栽 培 の 稲 に 寄生 し た 幼虫 の 発育 期間 と 
虹 化 曲線 (記号 は 第 1 表 参 照 ) 
MMAR A: 75248, B: 8A348 
3 第 2 図 に ko CWEICRALKYSAe ROL, 
2 化 地 淀 と 3 化 地帯 の 幼虫 期間 に は 著しい 差異 が あっ 
<0 すなわち , その 結果 は 前 に 述べ た 第 1 図 B に 似 て お 
0, 2 化 地帯 の 幼虫 期間 は 長く て 斉一 で あり , 3 化 地 淀 
幼虫 期間 は 短く , か つ 不 育 一 で , 最短 は 19 A, 最長 
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果 と を , . そ れ ぞ れ 第 1 図 C と 第 2 図 A え に よっ て 比較 する を 
と , 3 化 地帯 の 幼虫 期間 は , 稲 の 生育 状態 が どう で あっ 
Th 35 日 前 後 で あっ た 。 と ころ が , 2 化 地 帯 の る の は 
幼穂 伸長 期 の 稲 で 育つ と 幼虫 期間 が 短く , 幼 苗 で は その - 
2 倍 の 期間 を 要 人 た だ た 。 この こと は さき に 論 及 し た よう 
に , 2 化 地帯 の 幼虫 は 幼穂 を 摂 佐 し な いと 畑 化し な いこ 
と に よっ て 説明 され る が , その 詳細 は 別項 で 述べ る 。 

最後 に , 3 化 地 帯 の 幼虫 で 1, 2 世代 を 2 化 地帯 で 経 
LILO (Tas) と , 原産 地 で 1 世代 目 を 。 2 化 地 帯 
で 2 世代 め を 経過 し た も の (TtAs, Nma) に つい て 発 
育 経過 を 第 1 図 C と 第 2 図 で 比較 する と , 同じ 生育 状態 
の 稲 に 寄生 し じ た も の で は 幼虫 期間 が 必 人 ぼ 同 じ で ある 。 こ 
の こと は 前 世代 に お ける 幼虫 の 発育 環境 の 差 は , 次 世代 
の 幼虫 の 発育 経過 に は 影響 を 及 さ な いこ と を 示し て い 
As) 0 

24EintWRORALHOALRLOMR 2 化 地帯 幼虫 
の 発育 は , 寄主 で ある 稲 の 発育 経過 と 密接 な 関係 が ある 
よう に 思わ れ た 。 よ つて これら の 関係 を みる た め お に 比 化 
8 人 と 

唱 度 と 稲 の 生育 状態 と を 調べ た 。 供 試し た 稲 は 4 月 26 
日 に と まい た 慣行 栽培 の も の で , WHE OBE Ms 7 5 
日 に 行っ た 。 接 種 時 期 と 接種 時 の 和 の 生育 状態 は .2 化 地 


S79 HL, その 開き は 60 日 に 及 ん だ 場合 が あっ た 。 帯 の 第 1 化 期 に あたっ て いる 。 そ の 結果 は 第 3 表 の と お 
SSC, 7 月 下旬 に 幼穂 伸長 期 の 船 と 幼 苗 に 食 大 し た 結 0 CH Bo. 
x 第 3 表 2 we wh oV A ¢CROe FE 
E Te 幼虫 炎 (森長 ert 
| 調査 月 日 傷 葉 数 (幼穂 長 cm) - 
I I I af 
Wo5 A : BEAK Sh ea 20 (0.89) 
13 - 8 (1.53) 
+ os bao} 4 (3.60) 
27 3~4 rai | j ; 
W 3 An 5 a 5 (3.61) 17 (5.72) 
APig-**" 56 (17.0% HH RD || 20 (7.75) 
158.7 5 へ ~6 (18.5 一 部 出穂 16°(7.20) 2 


平均 幼虫 期間 47.741.8 日 , 出穂 期 8 月 13 日 


PZRICKSL, 2 化 地帯 の 幼虫 は 稲 の 幼穂 を 摂 食 し 
Bd CP, 急速 に 発育 が 進む と こと が わか る 。 こ の 実験 
座ら は 令 別 の 発育 所 要 日 数 を 求め る こと は で き な か っ た 
1 令 期 間 が 最も 長く , 2 今期 間 が 最も 短かっ た こと 
ま 容 名 に 想像 され る 。 

中 間 世 代 の 存在 、 2 化 地 帯 で も 3. 化 地帯 で も , 稲 か ら 
HCL tA WTO MLO mah, 9 Fk + ay DRA 
Se el 1 PEIN H ODS PRARABR CD FEA REIT & Oo 
5 成 中 は .2 {LA CLAS 21, 3 化 地 帯 で は 第 3 化 


期 に あたる が , いずれ る も 越冬 は 1 令 の 幼虫 態 で 行わ れる 
と いう の が 通説 で ある 。 こ の 越冬 前 世代 の 成虫 の うち , 
特に 早く 羽化 し た 個体 に 由来 する 幼虫 は , 年 内 に 発育 を 
sey CML, 更に 成虫 と な っ て 越冬 まで に 中 間 世 
代 が 存在 する か どう か 実験 を 行っ た 。* 
7 月 10 日 まき で 9 月 上 知 に は SDABOIEIMI-C a > 72 FR 
と , 8 月 20 月 まき の 幼 苦 を 供 試 し , 9 A baICHHEM 
中 を 接種 し た 。 

実験 結果 は 第 3 図 の と お り で , 2 (that 3 化 地帯 の 


寄主 に は 前 述 し た 


110 HAG AH DB a & ab 


3h she 38 Fa} CA) 
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A 幼穂 伸長 期 


534494 th I BY Ca) 
Tas(n=20) 32.243.0 
Aa,(n=11) 29,2+3.1 
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20 40 S$) oh HAE CA) 
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40 SPS) sh ce) 
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第 3 図 不 時 栽 培 の 稲 に 寄生 し た 幼虫 の 発育 期間 と 
遇 化 曲 線 (中 間 世 代 ) 記号 は 第 1 表 参 照 
接種 月 目 は A, BB と る 9 月 11 日 

Re DICENICHA eT UCM ERK. 幼虫 期間 
は 両者 の 間 に 有 意 な 差 は な く , また , AEOA ARABIC 
か か わら ず 30 日 前 後 で あり , し か も 幼虫 期間 の 個体 変 
ERAN ESD DS 
前 後 3 日間 に 3 化 地 帯 幼虫 を 接種 し た 結果 も 同様 で , 3) 
苗 を 授 食 し た も の の 幼虫 期間 は 29.942.5 日 (N=44), 
幼穂 を 授 食 し た も の の それ は 30.5+1.8 A (N=47) と 
SE 

こと の 申 間 世代 の うち , 幼 苗 に 食 入 させ た 2 化 地帯 幼 車 
の 発育 経過 は これ まで の 知 過 と 閉じ くく 異 なり, 30 目 前 後 
の 短い 期間 で 発 痛 を 完了 し , HME RLS ChE 
LAK. EKTCOTLURORRCORISNKR, Tis 
わ ち , 越冬 中 の 2 化 地帯 (大 曲 産 ) と 3 化 地帯 (高田 
産 ) の 1 令 幼 虫 を , 1957 年 12 月 10 目 避 温 宏 で 育成 中 
の 稲 苗 に 食 入 させ た と ころ , 幼虫 は いずれ る も る 翌年 1 月 17 
目 に は 山 化 を 完了 ジジ て いた 8 この 結果 は 1958 年 に 行っ 
た 追試 験 で も 同じ で あぁ っ た 。 こ れ ら の 実験 で は 越冬 幼虫 
の 接種 か ら 遇 化 まで た に 要 し た 日 数 は 約 30 AC, 幼穂 示 
FA SIE 5 ICHAEL 70 

BWC SAU 7c HERO hh 2 SS CTE A, 108 
中 旬 に あらかじめ ポッ ト に 栽植 じじ で お いた スズ メレ テ 
IRIICT-VeP SETHE MLE LOA, FEIN 
WIEBICATDIVT, IAP AMICISA RA IF y RICH 
ROMA bh, soapBaerec CBpPokhs. TD 
よう に 中 間 世 代 に 由来 し た 越冬 幼虫 が 正常 の も の と 変り 
な く 存 在 し た こと は , この 中 間 世 代 が 完全 に 独立 し た 世 
の oe を 示し で る cs 


年 間 経 過 世 代数 この 実験 期間 中 , 


3 化 地帯 の 材料 は 


一 定 % ゐ 傾向 を うか が うと と が で きる 。 す な ね わ や ち , BEB 


第 3 巻 2H 


3 世代 を , 2 化 地帯 の る ゃ もの は 2 世代 を 経過 じ た が , これ 
ら に 越冬 世代 を 加え る と , それ ぞ れ 4 世代 と 3 世代 に な 
っ て , 通常 自然 状態 で み ら れ る 世代 数 より も 世代 ずつ 
多い こと に な る 。 こ われ は 逆 化 を 斉一 に する た め に 卵 に 加 
温 し た 以外 は , すべ て BSE 順次 経過 きせ た HER CH 
る 。 世 代数 が 増加 し た こと と は 中 間 世 代 が 存在 し た た めで 
ある が , 2 化 と 3 化 地帯 の 材料 で 世代 数 が 異な っ た の は 7 
第 T 図 で あか る よう に 7 2 化 地 油 の も ゃ の が 第 下 世 供 を 縮 
過す る 間 に と, 3 化 地帯 の を の は 2 世代 を 完了 じ え ただ から 
CHS 

傷 葉 型 と 穂 の 食害 イネ カラ バエ の 幼 是 の 加害 は 傷 工 
や 傷 穂 と な っ て 現われ る 。 こ の 実験 に と 用 いた 奥羽 227 
に 現われ た 傷 着 を , COMDPSKOE SE 4OOMKIC) 


分 類 必 た (図版 8 


ph (pin hole) a 4 IR) Shy 
sh (short hole) ka 条 aS 
cs (cleaved scar) RG IR) gem | 
並列 傷痕 | 
も ちろ ん , COLD AGM 1 HH LICMIR CHAT | 
2OCE<, P4NCSSNSEH5, sh ic ph D5} 
cs に . sh と ph DURFEF ST EBS. Ek, B4M 
は 実際 に 現われ た 傷 葉 の 1 例 を , TOWED SHEE | 
で に つい て 示し た も の で ある 。 こ と れ に よれ ば 一 見 民 で 凍り 
差 亡 別 と 思わ れる 傷 葉 も , GROMDDSLORDN FI, 


as (arranged scar) 


間もなく 抽出 る 傷 薬 は 食害 の 程度 が 浅い 孔 着 型 ) 後期 | 
で は 食害 が 著しい 裂傷 型 と な っ て いる 。 こ の こと と 後期 B 


っ た か を みれ ば , 第 4 表 の と お り に な る 。 な お , (HAM 
は 葉 身 上 に 最も 多い 傷 六 型 で 代表 させ て 模式 的 に 表 わ 世 
io 
FER LI GREDED FREE COLE L MIC THY 
(SEMA 1 (EMS 21 EWAEMNIC ARIES. AY 
者 で は 上 位 菜 に as DB, 後者 で は ces: が 主体 と な う て 
在 す る の が 特徴 で ある が , COWMRICY MWNCRAT A 
傷 華 は 孔 療 型 で ある 。 as は 主 と し で 3 化 地帯 の 幼 下 る | 
幼 苗 に 寄生 し た と き に 発生 する が , 2 化 地帯 幼虫 が 中 章 
HA CI CAE LEGA ICS MEU BNI. ER, 
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第 4 表 FHL tr BR Me mae 
ee * tt H Oo & @ wm | 衝 の | 
(eye Wem B.D oe Bator alae ed gett: 
第 1 図 A Thi sh és as Ke tary " | oO ‘| 3 : 1 
ク ph ph ph sh sh cs cs cs cs on gist rte: 
5 1B ph: Wok ah? Res cs Be) 
3 (ph sh as Cn 
ph th sh cs cs 2 2 4G Hn 1 EA 
第 1 図 C ph sh @ | 3 化 地 帯 2 化 期 
Z ph sh ® | 
第 2 図 A ph sh ah as as O 
(phe phi ish sh cs cs cs ®@) 
4 ph ph sh sh cs cs cs g 
第 3 図 B 3 as | 
if p Ss as 
ク po = sh @ 


HHA D % D CPM ASA CCH 3TH 3 化 地帯 の 
し 化 期 型 と 2 化 地帯 型 の 両 型 が 発現 し た 場合 が あっ た 
DS, 3 化 地帯 の 1 化 期 型 は 幼虫 期間 が 短い も の に 由来 し 
a まう で ある 。 加 害 様式 で 特に 重要 な こと は , as が 発 
記す る と どん な 場合 に も 必ず 穂 の 食害 が 行わ れ な か っ た 
と で あぁ る 。 ま た , 傷 工数 は 幼虫 が 食 入 し た と き の 稲 の 
ARI Ko CRED, 幼 苗 期 に 食 入 すれ ば 傷 葉 数 が 
B<, 生育 後期 で は 少な い 。 止 葉 が 抽出 する ころ に 食 入 
OL, 幼穂 だ け を 食害 し て 遇 化 し た 場合 も あっ た 。 以 
[の よう に , 2 化 と 3 化 地 帯 の 幼虫 は 傷 葉 型 を 穂 の 食害 
RE OMBRAIC KOT, 識別 し うる 場合 と で き な い 場 
re が あお っ た 。 


括弧 で 示し た も の の 発生 率 は 10% 前 後 , 材料 記号 は 第 1 表 参 照 


交雑 第 1 代 幼 虫 の 発育 期間 と 加害 様式 7 月 中 旬 に fi 
地帯 成虫 の 雌雄 を 組み 合わ せ て 1 対 と し 室内 で 飼育 し 
た 。 供 試し た 成虫 は 個体 別に 羽化 し た も の で , 雌雄 の 組 
みみ 合わ せ は 3 化 地帯 の 雌 と 2 化 地帯 の 雄 お よび その 逆 と 
L, それ で ぞ れ 約 10 組 を 設け た 。 
成虫 の 交尾 は どの 組み 合わ せ で も し ば し ば 観察 され , 
また , 卵 の 凝 化 率 や 産卵 数 な ど に も る 別に 異常 は な か っ た 。 
成虫 の 飼育 か ら 得 た 匂 化 幼虫 を , 7 月 1 日 に まき 第 W~ 
VY 葉 が 抽出 し た 稲 芋 に 接種 し , 幼虫 期間 ・ 傷 葉 型 ・ 穂 の 
食害 な ど に つい て , 供 試 し た 両親 の それ ら と 比較 し た 。 
その 結果 は 第 5 表 の と お り で ある 。 


tr 
ty 


第 5 表 両親 お よび 交雑 第 1 代 幼 虫 の 発育 期間 と 加害 様式 


ba OWE L 2 化 地帯 の 雄 の 組み 合わ せ で は 両親 の ほぼ 中 
『 型 を 示し , その 逆 の 組み 合わ せ で は 2 化 地 帯 の る も の に 
MLR. 


xn 材 料 接種 月 日 | 個 aie ~ ae | 
| | a me ERT E | as ce | Oe 

ie... Tas W22 ~ 25 Wudkde ON. 65. -87.043.1 90 10 8 92 
| 親 ee W24 ~ 26 14 58 64 56.641.8 0 100 100 0 
| Tas? x Aais W25 ~Wi 24 39 66 52.54+3.4 60 40 42:7 88 
} Fi a: x Ta,s W27 ~ 30 24 41 65 53.4+2.3 13 87 72 18 

材料 記号 は 第 1 表 参 照 
| 第 5 表 に よる と , 両親 の 幼虫 期間 は 3 化 地帯 の る の で 考 vg 
BS, 2 化 地帯 の も の で 長かっ た 。 交雑 第 1 (OME イネ カラ バエ の 発生 に は 2 化 と 3 化 の 地帯 が 存在 する 
は どの 組み 合わ せ で る 2 化 地帯 の 幼虫 期間 と 同じ で そ 28, 3 化 地 管 の イネ カラ バエ を 2 化 地帯 に 移し て , 2 化 
LE OMICS oR. Ki, 傷 葉 型 や 穂 の 地帯 の も の と 生態 を 比較 し た と ころ , 越冬 雑草 か ら の 羽 
害 を みる と , 雌雄 の 組み 合わ せ に よっ て 異な り , 3 化 (bE, 幼虫 の 発育 経過 , 世代 数 お よび 稲 の 害 徴 な ど に 違 


い が 認 め ら れ た 。 こ と これ ら の 違い は 両 地帯 の イネ カラ バエ 
の 幼虫 の 発育 速度 が 根本 的 に 異な る 起因 する よう 
SC 


Ya 


a. 


ech 
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CHET, 地帯 に よっ て イネ カラ ヲ バ 半 の 世代 数 が 異な 
る 原因 は 症 と し じ て 温度 条件 に よる も の と 考え られ て い 
Ko tiki, 曖 地 に 属す る 3 化 地帯 で は 第 化 期 成虫 
の 羽化 期 が 早い こと と , 十分 な 温度 が ある た め に 年 に 3 
地代 を 経過 する 一 方 , 東北 以 北 の 2 化 地帯 で は この 羽化 
期 が 遅く ) また 積算 温 席 る 十分 で な いた め に 2 世代 で あ 
る と され て いた 。 と ころ が , 著者 の 実験 か ら も 容 克 に わ 
が か る よう に , イネ カラ バエ の 幼虫 の 発育 は 温度 条件 , 特 

に 積算 温度 の 法則 に よっ て 説明 する こと は で き な い 。 む 
SE WO As CRIB KOT, ご の こ 

は 特に 2 化 地帯 の 幼 和 下 で いい うる よう で ある 。 す な わ 
ち , 2 化 地 帯 の 幼虫 は 稲 の 幼穂 を 摂 食 し な いと 員 化す る 
と と が で き な い 。 こ の に と が また 年 間 の 経過 世代 数 に 差 
MEU SUR AAIT SR TW Go 
2th OBA & HORE & DRIP OWT 
は , すでに 湯浅 ・ 湖 山 (1940) が 指摘 し た 。 す な わ ち , 
寄主 雑草 の 種類 に よっ て 幼虫 の 発育 速度 が 異な る の は , 
雑草 の 出穂 期 が それ ぞ れ 異な る た めで ある と いう 。 し か 
し , 2 化 地 淀 の 幼虫 で も 越冬 前 の 中 間 世 代 , あぁ るい は 越 
冬 中 の 若 令 幼 虫 を 稲 に 寄生 させ て 加 温 し た 場合 に は , 3 
化 地帯 の 幼虫 と 同様 な 発育 経過 を を 示し, 幼 昔 に 寄生 する 
RR aii as 

帯 の 幼虫 が 発育 を 完了 する た め に , WMORRE UE 
rT 
明らか で は な い 。 一 方 , 3 化 地帯 の 幼虫 は 発育 中 に 

の 
WKS 5 BICBGAT SE, COLEMETS 

人 工 的 に 接種 する と , 2 {eee e 3 (Eb Ospet 4 
に 秋期 に それ ぞ れ 和 で 中 間 世 代 を 経過 し た 。 3 化 地帯 の 
SA Cais (私 信 ) も 人 工 寄 生 で と これ を 和 確認 し , ま た , 
岩田 ちら 1957) は 野外 で 雑草 に 寄生 し た 場合 で の 可能 性 
Ata TM So LL, 2K OMM CACHE 
CHK ME SNiPoreAe, TOURCCAMHeEEL 
7£< TCHOMUET SOT, 第 2 化 期 成虫 で 羽化 期 の 早い 個 
体 で は 雑草 で 中 間 世 代 が 存在 し う る か も し れ な い 。 こ の 
点 は 園 場 で の 観察 と 人 工 接 種 に よっ て 今後 完 明 する 予定 
0 . 

WAC, - この 実 険 で み ら れ た 3 化 地 帯 幼 虫 の 発育 経過 を 
NE 発育 環境 が 異な 
っ た 場合 の 生態 変異 に つい て 考察 する 。 岡本 (1956). Ic 


ME RA ORNUMIISEE F 


天 る ほど 早い が , を の 盛 期 は 5 月 中 ・ 下 包 で ある と し て 
VA これ は 著者 の 実験 で 得 brie 5 FARA fa) と ほぼ 同じ 
で ある が , 2 化 地帯 の 羽化 期 よ 9 aera こと この 差異 は 湯 


i + Wl) (1940) が 指摘 し た よう に 寄主 雑草 の 達 い に よ ) 
る の か も し れ な い が , 稲 で 行っ た 実験 結果 か ら 推 穴 する 
と , 3 化 地 帯 の 幼虫 の 発育 は 本 質 交 に 早い の で は な か ろ 
うか と 考え る 。 

原産 地 に 上 素 け る 3 化 地帯 第 1 ・2 化 期 幼虫 の 発育 経 適 | 
に つい て は , それ ぞ れ 関東 東山 農 試 定 よ び 北 陸 農 試 で 試 
験 され た Yusuima & Tomisawa (1957) お LO FEE | 
(1958) の 報告 が あぁ ちる 。 こ と れ ら と 著者 の 結果 と は ほぼ 同 | 
じ で , 幼虫 期間 は 第 1 化 期 で は 短く , Lt (AEE DS 
XS, 第 2 化 期 で は 長く で て, 変異 が 大 きい 。 更 と, 31 回 | 
地帯 の 幼 下 に よる 稲 の 加害 に たつ いて, 岩田 (1958) OFF) 
果 と 著者 の それ ど を を 比較 すれ ば , 次 の 点 を 除い で は 全 き | 
同様 で ある 。 す な わ や ち , BA 21MM ROMMbIC 
HORMOMMWEAEC SSL LC SR, BHD 
PICMMES eM LER Cs, PARTELDDSL 

DICKSB ROD SB VERE D FES IC VL BARTS < MHE Lo | 
し か し , 原産 地 で る 幼 苗 を 寄主 と すれ ば , お そら く 著 者 | 
と 同様 な 結果 が 得 ら れる も の と 想像 され る 。 
以上 述べ た よう に , 2 化 地帯 で 経過 し た 3 化 地帯 の | 
ネ カ ラ バエ は , それ 自身 が も つ 本 来 の 生態 的 性 質 は 全 そ る | 
失わ れず , 環境 が 異な っ て る 原産地 に お ける と 全く 同様 
の 生態 を 示し , 同じ 実験 条件 下 で 2 化 地帯 の イネ カラ 
エ が 示し た 生態 和 的 性 質 と は 全く 異な っ て いた 。 COEF) 
な こと は BarBrr (1925) お よび ARBUTHNoT (1944) 25 
アワ ノメイガ Pyrausta nubilalis で , Painter (19304 
a, b) お よび Cartwricut & Noste (1947) が hessiam 
fly (Phytophaga destructor) で それ ぞ れ 報告 し , 産 地 る を 
異 に し て 生態 的 性 質 が 異な る 集団 は 生態 ERB (Diologl 
cal race or strain) CHS4 Gly, HS att 
=H 4 F =. VChilosuppressalis に つい て 深谷 (19848, | 
1949, 1950) の 詳細 な 研究 が ある 。 こ の よう に Bos 
REI Asie Vt HITT + SEPT + (RARE - trical 


する 寄生 性 ・ 変 雑 力 な ど が 異な る 場合 が ある 。 ; || 
と の よう に みて くる と , AADFINTIAI BL 


3 {ili ICIEALT S 2 つの 生 能 siinmorntecteocul 
な いか と いう 任 間 が 生じ で くる 。 CT AUAMERRIN REC Sa 
RPE eM RE oo ee aa aa 

ERENT DEAN Cd °C, 環境 に よっ て 論 ら な い 
meee oS TE 


onic saat ar 
TERPS EMIEWS TORI Sicld, :BARBE | 
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は な ら な い 。 更に , 2 化 地帯 の イネ カラ バエ を 3 化 地帯 
で 経過 させ た 結果 も 合わ せ て 考え る と と が 望ま し い 。 
Hii eB 
イネ カラ バエ に に は 2 化 と 3 化 の 発生 地帯 が ある 。 AH 
で は 1958 年 に 3 化 地帯 産 (鳥取 産 ・ 新 潟 産 ) の イネ カ 
ラバ エ の 幼虫 を 2 化 地帯 (秋田 ) で 経過 させ , 2 化 地帯 
幼虫 と の 生態 的 性 質 の 違い を 検討 し た 結果 を 記述 し た 。 
1) 第 1 化 期 成虫 の 羽化 は , 3 化 地帯 産 で 早く , 2 化 
Phir Pe CHE <, CORBIN 25 日 あっ た 。 
2) 2 化 地 淀 産 の 幼虫 は 稲 の 幼穂 を 摂 食し た 後に 遇 化 
は る た め , 同一 栽培 条件 の 稲 に は どん な 時 期 に 食 入 し て 
| ゆ 畑 化 期 が ほぼ 一 定 し て お り , MARICMHET So Lie 
が っ て , 幼 虫 期間 は 幼 苗 に 食 入 すれ ば 長く , 生育 後期 に 
食 入 すれ ば 短かっ た 。| 一 方 7 3 化 地帯 産 の 幼虫 の 発育 は 
MORE LSM <br, 食 入 後 ほ ぼ 一 定期 間 を 
RIVIEWHEF SKS CHS, 
3) _6 月 か ら 8 月 まで の 3 ヵ月 間 に , 3 化 地帯 産 の る 
の は 2 世代 を , 2 化 地帯 産 の も の は 1 世代 を 経過 し た 。 
| の 西 地 常 の 材料 と も 稲 を 寄主 と し て 人 為 的 に 接種 す 
る と , 9 月 上 旬 か ら 10 月 中 旬 に か け て 幼虫 が 発育 を 完 
SL, 越 冬 ま で に 中 間 世 代 が 存在 し た 。 こ の 世代 で は 2 
化 地 帯 の 幼虫 も 幼穂 の 摂 食 に は 関係 な く 上 央 化 し た 。 
5) 幼虫 の 加害 に よる 傷 療 を 4 つの 型 に 類別 し , 更に 
傷 葉 型 の 発生 様式 を 3 化 地 帯 の 化 期 型 と 2 化 地帯 型 に 
分 けた 。 
| 6) FLA OARE CONE 1 代 幼 虫 の 発育 期 
feild, どん な 雌雄 の 組み 合わ せ で も 2 化 地帯 の も ゃ の と 同 
じ で あっ た 。 し か し , 衛 の 加害 様式 は 雌雄 の 組み 合わ せ 
より 若干 和 異な っ た 。 


7 2 化 地 帯 で 経過 し た 3 化 地 芝 産 幼虫 の 生態 は 原産 


平尾 : :. イ ネ カ ラ パパ エ の 生態 の 地方 的 変異 = 


地 の そ れ と 全く 同様 で , 発育 環境 が 異な っ て る も 3 LMAF 
幼虫 が も つ 本 来 の 性 質 は 失わ れ な か っ た 。 し じ し か し , Th 
が 一 時 的 な 現象 で ある か 遺伝 的 な も の で あぁ ある か は 明らか 
で は な い 。 
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Summary 


Studies on the Local Variation in the Bionomics of the 
Rice Stem Maggot, Chlorops oryzae MatsumMuRA 
I. Differences in Some Biological Habits Showed by Two 
Regional Stocks of the Rice Stem Maggot Reared under the 
Same Natural Conditions 


By Jutard Hirao 


Tohoku National Agricultural Experiment Station, Omagari, Akita Pref. 


The rice stem maggot, Chlorops oryzae, is one 
of the serious pests of rice in Japan. It has 
two generations annually in northern part but 
completes three generations in southern part of 
the country. In two-generation area the rice 
plant is infested only once from the middle of 
growing stage to heading, and in three-generation 
area twice in the seedling and heading stages. 
The symptoms of attack are the injured leaves 
and ears. 

This investigation was designed, first of all, to 
know the differences in some biological habits 
of the two regional stocks of the rice stem 
maggot from two- and three-generation areas, 
rearing both stocks in comparison under the 
natural conditions at Omagari which is in two- 
The results obtained in 1958 


are summarized as follows: 


generation area. 


1. Fly emergence from hibernating grasses 
peaked about 25 days earlier in the stock from 
three-generation area than that from two. 

2. In the case of infesting normally cultured 
rice plants, larvae of the stock from two- 
generation area could not pupate without feeding 
on young ears, and pupation occurred after the 
heading period of the host plant which fell on 
late August. Therefore, the earlier the larvae 
fed into the plant, the longer their develo- 
On the other hand, 


mentioned 


pmental period became. 


the phenomenon above was not 


observed in the larvae of three-generation area. 
3. Within 3 months from June to August, 


stocks from two- and three-generation areas 


yielded one and two generations respectively on 


the same host plant. Furthermore, prior to 
entering into hibernation, an intermediate gene- 
ration occurred in both stocks were artificially 
forced to feed on the rice plants cultured in 
autumn. 

4. Injury of leaves caused by larval feeding 
was classified into four types according to the 
forms of feeding scars. Some marked differences 
were observed in the types of injury between 
two stocks. 

5. In crosses between two regional stocks 
mating was frequently obtained regardless of 
their etombinations, and produced fertile eggs. 
In F; generatien, the larval developmental period 
resembled to that of the stock from two-genera- 
tion area, but the symptoms of attack were 
rather different from the cross combinations. 


6. Except the intermediate generation, the stock | 


transferred from three-generation area held its | 


original rythm of seasonal cycle noticed in the | 
area of its origin, and seemingly has not been | 
influenced enough by the environmental condi- | 
tions of the new locality where it was reared. || 
The differences 


between these two 


especially in number of generations per year, | 
| 


could not be explained by climatic conditions | ] 


such as total effective temperature. This may | 


be understood more fully by the supposition of 


existing biological races and their inherent 


characteristics which will be maintained through | 
some successive generations of years after trans- 


ferring to new locality. 


stocks 1] 


ET 
EBAY % Se 


fit OF 1 6 He ME AP g a a 1 ww oe oz 


Fz 


クマ リン 系 殺 そ ぞ 剤 Warfarin と よる 妖 血 障害 に 関す る ご , 


。 草 野 


三 の 知 見 


2 
忠治 


東京 教育 大 学 農学 部 応用 動物 学研 究 室 


ei 言 
よる prothrombin time (PT) の 延長 
は 主として prothrombin, stable factor (SF) の 減少 
に よる も の で ある 。 そ し て SF は prothrombin 転化 時 
間 を 著しく 短縮 する が , prothrombin 転化 量 , fibrin 量 
に は 影響 を 与え な い 。 ま た SF の 添加 に よる warfarin 
Hei PT の 短縮 は 両者 の 混合 比 に より 異な り , 
SF の 少な い 血 液 ほ ど , 最少 の PT 値 を 示す に 必要 な 
SF の 添加 量 が 多く な る (草野 , 1956 b, 1958 a, b) 。 
また warfarin 中 毒 血 虎 で は 正常 血 此 に 比べ て 最小 の 


Warfarin に 


PT 値 を 示す に 必要 な 至 適 CaCls 濃度 の 幅 は 小さ い ( 草 
, 1956a), CC warfarin High PT, me 


‘thromboplastin 時 間 , fibrin 形成 量 に 対す る throm- 
boplastin, CaCl,, SF の 各 濃 度 の 影響 に つい て 調査 
その 結果 に つい て 考察 を 加え た 。 本 研究 を 行う CExb り 


ご 指導 を 賜 わ っ た 当 研 究 室 三 坂 教授 に 謝意 を 表す る 。 
KR DK 


供 試 動物 は マウ ス , 使用 薬剤 は Na-warfarin Ca 
Bo WHIEHF—F VICE SAMIEKI K oto 


測定 方 法 は それ ぞ れ 次 に 示 十 と お りり で ある 。 

1 oe 時 間 は Sanvi-Fonio 法 の 変 法 に よっ た 。 

2. PT は 加藤 式 微量 測定 法 の 変 法 に よっ た ([K- 
Ff, 1955), 

3. 血 此 thromboplastin 時 間 は 第 9 報 (草野 , 1958 
PM の 方 守る た 5 

4. SF は AccrLgr et al. (1953) の 方 法 に よっ て 調 
鑑 し た 保存 血清 を 代用 し た 。 

5. Thrombin (¢4F mek) 調製 し た 持田 製薬 製 の 
も の を 用 いた 。 

6. Fibrinogen 液 は Quick 法 (1949a) に より 得 
られ た Cas(PO.)2 Were sez HAA Leo 

1. PT, mx thromboplastin 時 間 に 対 する throm- 
boplastin 濃度 の 影 線 

第 1 表 に 示す よう に 正常 血 に 比べ て 正常 稀釈 血 お よび 
warfarin or PT “yx ees. 濃度 の 影 
響 を 著しく 受 の 
thromboplastin に よ だ 人 ホ き さき eee 
TER 40% ii Clk 5%, 10% 希釈 血 お よび 


り 非 常 
正常 20%, 


第 1 表 Prothrombin time (PT) に 対す る thromboplastin #HEORS 
— —-- 
Toe (%) 10 5 0.5 0.05 0.005 0.0005 
a 9.6 8.5 11.6 16.2 24.2 30.1 
IE is wf 8.2 8.2 8.2 8.6 21.4 
40(%) 11.8 10.8 11.4 16.8 22.4 36.8 
IE _ fs os : 18.0 17.4 15.0 19.2 30.6 39.6 
Ai BRL 10 36.6 32.0 22.2 27.2 38.8 50.0 
1 18.9 15.4 14.6 29.8 74.0 
2 [a ee 35.6 25.6 25.0 47.6 108.6 ‘ary 
Cai 24 時 間 後 採血 198.8 75.0 ; ; : 44, 
中 毒 血 Dat aie 221.2 100.6 83.8 117.8 189.6 256.6 
5 W. 0.25 mg 2 回 投 220.0 188.0 79.0 120.8 195.0 293.4 
6 } 与 24 時 間 後 採血 >300 > 300 162.4 > 300 


W., warfarin; CaCl, 濃度, 1/40M; Th, thromboplastin 


1 ACO BS SMA 33 年 度 応 動 昆 大 会 
? 現在 鳥取 大 学 農 学部 応用 昆虫 学研 究 室 
(1959 年 3 月 10 日 受領 ) 


に お いて 発表 し た 。 
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HAS A & Bo & a 


第 3 巻 Ble 


a2 PT isk Uys thromboplastin 時 間 に 対 する thromboplastin 濃度 お よび stable factor(SF) の 影響 


h 
ea 麻 (%) 10 5 0.5 0.05 0.005 0.0005 
"ee 9.2 10.4 13.2 24.4 36.4 41.2 
Th TE 10% if 44.6 46.6 49.4 52.6 58.0 89.5 
= 
CaCly W. 0.25 mg J 回 投 18.2 15.4 21.0 36.2 68.4 120.0 
ne - 1 24 we ee Rt 
SF # 2\ W. 0.25 mg 2 回 投 30.0 SRD 33.4 75.6) 0 
if 3} 与 24 時 間 後 採 血 Whee 39.8 45.2 220.5 > 300 
| «ee 10.8 11.2 15.8 26.2 67.2 81.0 
正常 10% 血 49.8 49.2 43.2 63.6 138.0 203.4 
Th | é : : 
‘a if 1 1 ee EL a 31.4 31.0 26.2 43.4  >300 
=e # 21 W. 0.25 mg 2 回 投 36.4 63.2 E00 
ff. 3 AG 24 時 間 後 採血 110.0 >300 
CaCl。 wit 1/40M, SF 無 溢 加 の 正常 , 中 在 血 の 血 此 thromboplastin 時 間 は 300 秒 以 上 で あぁ っ た 。 


記号 は 第 1 表 参 照 


Bey By Se に 対す る CaCl, 濃度 お よ び SE の 影響 
EF = CE 
MOM i 時 間 エト (M)} 1/40 1/100 1/200 1/400 1/4,000 1/40,000 
濃度 PT 
ae pe Ae | 5(%) 24> +82 gg SQaBTIRYG oF 2 aig 9.0 
Th | 7E810% th 0 32.Qro) 49:45 1864 te Al Lindl? Ay SE 
cach | W. 0.25 mg 1 回 Mir yirivan ust or ku yn. 
| FA 1 投与 24 時 RAE ‘ 9. 9. 2 : 24.0 
SF | # a W. 0.25 mg 2 回 0.5 58.0 37:21) (50. 45 * 6222. [82.89 = 0644 awe 
ae 3f 投与 24 時 間 後 162.4 | 58.6. 63.0 70.4. 235. 313 ~ 400 
* CaCl,(1/40 M)-+thromboplastin+ Mme CHE Bees 1,2 HBA 
warfarin Haein Clk 0.5% thromboplastin (Cc k 9 ELEYAO PT に 対す る CaCh PEOBBAAARS 


F/O PT 値 が 得 ら れる 。 
SF zig t PT VBL EWA, IE, 正常 10 
% +i FRM Clk 10% の thromboplastin に より , war- 
farin Axe Clk 5% の thromboplastin (Ck) iff 
HED PT は 最小 の 値 を 示す (LA LIEW MO PT は SF 
の 少 加 に より 短縮 し な い ) (第 2 表 ) 。 
Zee HR AM 
thromboplastin 時 問 を 測定 する と 


Thromboplastin + SF CYS HO LC th ae 


iE iss KLOPTO 
Dis ) HEE UT ag Clk 10% thromboplastin に 
£Y, HK PTOCRERLKE Bi, 正常 10% AR 

[で は 0.5% ick VA HAE の 
thromboplastin WF ItBy poems, SUCH 
®thromboplastin 時 間 は 正常 血 BKLOERWAR LOL 
れ よ り も thromboplastin JP HOMMewL C= 


の thromboplastin 


ZF Bo 
な 血 此 ほど , そ 
の ea 時 間 は thromboplastin 渡 度 の 影 
級 を 著しく 受け る (第 2 表 )。 

2. PT ei CaCl; REO RB 


Thromboplastin + CaCl, + SF % # Min ICRI L Cif 


と , TEM MIs KQENARM Clit CaCl. 濃度 に 関係 な 
く , SF の 漆 加 で か えっ で PT EET S. LAU RS 
血 で は SF の 添加 に より PT は 短縮 し 』 1/40M の CaCl. 
に ょ より 最小 の 値 を 示し ,- CaCl HORMBeBWL< Sd 
S F3R)o a 

3. PT SKU MH thromboplastin 時 間 に 対 する . 

SF 濃度 の 影響 

4A KICHT LS ICHHMO PT は SF の 添加 に より 
kati, SF sacks に 伴い PT VK ITHER ST So 


また 正常 , Hae MAEO ma~= thromboplastin 時 間 も SF 
の 添加 より に 短縮 し, SF の 希釈 に 伴い WRB HET 
る 。 


4. 正常 希釈 血 の PT に 対す る CaCl. BEFORE 
正常 血 , 正常 40% AR Clk 1/40~1/400M の 
gee 正常 20% i ¥Rit C(t 1/40~1/200 M® CaCh, 
正常 10% FiFRila Clk 1/40M DM CaCh に な り 最 小 の 3 

T 値 が 得 ら れる 。 CLUTCH MLAEO PT は 1/4,000 MI 


以下 の CaCl, 


CKUBUL<MRTS G5 表 )8 


1959 年 6 月 草野 : 7) RS BLAM IT LD Et aS 117 
第 4 表 PT お よび 血 此 thromboplastin 時 間 に 対 する SF BROW 
| SF ig ig! 
MOM 採血 時 | PTC) TB ( 税 )  0 2 4 8 
oy 5s * | (%) 
Th-+- - 0.25 mg 1 回 
CaCl 中 1 By 5 29 時 間 後 30.4 OU5. | 15.4 18.2 18.8 20.6 
Bi 4 W. 0.25 mg 2 [a] 58.0 4 aed pe? 43.2 48.8 50.6 
SF 血 3f 投与 24 時 間 後 162.4 2 | 54.8 54.8 55.0 66.0 
i | = ss 
iE % mh 8.2 5 9.8 10.6 13.8 27.0 
poh 正常 10% 血 22.8 0.5 | 25.0 26.0 28.4 38.4 
a W. 0.25mg 1 回 gir | 
SF FA 1 15 29 時 間 後 30.4 4 | 26.2 48.8 4121.2 300 
FE Ht W. 0.25 mg 1 回 58.0 4 tes O20 129.2 > 300 
‘ft Sf Fy 24 wy He 110.0 4 > 300 


SF 無 添加 の 正常 お よび 中 毒 血 の 血 此 thromboplastin 時 間 は 300 秒 以 上 で あっ た 。 


記号 は 第 1,2 表 参 照 


第 5 表 正常 希釈 血 此 の PT に 対す る CaCh 濃度 の 影 細 
Ca a f RE mE eke eee 
iin RE He BE he eM] 1/40 1/100 1/200 1/400 1/4,000 1/40, 000 
(%) (%) = i eee 7: fet 
100 5 8.4 8.4 8.4 8.6 21.4 43.0 
40 5 10.4 10.4 10.4 10.6 16.2 53.6 
20 0.5 15.0 15.4 15.4 16.6 45.0 105.0 
to. | 0.5 22.0 24.0 25.7 35.6 53.6 ~ 300 
記号 は 第 1 表 参 照 
5. PT に 対す る CaClz, thromboplastin 濃度 相互 。 れ て PT は 次 第 に 延長 する (第 6 表 )。 
の 影響 次 に 正常 血 で thromboplastin 濃度 を 一 定 に し た 場 


LL 


正常 血 お よび 正常 40%, 20% AFR C, CaCle 濃度 が 
1/40~1/400M の と き thromboplastin 渡 度 (0.05~ 
10%) を 変え る と , SiO PT は 短縮 後 次 第 に 延長 
する が な が, CaCl 渡 度 が 1/4,000M OE X Cid, throm- 
boplastin 濃度 の 低下 に 伴い PT は 短縮 し な いで 次 第 
に 延長 する 。 し か し 正常 10% ARM Cis, CaCh 濃度 
» 1/40~1/100M で thromboplastin 濃度 を 変え る 
&, PT は 短縮 後 次 第 に 延長 し , CaCh 濃度 が 1/200~ 
1/4,000M の と き に , thromboplastin 濃度 の 低下 に つ 


合 , CaCl, 濃度 の 低下 に つれ て PT は 次 第 だ 延長 する 。 
Ld LIE 40%, 20%, 10% Fi FR. C tk thromboplastin 
測度 が 0.5~10% の と き , CaCl 測度 の 低下 に つれ て 各 
m#tO PT は 短縮 後 延長 し , thromboplastin 渡 度 が 
0.05%, 0.0005%% の と き に CaCl。 濃度 の 低下 に つれ て 
PT は 短縮 し な いで 延長 し て ゆく (第 6 表 )。 
YRICIE FH ML CVE 1/40M CaCh+0.5~10% thrombo- 
plastin,1/100~1/200 M CaCl.+5% thromboplastin, 
正常 40% 血 で は 1/200~1/400 M CaCl+5% throm- 


ms 6 表 Ee metoO PT に 対す る CaCh ぉ お よび thromboplastin BEOXS 
ne | TP 濃度 singe | 7 ype : 
(%)| 10 5 0.5 0.05 0.005 sts! A) 10 5 0.5 0.05 0.005 
Bin (cach Cac. 
i HE (M) 濃度 (M) へ 、 
1/40 ee ae Vee Pal oe TT TE 
zx | 1/100 8.4 8.2 14.2 23.6 >300 | HA 1/100 15.0 13.6 12.4 16.8 31.4 
1/200 8.4 8.2 14.6 32.0 5300 | 2% | 1/200 14.4 11.6 12.4 18.8 35.4 
ti | 1/400 10.2 8.6 20.6 37.8 >300 | EY 1/400 13.2 12.6 13.2 20.8 39.8 
1/4,000 | 15.0 18.0 +300 >300 | 1/4,000- 15.6 17.4 41.8 88.0 94.2 
] | a. Fi eas. . 3 = 
1/40 11.4 10:8 12.8 16.3 26.8 || _., 1/40 36.6 32.0 22.2 27.2 38.8 
i 1400 10.8 10.8 10.8 16.4 31.4 | 1/100 33.2 32.0 24.0 28.6 43.0 
40% 1/200 10.6 910 10.6 17.0 34.2 | | 1/200 24.2 25.4 25.7 32.8 47.0 
FR 1/400 10.6 9.0 11.2 19.0 37.6 | @E 1/400 23.6 34.0 35.6 35.8 48.2 
3 | 1/4,000 | 14.4 15.0 42.8 >300 >300 | MM 1/4,000 | 33.0 38.5 53.6 85.0 177.0 


記号 は 第 1 表 参 照 
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boplastin, 正常 20% 血 で は 1/200M CaCh+5% 
thromboplastin, iE 10% if Cc は 1/200~1/400 M CaCl 
410%thromboplastin, 1/100 M CaCl,+0.5%throm- 
boplastin に より 最小 の PT 値 を 示し た 。 ま た 正常 血 で 
は 1/4,000M CaClz+0.5~0.05% thromboplastin, 
1/100~1/400 M CaCl,+0.005% thromboplastin に 
より , IE 40% 7A FRM Cvs 1/4,000M CaCl, +0.05~ 
0.005% thromboplastin ICKY A m3eO PT は 300 
POULOWPEAL, IER 20%, 10% ARR Cit 1/40~ 
1/4,000 M CaCl,+0.005~10% thromboplastin に よ 
り PT は 300 秒 以 上 に 延長 し な か っ た (第 6 表 )。 
mice mC PT 値 が や や 増大 し て いる も の で は , 
CaCl, 濃度 1/40~1/400M, PT 値 が か な り 増大 し て 


= 
& 


HAD AH MERE A 


=e 


Fut 


G3 B25 


か る る の で は CaCl JRF 1/40~1/100M “Cc, throm~ 
boplastin 濃度 の 低下 に つれ て PT は 短縮 後 延長 し た 。 
また thromboplastin 濃度 一 定 で CaCls 濃度 を 変え た 
BA, PT が や や 延長 し て いる 中 毒 血 の PT 2 5% 
thromboplstin+1/40~1/4, 000 M CaCl, の 添加 に より 
短縮 後 延長 する 場合 を 除い て , 中 毒 血 の PT は CaCle: 
JLREOIR TE LON CKBICTER Lo ELT PT ORS 
延長 し て いる 血液 で は 5% thromboplastin+1/100~ 
1/200 M CaCls, 0.5% thromboplastin +1/40 M CaCl: 
に より , PT の か な り 和 延長 し て いる 血液 で は "0.5-259%6: 
thromboplastin+1/40 M CaCly に より 最小 の 値 が 得 
nie (第 7 表 )。 CU CHHMD 300 秒 以下 の PT fax 
示す CaCh, thromboplastin 濃度 の 範囲 は 正常 血 の そ 


第 7 表 Warfarin He m#oO PT に 対す る CaCh よび thromboplastin BROe 
Th ee 
CaCl, (%) 10 5 0.5 0.05 0.005 
濃度 (M) 
1/40 18.9 15.4 14.6 29.8 74.0 
W. 0.25mg 1 1/100 18.0 14.4 16.4 Does >300 
1/200 21.0 14.4 の の >300 
投与 24 時 間 後 採血 1/400 23.4 18.6 25.0 >300 
1/4, 000 90.2 > 300 >300 
1/40 3D a0 eyes} Zon 47.6 108.6 
W. 0.25mg 2 [a] 1/100 BY SH 29.8 28.0 >300 >300 
1/200 46.7 >300 >300 
BY QAR GE EK 1/400 61.4 >300 
1/4, 000 >300 


記号 は 第 1 SHS 


be £8 9 =e TE M40 fibrin 形成 に 対す る thromboplastin HO Rs 

Th e oh 8 Mo ®) | Fibrin Rt (nig/01 6) 
濃度 (%) 正常 血 正常 40% 血 正常 30% 血 TEAS 10% tin | wes im 正常 40% 庫 正常 20% 血 IE 10% i 
10 10 10 15 35 a oe G,6 0.5 0.1 0.1 

5 10 15 15 35 0.6 0.5 0.1 0.1 

0.5 15 20 20 40 | 0.4 0.4 0.1 0.1 

0.05 20 20 20 40 0.3 0.3 0nd 20-1 

0.005 35 30 35 40 0.1 <0.1 る を 0 前 <0uL 

0.0005 65 35 35 45 <0.1 <0 <0.1 ONE 

CaCh 濃度 , 1/40M; 記号 は 第 1 表 参 照 

| cE OM) se: IER MEO fibrin 形成 に 対す る CaCh PEO 

CaCl, f be 血 時 fl  ( 秒 ) | Fibrin 量 (mg/0.1cc) 
濃度 (M) IER E40% th 正常 20% 血 正常 10% 血 | 正常 血 正常 40% 血 TEM 20% tn 正常 10% 古 
1/40 10 10 10 20 0.6 0.6 Ql < 

: ; : 0.1 

1/100 10 10 15 20 0.5 0.6 0.1 <01 
nie 20 10 25 25° 0.5 0.6 Ont <n 
vA oe 25 10 25 25 0.1 0.5 <0.1 <0.1 
0 35 15 50 35 705.1 0.5 0 <0.1 
/40,000 | >1200 15 150 150 <0.1 0.5 <0.d <O:4 


Thromboplastin 濃度 


’ 
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れ よ り も 非常 に 小さ い 。 
6. Fibrin 形成 量 に 対す る CaCl, お よび throm- 
boplastin 濃度 の 影 線 
正常 自 お ま よび 正常 希釈 血 だ お いて CaCl, 測度 一 定 で 
thromboplastin 濃度 を 変え を た 場合 , また 後者 の 濃度 を 
一 定 に し て 前 者 の 濃度 を 変え た 場合 それ ぞ れ の 濃度 減 
少 に 伴っ て We MURPH HEEL, fibrin 形成 量 は 減少 す 
So そし て 正常 希 楼 血 で は 正常 血 に 比べ て fibrin 形成 
昔 は 非常 に 少な い (第 8, 9 表 )。 
MB Cls, CaCl, 濃度 が 一 定 の と き 1/40M CaCl 
+0.5% thromboplastin を 添加 し た 場合 の 深 血 時 間 は 
最小 の 値 を 示し , #7 fibrin 形成 量 は thromboplastin 
| 洲 度 の 低下 に ろ れ で 少な ぐ な る (第 10 表 )。 まだ throm- 
boplastin 濃度 が 一 定 の 場合 で も 1/7/40 M CaCh+0.5% 
thromboplastin (Ck) Hiei Owe Mey ihe) (jf % 
ALE HUA). SCLC, Hime 4c fibrin 
形成 量 は thromboplastin 濃度 より も CaCh RHEOR 
MaeBl< ek FY, 10, 11 表 )。 


第 10 表 Warfarin PRB MIeO fibrin 形成 に 
対す る thromboplastin yB HO Be 


Th 濃度 (%) | 凝 血 時 間 ( 秒 ) fibrin Ht (mg/0.1 cc) 
10 80 0.6 
5 80 0.6 
0.5 | 50 0.4 
0.05 80 0.2 
0.005 100 0.1 
0.0005 200 <0.1 


hae HO PT, 64.0 秒 ; CaCl 濃度 , 1/40M 
記号 は 第 1 表 参 照 


第 11 表 Warfarin Heo fibrin 形成 に 
対す る CaCl BRE ORR 


CaCl。 濃度 (M) | BEmeE FECES) fibrin fit @mg/0. 1 cc) 


1/40 | 50 0.4 
1/100 | 80 <0.1 
1/200 . 260 Zork 
) 1/400 >1200 <0.1 


has D PT, 64.0%; Th 濃度 , 0.5% 
記号 は 第 1 RSH 
7. nm vitro に お ける warfarin の PT に 対す る 影響 
a) 100 単位 , 10 単位 の thrombin と fibrinogen 
と の 等 量 混合 に より それ ぞ れ 3.2, 10.9 CHIME 
成 し た 。 し か し warfarin 含有 fibrinogen (0.1co) 
に thrombin 10 単位 を 添加 する と , 
「 符 有 の も の で は 48 秒 後に 微量 の fibrin' を 本 出 し た が , 
300 秒 以上 の 聞 凝 血 塊 を 形成 し な か っ た 。 そ し て 100M 
4, thrombin を 添加 し た 場合 に は 17 秒 後 に 微量 の 


warfarin 10 mg 
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fibrin を 析出 し た が , 凝 血 塊 を 形成 し な か っ た 。War- 
farin 20 mg, 30 mg 含有 の も の で は 300 FLD, LO ie 
血 塊 を 形成 し な か っ た 。 

b) Warfarin 10mg 含有 fibrinogen (0.lcc) に 
100 単位 の _thrombin "を 等 量 漆 加 し , と の 混 谷 物 の 一 
定量 を 一 定時 間 お き に 採取 し , これ を warfarin を 含ま 
7£\) fibrinogen に 加え て 北 血 時 間 を 測定 する と throm- 
bin の 活性 度 は warfarin に より ほとん ど 影 響 を 受け で 


[= 


いな いこ と こと が わか っ た 。 次 た warfarin 含有 の 10 単位 
100 単位 の thrombin (0.1cc) を fibrinogen に 漆 加 し 
て 北 血 時 間 を 測定 する と ,warfarin 10mg 4-47 10 単位 
の thrombin で は 65 秒 で 少量 の fibrin を 析出 し た が , 
fibrin 塊 を 形成 し な か っ た 。 また warfarin 10 mg & 
有 100 単位 の thrombin で は 9.8 秒 で か な り の fibrin 
塊 を 形成 し た 。 し か し warfarin 20 mg 含有 100 単 信 
の thrombin で は 北 血 塊 を 形成 し な が っ た 。 

c) PT 16.6 POW mic warfarin 10mg を 添 
加 す る と , その PT fits 300 秒 以 上 と な り 北 年 塊 を 形成 
し な い が , warfarin 含有 (10 mg) mitic CaCl, (1/40 
M), thromboplastin を 等 量 添 加 し , 一 定時 間 お きこ 
採取 し た 混合 物 を 抽 brinogen に 添加 し て 凝 血 時 間 を 測 
定 し , prothrombin 転化 時 間 を 調べ る と , 混合 後 10~ 
15 秒 で prothrombin の 転化 が 起 っ て いる こと と が 朋 ら か 
に な っ た 。 Warfarin # 2A Ute Vv m4 prothrombin 
転化 時 間 は 約 10 秒 で あっ た の で , PRRAM TIX pro- 
thrombin O 転化 は 正常 に 行わ れん て いる が が fibri- 
nogen "転化 は 阻害 され て いる と こと が わか る 。o ELT 
warfarin 24 m4 prothrombin 転化 時 間 は 正常 硫 
柴 の それ より も や や 大 き な 値 を 示し た が , と これ は 被 検 採 
取 液 に warfarin が 含ま れ て いる た め , その 影響 が 現 わ 
NMEKbIDEBASNSS 


者 ES 


本 実験 で PT (HOKSIEWARI, warfarin pe 
if, PT の 最適 thromboplastin 濃度 は PT 値 の 小さ い 
正常 血 , 正常 希 家 血 の 場合 より る 低い 。 こ と これ は 前 者 が 後 
者 に 比べ で prothrombin が 少な く , thromboplastin 
に 対す る 有 反応 性 が 低い こと を 示す も の で ある 。 し か し 
SF £iRMtot ERMBLOEBARGO PT 値 は 
thromboplastin, CaCls 濃度 に 関係 な く 増大 する が , 中 
72m “C Wt PT は 著しく 短縮 し , 最適 fhromboplastin 
濃度 が 高く な る 。 正常 血液 の 場合 で は , ARKO 
fii 23 SF の 添加 で くず れる た め に PT 値 の 増大 が 起 る も 
の と 考え られ る 。 LP LAB Clk SF が 著しく 減少 
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le Gs) Gas, 1958a5'b), た Sth om bos 
plastin 十 CaCly。 に より thromboplastin 複合 体 が 形成 さ 
れ , これ が prothrombin 転化 に 関与 し て いる こと が 明 
ら か に され て いる の で (STEFANINI, 1954; 松岡 , 1956; 
草 時 , 1958a,b), SF の 補充 と 高 濃度 の thromboplas- 
tin 添加 に よる 強力 な thromboplastin 複 含 体 の 形成 
Li kot, PIDBBUS MMT Sb OLBASNS. 
正常 血液 の 場合 で も PT は SF の 添加 に より 短縮 し な い 
が , 高 濃度 の thromboplastin に より 最小 の 値 を 示し , 
活性 度 の 高い thromboplastin 複合 体 の 形成 に 高 濃 度 
® thromboplastin を 必要 と する も の と 思わ れる 。 
WICIEW Is LOH MAL thromboplastin の み に 
& OE] U7Zrv> 28, thromboplastin+SF (7c & + fal 
(血豆 thromboplastin 時 間 ) する こと は SF+throm- 
人体 が 形成 され 
(草野 , 1958a , b) これ が prothrombin 転化 に 関与 
し た こと を 示す も の で ある 。 そし て 正常 血液 の 場合 で 
は , AFRO m4e thromboplastin 時 間 は 未希 楼 血 よ 
り る 低い 濃度 の thromboplastin に より 最小 の 値 を 
RR Ne a 
適 thromboplastin 渡 度 が 高く な る 。 この 差異 は す で 
記述 べた よう に 血 此 中 の 各 北 血 成 分 の 均衡 に 関係 が あぁ る 
よう に 思わ れる 。 そし て thromboplastin 渡 度 を 一 定 
こし て SF の 濃度 を 変え た 場合 , Aintto m3 throm- 
時 間 は 未希 釈 の SF に より 最小 の 値 を 示し j』 
NR 
の 影響 を 著しく 受け る も の と 


boplastin に より thromboplastin 複合 


る thromboplastin 渡 度 
Bea Die 

Rice MIC SF を 添加 し て PT を 測定 し た 場合 そ 
の 最適 "CaClz 濃度 は PT 値 に 関係 な く 一 定 (1/40 M) 
で 7 また 筆者 (1956a) は SF を 添加 し な い 場 合 の PT 
DR CaCh 濃度 の 範囲 は PT 値 の 大 きい も の ほど 小 
さい こと を 明らか に し て いる 。 ま た 本 実験 で SF を 添加 
し な い 場 合 の EMO PT は 血 此 の HIRI Mo Cc 至 敵 
CaCl jz EO ai Dee < AT LB 3 明らか に な っ た 。 を 
し て SF を 添加 し て 測定 し た 場合 で も 同様 の 結果 が 得 ら 
れれ た ( 末 発表 )。 こ れ ら の こと か ら , prothrombin が 少 
な く な る と PT に 対す る 至 適 CaClz 漠 鹿 範囲 が 狭く な 
り , また thromboplastin 複合 体 の 形成 に 至 適 な CaCl 
渡 度 は 一 定 に な る こと が 推察 され る 。 

次 に 正常 年 で thromboplastin, CaCl, 濃度 を 
(KP LC PT を 測定 し た 場合 最小 の PT ERA Pathe 
romboplastin, CaCl, ire BE © ti BH VIE Ay LD FR Dt 
HC 伴っ て 小さく な り ; 両者 の 濃度 の 小さ 


第 3 券 Ble 


Bij 
G 


動 す る 傾向 が あぁ る 。 し た が っ て 300 秒 以下 の PT 値 を 示 
+ CaClz, thromboplastin 濃度 の 範囲 は 逆 に 大 きく な 
る わけ で ある 。 こ れ は 各 淫 血 成 分 の 一 様 な 減少 で より 低 
濃度 の CaCls。, thromboplastin (Catt 4 M4RO MISH 
DIBKTFSCEXMIbOCHS. Peet Cs PT 値 が 
増大 する と 最適 thromboplastin 濃度 は より 低く な る 
が , 最適 CaClz 濃度 は 変化 せ も ず , また 300 MLL EO PT 
値 を 示す CaCl, thromboplastin j2 EEO si FA VagE i IC 


APA&<wMSo THIER ARLE BEY, warfarin | 中 


BICKLOT CIMA KS CHRMEX LOBES OR 
均衡 に 由来 する も の と 考え られ る 。 

次 に fibrin SPEROR MR OMAR PT OF 
StH CWS2, Aa MIRS AD VEAT SECO 


時 間 で あり , Bes fibrin が 最初 に 析出 する まで の 時 
間 で ある 。 そ を し て 正常 血液 の 場合 で は , CaCls, throm- 
boplastin の 添加 に よる 灘 血 時 間 は PT の 場合 と 異な り 
CaCls, thromboplastin 濃度 と 比例 的 関係 に あぁ り , 両 渡 
度 は fbrin 形成 量 と も 比例 的 関係 に ある 。 LA Lei 
Crm PT の 場合 と 同様 thromboplastin 7% 
度 と 平行 関係 を 示さ な い が , Beis KO CaCl, Be 
fibrin 形成 量 と 比例 的 関係 に ある 。Prothrombin の 転 
{hitkoT#UF thrombin (Ck) fibrin BURMAN 
る か ら , thrombin 形成 は prothrombin 転化 時 間 , 
thromboplastin 渡 度 と 比例 的 関係 に ある と いえ る 。 し 
か し , SF は prothrombin 転化 時 間 を 促進 する こと , 
Hse. Clk SF Dip LTV SO Chae th OE i 
thromboplastin 濃度 に 比例 的 関係 を 示 き な か っ た も の 
と 思わ れる 。 ま た CaCl. 測度 は PT の 場合 と 同様 pro- 
thrombin 転化 時 間 の みな ら ず fibrin 形成 量 と 密接 な 
関係 が ある と いえ る 。 ~ 

"従来 正常 血 の PT 測定 に 5% thromboplastin が 使用 
Si, HMO PT の 測定 に も 5% の thromboplastin 
を 使用 し て きた 。 し か し 本 実験 の 結果 , 中 毒 血 の PT は 
5% 以 下 の thromboplastin で 測定 すべ き で ある (FH 
表 で ある が 1% が 最も よい )。 そし て CaCl, 濃度 は 正 
i, HM SIC 1/40M の 渡 度 で よい と と が 明らか に 
pee Tee 


次 に in vitro で 多量 の wafarin は prothrombin 


転化 お よび thrombin 活性 度 に 対し 影響 を 与え を な い が 」』 
fibrinogen 転化 に 対し 著 し い 影 響 を 与え る こと が 明 ら 


PMGIS Se 

第 3 報 (三坂 草野 , 1956) で , warfarin の 多量 を 連 
投 あ ちる い は 1 回 投与 し た 場合 に は , PT は 急激 に 延長 す 
る こと を 明らか に し た が , と これ に は warfarin の fib- 


摘 5B 


| 正常 血 , 正常 希釈 血 , warfarin HM ici PT, 
fi thromboplastin 時間 測定 に 最適 な thrombo- 
plastin, CaCl, SF 濃 度 は ぞ れ ぞ れ 異な っ て いる 。 を そ を 
| し て warfarin 中 毒 血 の 上 述 の 各 時 間 は 正常 年 お よび 正 
| 常 希 釈 血 に 比べ て SF, thromboplastin, CaCl, 濃度 
[影響 を 閉 し く 受 けた 。 LEB CHMOD fibrin 
| 晶 も thromboplastin, CaCl, 濃度 の 影響 を 匠 し く 受 
HS, 特に 後者 の 影響 が PS nt 

In vitro で 多量 の warfarin は fibrinogen 転化 を 
RHE Leo 


The influences of the concentrations of tissue 
‘thromboplastin, CaCl, and the stable factor (SF) 
time (PT), 


thromboplastin time and fibrin quantity in normal 


‘on the prothrombin the plasma 
plasma, diluted normal plasma (with saline) and 
warfarin-poisoned plasma or blood have been 
‘examined, and the following results were obtained. 
: 1. The concentration of thromboplastin neces- 
sary to obtain the minimum value of the PT 
was 5% in both normal and 40% plasma, and 
0.5% in 20% plasma, 10% plasma and warfarin 
plasma. When the PT was measured by 
thromboplastin+CaCl.+test plasma, the suitable 
concentration of thromboplastin was 10% in both 
normal and 10% plasma, and 5% in warfarin 
plasma. 

The concentration of CaCl, necessary to obtain 


the minimum value of the PT was 1/40~1/400 M 
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[rinogen 転化 に 対す る 直接 作用 も 関与 し て いる も の と 思 
| われ る 。 Slt 
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Summary 


Notes on the Coagulation Defect in Mice 
Poisoned by Coumarin Rodenticides 


By Tyuzi Kusano’ 
Laboratory of Applied Zoology, Tokyo University of Education, Setagaya, Tokyo 


in 40% plasma, 1/40~1/200 M in 20% plasma and 
1/40M in 10% plasma. When the PT was 
measured by thromboplastin+CaCl.+SF-+test 
plasma, the suitable concentration of CaCl: was 
1/40~1/100 M in normal plasma, 1/100 M in 10% 
plasma, and 1/40M in warfarin plasma. 

2. The concentration of thromboplastin neces- 
sary to obtain the minimum value of the plasma 
as measured with throm- 


in both 


thromboplastin time, 
boplastin+SF+test plasma, was 10% 


normal and warfarin plasma showing the 
prolonged PT, and 5% in both 10% plasma and 
warfarin plasma showing the slightly prolonged 
Pale 

3. When the PT was measured with the added 
SF, the plasma thromboplastin time in normal 
warfarin plasma and 


plasma, 10% plasma, 


the PT in warfarin plasma was prolonged pro- 


1 Present adress: porn of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, University of Tottori, 


Tottori, Tottori Pref. 
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gressively according to the dilution of the SF. 
4. When the concentration of either thrombo- 
plastin or CaCl was changed keeping the 
concentration of either CaCl or thromboplastin 
constant, the PT in warfarin plasma was affected 
more significantly than those in both normal and 
diluted plasma by the concentration of CaCl, or 


thromboplastin. 


M3 B25 


5. Fibrin quantities in normal, diluted and 
warfarin plasma were affected more significantly 
by the concentration of CaCl, than by that of ] 
thromboplastin. 

6. The PT of normal plasma was markedly 
prolonged by high dose of warfarin in vitro. It. 
was found that this is caused by the inhibition ) 


of fibrinogen conversion. 


ey 


IS=VYH—M Oncopera fasciculata の 生態 
4. 1948~1955 年 間 で の 個体 数 変動 と その 原因 

Mnavncg, P. E. (1957) The ecology of Oncopera 
fasciculata (WALKER) in South Australia. 4. Fluc- 
tuation in numbers during 1948~1955 and an 
analysis of them. Aust. J. Zool. 5 (2): 196~215. 

と の が ガ の 幼虫 が 大 発生 する と , 広い 面積 に わた る 牧草 
地 が 完全 に 食い 荒さ れ て し まう 。 そ し て , こと の 大 発生 は 
気象 条件 特に 降雨 と 深い 関係 を る も つて いる 。 

前 報 で 記し た と お り , 幼虫 個体 妊 の 多少 は , 卵 若 令 
HAD RRC. 未 熱 幼虫 ~ 路 期 の 土壌 の 過 湿 に ょ つて 大 
きく 雪 本 され る 。 し た が つて , EHO KD HRY Be 
な 場所 で あぁ る Gambier 山 付 近 で は , 若 令 幼虫 時 期 の 降 
FA A DS AEE & PRR ISR BOTS, すなわち, 
10~12 AMICMN eA ARDS 45 目 以 下 に な る と , 
その 世代 は 大 発生 に 発展 する 。 1948~1950 年 の 大 発生 
は この 条件 に 一 致し て いる 。 他方, 土壌 の 排水 が 不良 で , 
し ば し は ば 冠 水 を みる 場所 で ある Kalangadoo 付近 で は , 
7G AA Dh a — ti © TE (7 ~9 月 ) が 降雨 量 が 少な いま まで 
IST OL, 次 世代 が 大 発生 する 傾向 が ある 。 も つと る も 
COME, 降雨 日 数 より も 降 雨量 の 多少 に る 関係 が あぁ 
り , RICA AD KER DS d ) FASEIC OE RBM DE 
水 を 受け る 場合 は , 大 発生 が 起 ら な い 。 1949~1950 年 
の 大 発生 は , と の 土地 が 全く 和 守 水 を 被 ら 5 な か つた た めで 


ある 。 


こと これら の 大 発生 は , 2 ~3 年 目 に 不良 な 気象 条件 に よ 
つて 急激 に 消失 し た 。 CRETE Ale 


DR 


コウ モリ ガ の 一 種 Oncopera fasciculata の 生態 : 
5. 原野 の 農地 化 お よび 土地 改良 に よる OO. fasciculata 
の 生息 環境 の 変化 | 

Mance, P. E. (1958) The ecology of Oncopera | 
fasciculata (WALKER) in South Australia. 5. 
Changes in the environment of Q. fasciculata | 
associated withthe development of country grey 
for agriculture. Aust. J. Zool. 6 (1): 19~26. 

A 30 年 以前 に は と の が は 非常 で 少な くべ 農作物 tT 
対す る 加害 る ほとんど な か つた が , 近年 その 害 が 非常 TT 
多く な つた 。 そ の 原因 と し て は , と この が ガ の 生息 地 で あつ 
た 原野 が 開拓 者 に よ つ て 牧草 地 に 代え られ た と た に が 最 | 
KEE OCHS © 

牧草 地 に 伴 つ て , COP OARS 2 RE ICU ES 
原因 は , 牧草 栽培 に よ ょ つて 豊富 な 食物 が 与え ぁ れ た で と 
土地 改良 に と よ つ て 漠 潤 排水 が 行わ れる よう に な つた で 
で ある 。 牧草 特 に 外国 産 の ク ョ バー の 移植 は 」 と の が の 
Sec, "以前 と は 比べ る の に な ぁ ちく らい 多く の 食物 @ 
良好 な 生息 場所 を 与え た 。 そ し て こと これ に は 」 IU Bes 
び 微 量 要 素 肥 料 の 施用 が 大 きぐ 関係 し て で いる 。' そ の 和正 
土地 改良 に よ つ て 過剰 な 土壌 水分 が 排出 され る よう に 漂 
つた の で , 過去 に お ける よう な 過 湿 特に 守 水 に よる 幼 量 
の 死亡 が は な は だ し 《 く 減少 し た た め , 個体 群 密 度 が 増加 
し た も の と 思わ れる 。 (Rt EP ME) 


On the Change in the Weight of the Fat Body and of Its 
| Chief Constituents in the Silkworm, Bombyx mori L., 


_ It is well known that the constituents 
f the fat body of insects change seriously 
both in quality and in quantity during 
metamorphosis (Munson, 1953; WiGGLEs- 
IWORTH, 1953). One of the present authors 
has also studied chemically on the tissue 
concerning the storage of glycogen (Snice- 
IMATSU, 1956). So far as the authors know, 
however, there is no other report of the 
ichemical study onthe quantitative change 
in substances of the insect fat body. 

Hitherto, physiological function of insect 
fat body has been studied by the authors 
in the silkworm (Suicematsu, 1956a, b, 
1958 a) and by a few researchers in other 
insects (ANDERSON & Parton, 1955; Hear- 
FIELD & Kirtsy, 1958; Kirtsy & NoviLLg, 1956, 
1957). This paper deals with daily change 
in the weight of the tissue and in its chief 
constituents measured prior to entering 
further in detail the physiological function 
of the tissue. 


MATERIALS AND METHODS 


As materials, the silkworms of the 
hybrid between N 122 and C 122 were 
used in spring and those between N 115 
and C 108 both in summer and in autumn. 
The fat body was collected from the part 
except the thoracic and first abdominal 
segments instead of the whole body. In 
another case, to see the local difference 
in the function of the fat body, it was 
collected from two parts separately, the 
one, called as an anterior part covering 
segments from the fifth to the seventh, 


during Metamorphosis 
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and the other as a posterior part, from 
the eighth to the last. 

For determining dry weight, the fat 
body taken out thoroughly with forceps 
from insects was weighed after washing 
with ice-cold 0.85 per cent KCl solution 
to remove blood and desiccating at 100°C 
until it attained to a constant weight. 
For determining the quantity of three 
constituents, the fat body collected was. 
washed in the same way as mentioned 
above and then lyophilized. Lipid was. 
extracted with solvent mixture of alcohol, 
ether and chloroform (2:2:1), immersing 
a definite amount of the lyophilized 
material in the solvent of twenty times 
the volume of the dry sample at 47~48°C 
for 24 hours. The extraction was repeated 
twice with fresh solvent. Both extract 
and residue were dried in vacuo over 
liquid paraffin and calcium chloride in a 
desiccator. Then the solvent-free extract 
as lipid', and the residue were weighed. 
The residue was dissolved in 1 N NaOH 
and protein contained was determined 
colorimetrically using the method of Lowry 
et al. (1951). Determination of glycogen 
content followed after the previous de- 
scription (SuHiGEMATSU, 1956c). 


RESULTS 


Change in the dry weight of the fat body. 
—Change in the dry weight of the fat body 
per individual is shown in Fig. 1. A rapid 
increase in the weight takes place from 
the first day of the fifth larval instar, 


? Although the fraction contains many substances other than lipid, such as free amino acids, 


reducing sugars, carotenoids etc., the term “‘lipid’’ is used for convenience’ sake, because 
lipid should be the main constituent of the extract. 


(Received for publication, August 14, 1958) 
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Fig. 1. Quantitative change in the fat body 
from the first day of the fifth instar 
to the early pupal stage. Dry weight 
per individual. R: ripenning, P: pupal 
molt, Solid line: female, Dotted line: 
male. 


150 


120 
100 


IN MG. 


WEIGHT 


.°) 2 4 6 8 1 2 14 16 
TIME IN DAYS 


Fig. 2. Quantitative change in the fat body 
from the first day of the fifth instar 
to the early pupal stage. Dry weight 
per g of body weight. Notes are the 
same as those in Fig. 1. 
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Fig. 3. Quantitative change in the fat body 
in two parts, anterior and posterior, 
of the abdomen. A: anterior part, 
P: posterior part. Other notes are | 


| 


the same as those in Fig. 1. | 


reaching the maximam value of 200 mg in} 
the female and 130mg in the male at the: 
end of the spinning stage or one day) 
before the pupal molt. They grow about 
22 times in the female and 20 times in the: 
male as heavy as that of the first day of | 
the last larval instar. After spinning, 
the weight decreases with age. The 
female is always superior to the male in| 
the weight of the fat body. The gta 
becomes clear after the ripenning stage. The: 
relation is almost:the same as that observed! 
on the curve shown with per gram of thes 
body weight as illustrated in Fig. 2. Th 
maximum weight they attained at th 
last day of the spinning stage is 23 time 
in the female and 17 times in the male 
and 20 times in average as heavy as th : 
first day of the last larval instar. Betweenl 
both anterior and posterior parts of the 
abdomen the rate of increase in the dry 
weight of the fat body per individual ig 
almost the same, showing that the sexua 


after the ripenning stage, more rapid in th 
female and less in the male until the 
attain their own maximum value at th 
end of the spinning stage. The result i 
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shown in Fig. 3. 

: Change in content of three chief consti- 
uents.—Change in content of three chief 
sonstituents, i.e., lipid, protein and 
rlycogen, is shown as mg per individual 
m Fig. 4. They are in low level of 2 to 
dmg at the beginning of the last larval 
nstar. A rapid increase in lipid is seen 
until it reaches the maximum value of 
about 95mg at the pupation time. The 
content of protein changes character- 
stically ; it rises during the former half 
period of the last larval instar until it 
[eaches a constant value of about 20 mg 
fluring the latter half period, increases 
huddenly in the spinning stage, and reaches 
he maximum level of about 43 mg at the 
Dupation time. Glycogen shows a simple 
curve, that is, it begins to rise from the 
middle of the last larval instar and at- 
pains the maximum level of about 25 mg 
at the ripenning stage, which is followed 
py a gradual fall. 

Change in the ratio among three chief 
tonstituents is shown in Fig. 5. Lipid 


80 


oO 
= 60 
iz 
= ROTHN 
am 4° ~ 
w 
= 
20 
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° 2 4 6 8 10 12 14 {6 
TIME IN DAYS 
| Fig. 4. Quantitative change in three chief 


constituents, lipid, protein and glyco- 
gen, of the fat body from the first 
day of the fifth instar to the early 
| pupal stage. Weight in mg per indi- 
| vidual. Notes are the same as 
those in Fig. 1. 
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Fig.5. Ratio of content of three constituents, 


lipid, protein and glycogen, of the fat 
body expressed as weight per cent 
by dry weight of the tissue. Ordinate: 
Other 
notes are the same as those in Fig. 1. 


percentage of the constituents. 


keeps a level more than 50 to 65 per cent 
during the course of metamorphosis and 
is always superior to the others in the ratio. 
The pattern of fluctuation in the percentage 
of lipid is quite similar to that of glycogen 
which remains in a low level, varying 
between 3 and 21 per cent. Both lipid 
and glycogen have the maxium percentage 
of each fluctuation range at the ripenning 
stage. At the same stage, the ratio of 
protein which keeps 35 to 40 per cent 
during the former period of the last larval 
instar and the pupal stage falls to the 
bottom of about 13 per cent, which is 
lower than that of glycogen at that stage. 


DISCUSSION 


Both lipid and glycogen accumulate in 
the fat body throughout the last larval 
instar. Glycogen begins to decrease from 
the second day of the spinning stage and 
lipid from the pupal molt. Thus the 
decrease begins earlier in glycogen than 
in lipid. This fact shows that glycogen 
is utilized as an energy source for meta- 
morphosis prior to the utilization of lipid. 

Change in protein content in the fat 


126 


body shows a peculiar curve, that is, the 
content per individual remains costant 
from the middle period of the last larval 
instar to the ripenning stage, though the 
other two increase rapidly. Recently, it has 
been demonstrated that the fat body synthe- 
sizes a considerable amount of protein and 
secretes thereof in vitro in some stages 
including the latter feeding period of the 
last larval instar (SHIGEMATSU, 1958c). On 
the other hand, a remarkable increase in 
protein of blood (Suicematsu, 1958 b) and 
of silkgland takes place during that period 
(Fuxupa, 1951). Total protein nitrogen in 
all the tissues except blood and silkgland 
remains constant during this stage(Fuxupa, 
1951). Accordingly the fact that the amount 
of protein of the fat body does not increase 
in this stage may not be due to the pause 
of its synthesis but its secretion. There- 
fore, it is highly probable that the fat 
body synthesizes and secretes protein in 
vivo, too (SHIGEMATSU, 1958 c). 


SUMMARY 


_. Daily change in the dry weight of the 
fat body of the silkworm and in its chief 
constituents was measured during meta- 
‘morphosis, from the first day of the 
fifth larval instar to the early pupal stage. 

The dry weight of the fat body rapidly 
‘increases from the first day of the fifth 
instar until it attains the maximum value 
-at the end of the spinning stage. After 
Spinning, the weight decreases with age. 
The female is always superior to the 
male in the weight of the tissue and this 
difference becomes more obvious after the 
ripenning stage. 

The change in content of three chief 
‘constituents, i. e., lipid, protein and glyco- 
gen, was examined. The content of lipid 
rapidly increases from the initial period 
of the last larval instar until it reaches 
the maximum value at the pupation time, 
and that of glycogen begins to rise from 
the middle period of this instar and attains 
the maximum level at the ripenning stage. 
Protein content rises during the former 
half period of this instar until it reaches 
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a constant value during the latter half 
period, followed by a sudden increase in 
the spinning stage. 

As to change in the ratio among three 


chief constituents, the ratio of lipid and | 


glycogen fluctuates in the same. manner 


and the maximum value of both materi- | 


als is attained at the ripenning stage. The 
ratio of protein, however, fluctuates 
antagonistically as in others, that is, the 


minimum value is shown at that time. 


Throughout the development, the ratio of 


lipid is superior to that of other con- || 
stituents. | 
Acknowledgement. Grateful acknowledge- | 


ment is made to Dr. M. Harizuxa for his 
kind help during the experiment and in 
revising manuscript. 
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) RAO, 特に 変態 た 伴う 脂肪 組織 の 定量 的 変化 
その 乾物 重 お よび 含有 成分 た につい て 調べ た 。 組 織 の 
区 長 を 腹部 脂肪 組織 の 乾物 重 の 変化 で 表わす と , 1 頭 あ 
7D DHPC EL 5D 令 起 奏 か ら 化 遇 前 まで の 間 に 著 し 
[Sao WEE 22 倍 。 MEIS 20 倍 に な る が , 化 妊 後 は 
減少 し て いく 。 HMEMERH © 3E VEE He BAAS DL REE & ie, 
HEDIES BAKCH 45 WKB HY OR MROB LAA 
IDL, その 値 は 5 令 中 期 以降 , (KATE CO MARE ICH 
ML, その 最高 値 を 5 令 起 奏 の 値 と 比較 する と , 雌 は 23 
fia, 雄 は 17 倍 に な る 。 腹 部 を 第 7 と 第 8 関節 を 境 に し 
で 前 部 と 後部 に 分 け , そ れ ぞ れ の 組織 量 の 変化 を みる と , 
両 部 分 と も 同じ 変化 の 型 を 示す が , 吐 和 糸 期 に 現われ る 雌 
( 座 の 差 は 後部 の ほう が 大 きい 。 

HAL 頭 あ た り の 組織 に 含ま れる 3 成分 の 量 を 測定 す 
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, Insect Physiology. 5th ed. with addenda. 


要 


家 奏 に お ける 脂肪 組織 と その 主 な 含有 成分 の 量 的 変化 に つい て 


ia * AG ahs GIR x 
IE A A AR RS 


SHE, SFr Clk 3 成分 と も 25mg で 少 基 で ある 
DS; 脂質 は 急速 に 増量 し て 吐 糸 終了 の と ろ に 最高 値 , 約 
95 mg に 達する 。 グ リコ ー ゲ ン は 5 令 中 期 に 増加 し 始 
め , AAI, 吐 未開 始 の ころ 最高 値 25 mg と な り , 以 
後 減少 する 。 タンパク 質 は 特徴 的 な 変化 を 示し , 5 令 中 
期 ま で 増加 し た 値 は 以後 就 奏 ま で ほぼ 一 定 値 約 20 mg 
に 保 た れ , 吐 糸 期 に 急速 に 増量 し 約 43 mg に な る 。 

.「 A, タンパ ペク 謝 計 グリ コー ゲン の 含有 人 基 の 乾物 量 ご 
対す る 比率 の 変化 を 調べ る と , 脂質 は 発育 中 50~6592% 
を 占め , その 変化 の 様相 は グリ コー ゲン と 同じ で いずれ 
る も 就 奏 期 に 最高 値 を 示す が , グリ コー ゲン は 3~20% を 
占め る 。 タ ン パ ク 質 は 5 SHAT KO MARAT IX 35~ 
40% で ある が , ARMA Poe LT hid 2 成分 と 逆 の 
変化 を 示し , PRT Ask 13% の 値 で ある 。 
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4 Sincu K. R. P. and D. W. Micks (1957) The effects 
f surface tension on mosquito development. 
Mosquito News 17 (2): 70~73. 

| 雪 面 張力 が 水生 昆虫 の 発育 に 重要 な 役割 を 演じ し る 場合 
の ある と と ど は 知ら れ て いる 。 Tween 80 ぉ よび 塩化 マ 
グ ネ シウム を 使用 し て , 表 面 張 力 を 31~78 dyne/cm の 
8 段階 に 変え た 液 中 に , 5 MMO A OMe MS, MORE 


jc 


EX 


率 , 完全 な 羽化 虫 率 を 調べ た 。 その 結果 , Culex MO 
3 種 は 比較 的 表 面 張力 の 低い 水 で よく 発育 する の に 反 
し , Aedes aegypti は 表面 張力 の 高い 水 を 好 な か よう で 
bMS また Anopheles quadrimaculatus は 表面 張 
力 の 変化 に 対し 適応 性 に と ば ぼ ば し く , 正常 な 発育 は 53~ 
73.5 dyne/cm の 範囲 内 で の み 認 め ち られ た . 
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Differences in Several Morphological and Physiological Characters 
between Two Species of the Green Rice Leafhoppers, 
Nephotettix cincticeps Unter and N. apicalts 
Morscuutsky (Homoptera, Jassidae)’ 


ao ae 2 
By Ryoiti KIsIMOTO 
Eniomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto 


INTRODUCTION 


Recently a species closely allied to. the 
green rice leafhopper, Nephotettix bipunc- 
tatus cincticeps UHLER, a common pest of 
the rice plant, has been found to be 
distributed in Kyushu district and identi- 
fied as Nephotettix apicalis MOoTSCHULSEKY, 
and the name of the former species was 
corrected as Nephotettix cincticeps' UHLER 
for the first time by Linnavuorr (1956). 
However, few physiological and biological 
studies have been made with the green 
rice leafhopper including N. apicalis in 
spite of their economic importance. In 
the present experiment several morpho- 
logical and physiological characters were 
studied in the light of comparison of the 
two closely allied species of Nephotettix. 

Morphological differences between the 
two species were studied by Linnavuorr 
(1956), Hasrcawa (1958) and Nasu (1958) 
and the discrimination was made by 
the shape of genital organs and the external 
appearance. 

The author wishes to express his sincere 
thanks to Prof. Dr. Syunro Urina and 
colleagues of this laboratory for their 
encouragement and criticism. Mr. H. 
Hasecawa and A. Suinxai in the National 
Institute of Agricultural Sciences, Tokyo, 
are also acknowledged for their kind helps 
for carrying the present experiment. 


MATERIALS AND METHOD OF REARING 
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from the National Institute of Agricultural 
Sciences in which N. apicalis was collected 
from Kyushu and had been reared. The | 
second and third generations were used | 
for the experiment. In N. cincticeps, adults 
were collected from rice fields in Kyoto. 
Adults were contained by pairs in test- | 
tubes (2 cm in diameter and 17.5 cm in] 
length) with a stem of rice plant in each 
for food and oviposition site. After keeping |} 
for 24 hr at a given temperature, adults 
were removed. Eggs thus obtained were 
offered to the rearing experiment. The} 
same pairs of adults were used for all) 
temperatures successively but at random | 
to avoid individual variation of parents. 
Three larvae within 24 hr of hatching 
at each temperature were contained in|} 
each test-tube of the same size with a 
leaf blade of rice plant for food. Food| 
and container were renewed every few 
days. About 15 replicates were madejf 
for each temperature. Adults emerged | 
at each temperature were put into test-|} 
tubes by pairs at the same temperature|} 
with a stem of rice plant in each for food) 
and oviposition site. Stems and containers 
were renewed everyday to examine the 
rate of oviposition. | 
Rearing was thus carried out at thet} 
same temperature throughout the develop-} 
mental period for each temperature. Day) 
length during the rearing was over 16 hr} 
irrespectively natural or artificially illumi-}f 
nated except the cases purposely shorten-} 
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| houses or rooms whose temperatures were 
| regulated. Temperatures used were 16.9, 
| 19.8, 21.8, 24.0, 26.6, 28.5, 29.5 and 32.4°C. 
‘Humidity was not regulated but as the 
| containers were stoppered with cotton 
| cloth and food and water were contained 
‘relative humidity within the containers 
|seems to be equal and near to the satura- 
tion. 


RESULTS 


Incubation period of egg.— Average incuba- 
tion period at various temperatures is 
ishown in Fig. 1. Straight lines can be 
| shown if reciprocals of incubation period, 
|i. e., the developmental velocities are 
plotted against temperature in both species. 


40} © NW. apicalis 
OU. cinoticepa 


Incubation period in days 
Developmental velocity 


15 20 25 30°C 
Temperature °C 

Incubation period and developmental 
velocity of egg at various tempera- 
tures in Nephotettix cincticeps and 
N. apicalis. 
Regression equations of Y(developmental 
t velocity) to X(temperature) are as follows: 
N. cincticeps Y=0.0115X—0.165 
| N. apicalis Y=0.0102X — 0.146 
If the regression equations are trans- 
| formed into the rule of thermal constant, 
ly (X-a)=K (y: incubation period, a: de- 
| velopmental zero, K: thermal constant) 
‘following equations is obtained. 
"MN. cincticeps y(X—14.3) =87.0 
N. apicalis y(X—14.3) =98.0 
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Developmental zero points are 14.3°C 
in both species, and thermal constant is 
lower in N. cincticeps than in N. apicalis, 
namely, the developmental velocity is 
higher in N. cincticeps than in N. apicalis 
and this difference is consistent in all 
temperatures considered. These differ- 
ences are, however, small. 

Larval period.Average period of larval 
stages and velocity of the larval develop- 
ment are plotted against temperature in 
Figs. 2 and 3 for the male and the female, 
respectively. Regression equations are as 
follows: 

N. cincticeps 
Male Y=0.00496 X — 0.0664, 
y(X—13.4) =201.4 
Female Y=0.00456X—0.0601, 
y(X—13.2) =219.4 
N. apicalis 
Male Y =0.00480.X — 0.0647, 
y(X—13.5) =208.3 
Female Y=0.00440X —0.0582, 
y(X—13.2) = 227.3 


@ . splosiis 
Oo ¥. cincticeps 


} $ 


/ [¥=9-094802-0.0847 


0.04 


Developmental period in days 
Developmental velocity 


Temperature °C 


Larval developmental period and 
velocity of male at various tempera- 
tures in Nephotettix cincticeps and 
N. apicalis. 


Fig. 2. 
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@ N. apicalis 
O N. cincticeps 


60 2 


days ‘ 


SOF 


Developmental period in days 
Developmental velocity 


15 TL kT MS 
Temperature °C 

Fig.3. Larval developmental period and 

velocity of female at various tempera- 


tures in N. cincticeps and N. apicalis. 


At 32.4°C which was the highest temper- 
ature used in this experiment, velocities 
deviate significantly from the regression 
line in both species and sexes. In fact, 
it was observed that the fifth larval period 
was elongated compared with that at 
29.5°C. The regression equations were, 
therefore, calculated excluding these 
points. 

In the larval development, N. cincticeps 
also shows a higher developmental velocity 
than N. apicalis consistently at all tempera- 
tures, except at higher temperature at 
which the reverse relation was observed 
in the female. Developmental zero points 
are very close in the two species. 

Pre-ovipositional period and oviposition 
vate.—It can be easily supposed that the 
pre-ovipositional period and the oviposition 
rate are much influenced by rearing 
conditions, such as nutritional condition, 
freshness of food and Oviposition site, 
humidity, behaviouristic activity, etc. At 


harmful 


Vo NO 


low temperature this modification seems 
to be much pronounced. Moreover, the 
leafhoppers live for long duration and 
the determination of the total longevity 
and fecundity is much laborious, so in 
the present experiment the rate of oviposi- 
tion per day during the first 7 to 10 days 
after the beginning of oviposition was 
taken as an index of ovipositional ability. 


ト 


° e 


N. apicalis 
0-——— N. cinoticeps 


n> 
Ss 
— 
3 

. 


Pre-ovipositional period 
in days 


Temperature °C 


Fig. 4. Pre-ovipositional period at various 
temperatures in Nephotettix cincticeps 


and N. apicalis. 


Pre-ovipositional period and oviposition 
rate per day are shown in Figs. 4 and 5. 
No oviposition was found before death at 
16.9°C. Pre-ovipositional period decreases 
with a rise of temperature, but at 32.4°C 
a little elongation is found in both species. 
At lower temperatures it shows a clear 
elongation in N. apicalis though accompa- 
nying a wide variation compared with 
that of N. cincticeps. But as already 
mentioned that the pre-ovipositional period 
might be much variable, the difference 
between the two species has to be studied 
in detail. It is safe to say that at a 
moderate range of temperature little 
difference is shown between UN. cincticeps 
and N. apicalis. 

Daily rate of fecundity increases, as 
supposed, with a rise of temperature, but 
at 32.4°C a clear decrease was shown. It 
seems probable to suppose that some 
effect was induced at such a 
high temperature, accompanying the elon- 
gation of pre-ovipositional period. In the 
daily fecundity also, little difference was 
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o-— N. apicalis ° 
Oo-——- N. cincticeps 


No. of eggs laid per female day 


Temperature °C 


Fig.5. Number of eggs laid per female day 
during the first 7 to 10 days after 
the beginning of oviposition. Adults 
were reared at each temperature 


throughout the developmental period. 


‘found between the two species. 

Body size.—Various parts of adult were 
| measured with an ocular micrometer. 
|The parts measured were as follows: width 
lof head, total body length, length of 
{tegmen, length of femur and tibia of hind 
| E ices 

lleg. Results are shown in Fig. 6. 

In general, body size is larger in MN. 
\cincticeps than in N. apicalis. The differ- 
hence is higher in the female than in the 
jmale. It is very interesting to note that 
lin N. apicalis the body size decreases 
[more or less with a rise of temperature, 
[the fact being clearly shown in the length 
bof tegmen and much less conspicuous in 
ithe width of head. On the other hand, 
in N. cincticeps a slight increase is shown 
jin the female with an exception at a high 
itemperature of 32.4°C probably because 
of the fact that the larval development 
uffers somewhat from the harmful effect 
of high temperature as already mentioned. 
‘The difference which is not so large at 
‘lower temperature is much enlarged at 
jhigher temperature such as 28.5 to 29.5°C. 
In the male, a decrease is shown with 
rise of temperature in the length of tegmen, 
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oN. cincticeps 
*N. apicalis 
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Temperature °C 
Fig.6. Measurement of various parts of 


adult reared at various temperatures. 
HW: head width, FL: length of femur 
of hind leg, TL: length of tibia, TgL: 
length of tegmen, TIL: total body 
length. 


etc., but in a lesser degree than in N. 
apicalis. At 16.9°C small adults were 
obtained but it is probably becasue of 
some -unfavourability of low temperature. 
Generally speaking, within a moderate 
range of temperature such as ca. 20 to 
30°C, the body size of N. apicalis decreases 
clearly with a rise of temperature in both 
sexes, whilein N. cincticeps a slight increase 
in the female or decrease in a lesser 
degree in the male is shown. 

Response to photoperiod.—As already re- 
ported (KisimoTo, 1958, 1959), N. cincticeps 
shows a clear elongation in the 4th and/ 
or the 5th larval stage under a short day 
photoperiod at 20°C, and the elongation is 
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Table 1. Developmental period of Nephotettix apicalis Morscuutsxy at 20°C under a long 
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day (16 hr) and a short day (8 hr) PR 


23 24 5 26. 27 28 29 30 31 32 33 34 35 =30 (o/oounds 


Photoperiod i S Stage ; 
iy. git ibe 24 Peo 
Long day ; ) Z 2 7 3 
LV 2 oi7 6peL 
Je as one DS AE Oey ey) al 
Short day = x "23435 
Vince! eRe ips de Qed 
Table 2. Percentage reduction of various parts of adult reared under a short day compared 


with those under a long fy at 20°C in era cng 2 and N. cincticeps 


| x Hind ies 
7 | Head Total Length to tip Tegmen 
Species | width length of abdomen length Heme Tibia 
: ae Si ee 4.9 4.0 5.8 2.6 4.9 
N. apicalis "9 | 2.6 3.5 10.9 3.4 2.6 4.2 
ee = 6.1 11.9 6.3 12.7 10.9 11.3 
N. cimcticeps | | 3.5 8.6 5.7 10.6 8.4 8.0 


considered as diapause. In parallel to N. 
cincticeps, larvae of N. apicalis within 24 
hr of hatching were kept under a long 
day photoperiod of 16 hr and a short day 
one of 8 hr at 20 and 28.5°C. 

No clear elongation of developmental 
period was found in any larval stage in 
N. apicalis at the two temperatures except 
a slightly long developmental period under 
a short day photoperiod at 20°C. Detail 
of the developmental period is shown in 
Table 1. Whether or not this slight 
elongation can be considered as a pheno- 
menon having some relation to that in 
N. cincticepbs remains to be studied. At 
least, this elongation cannot be considered 
as a true diapause. . 

In N. cincticeps a considerable reduction 
in the size of various parts of adult is 
induced under a short day photoperiod, 


probably being accompanied by an elon- 


and in the. male than in the female in 
both species. Considering in more detail, 
in N. cincticeps higher rates of reduction 
are shown in the appendages, such as 
tegmen and leg, than in the general body 
parts, This difference is found also in 
N. apicalis though in a lesser degree. An 
exception is found in the length to the 
tip of abdomen in the female of N. apicalis, 
that is, it shows a considerably high rate 
of reduction, but the length of abdomer 
is very much flexible because of the 
flexibility of the intersegmental membrane 
Considering all these facts, N. cincticeps 
is more sensitive to photoperiod than NV 
apicalis and the fact is much pronouncec 
by the presentation of diapause and the 
reduction of size in appendages. 


DISCUSSION 


Discrimination between the two species 


gation of the developmental period. In Nephotettix cincticeps Unter and N. apicali 
N. apicalis too, a little reduction was _ Morscnutsky was made in the morpho 
found. Rate of reduction in the two 


species is shown in. Table 2. 


. The rate of reduction is considerably 


higher in N. cincticeps than in N. apicalis, 


logical characters, such as genital organ 
shape of head, color of femur and tibi: 
(Linnavuori, 1956; Hasecawa, 1958; Nasu 
1958), but the difference in physiologica 
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ind biological characters remains to be 
seen. In the present experiment, some 
lifferences in this respect are revealed. 
_In the egg and larval development, N. 
sincticeps shows higher developmental ve- 
cities and smaller thermal constants in 
20th sexes than N. apicalis, though the 
Hifferences are in low degree, especially 
n the larval development, the difference 
petween the two species of the same sex 
peing in a lower degree than that between 
che two sexes of the same species. 

| Uripa (1957) collected published data on 
‘he developmental zero point of various 
species of insects and gave some considera- 
ions. Developmental zero points of egg 
and larval development of the two species 
show rather high values within the species 
isted in Uriva’s table. Geographically N. 
picalis has a southern range of distribu- 
lion from Africa through S. Asia to the 
Malay Archipelago and Micronesia (Lin- 
AVUORI, 1956), while WN. cincticeps occurs 
in a northern range such as Japan, Korea, 
te. (Linnavuori, 1956, Hasecawa, 1958). 
t is interesting to note that the dissimilar 
“eographical distribution may be responsi- 
ile for the differences in the developmen- 
jal zero point and the thermal constant 
hetween the two species. The two species 
fliffer little from each other in the 
jlevelopmental zero but a little in the 
}levelopmental velocity. It seems probable 
ho consider that the Kyushu area is the 
most northern part of distribution area 
IF N. apicalis. Within the whole area of 
the distribution some racial segregation 
aay be expected in N. apicalis. Therefore, 
the specimens used in the present experi- 
laent should be considered as the most 
| orthern representative of N. apicalis. 

| The most conspicuous difference is that 
| J. apicalis has no true diapause as already 
yeported by Nasu (1958) compared with 
hat N. cincticeps presents a true diapause 


Ve 


3 induced by a short day photoperiod 
(Kistmoro, 1958, 1959). It was ascertained 

the present experiment that N. apicalis 
lhowed no diapause under an appropriate 
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short day photoperiod. But it is also 
interesting to note that under a short day 
photoperiod at 20°C a slight elongation of 
the larval development is found, probably 
accompanying a decrease of body size. 
It can be said that a little sensitivity to 
the photoperiod is conceivable in N. apicalis 
though not so conspicuous as in WN. 
cincticeps. 

Murer (1954, 1957) found that the season- 
al dimorphism in the leafhopper of genus 
Euscelis is determined by the photoperiod 
during the larval development, that is, 
the spring form which had been considered 
as E. incisus was obtained under a short 
day photoperiod and the summer form, 
E. plebejus, under a long day one, the two 
forms differing from each other in their 
external appearance and the penis form. 
This differentiation was accompanied by 
no differences in larval developmental 
velocity (MUrier, personal communica: 
tion). The reduction of the body size in 
the two species of Nephotettix is explainable 
by the Miu :ter’s finding, but the physio- 
logical process inducing the differentiation 
remains to be studied. 

Diapause in WN. cincticeps enables it to 
have a northern distribution area compared 
with N. apicalis. The former species can 
overwinter as diapausing larvae, which 
can endure unfavourable seasons ina 
lasting physiologically inactive state. Cold- 
hardiness at 0°C of the diapausing larvae 
of N. cincticeps reared at the late summer 
to autumn is not so high but the larvae 
survive for about a week toa month with 
rice plant for food. The 4th or the 5th 
instar larvae of N. apicalis reared at the 
same season fall into chill-coma within 1 
to 2 days after being subjected to 0°C, 
followed by death. The same result is 
obtained with N. cincticps larvae reared 
in spring or mid-summer (unpublished 
data). In fact, N. apicalis which hatches 
in the early September and fully grows 
in the mid or late October dies until the 
late December as adults or full grown 
larvae even in the laboratory conditions, 
while N. cincticeps overwinters as larvae. 
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From these facts, the photoperiod as a 
proximate factor in Baxker’s sense (BAKER, 
1938) plays an important role in discrimi- 
nating the life cycle of the two species. 


SUMMARY 


Nephotettix cincticeps Unter and N. apica- 
lis MorscHutskKy were compared in some 
morphological and physiological characters 
and the following results were obtained. 

1. In the incubation period of egg, N. 
cincticeps shows equations, Y=0.0115xX— 
0.165 and y(X—14.3)=87.0 (Y: develop- 
mental velocity, y: developmental period, X: 
temperature), N. apicalis shows Y=0.0102X 
—0.146 and y(X—14.3)=98.0. These equa- 
tions mean that N. cincticeps has a higher 
developmental velocity than N. apicalis, 
developmental zero point being the same 
and thermal constant being smaller in the 
former. The difference is thus in small 
degree but it persists in the whole range 
of temperature used. 

2. In the larval development too, JN. 
cincticeps has higher developmental veloci- 
ties in both sexes, though a little irregular- 
ity is found at 32.4°C, that is, the velocities 
deviate from the regression lines down- 
wards in both species and sexes. Regre- 
ssion equations are as follows: N. cincticeps 
male, Y=0.00496X —0.0664 and y(X—13.4) = 
201.4 ; female, Y=0.00456X—0.0601 and 
y(X—13.2) =219.4 ; N. apicalis male, -Y= 
0. 00480X —0. 0647... and . y(X—13.5) =208.3; 
female, Y=0.00440X —0.0582 and y(X—13.2) 
= 227.3. But the differences in developmen- 
tal velocity are in such a degree that the 
difference between the two sexes of the 
same species exceeds that of the two 
species of the same sexes. 

3. In the pre-ovipositional period, no 
clear difference is found at higher temper- 
ature, but the elongation with a fall of 
temperature is higher in N. apicalis than 
in N. cincticeps. 

4. In the daily rate of oviposition during 
the first 7 to 10 days after the beginning 
of oviposition too, no clear difference is 
found. At 32.4°C the daily rate of ovi- 
position is clearly depressed in both 
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species, probably owing to the harmful 
effect of high temperature. 

5. The body size of adult decreases 
clearly with a rise of temperature in N. 
apicalis. On the other hand, in N. cincti- 
ceps a slight increase is found in the. 
female, and in the male it decreases but. 
in a lesser degree than in N. apicalis. 

6. Sensitivity to photoperiod was studied. 
by the elongation of the larval period and. 
the reduction of the body size of adult 
resulted under a short day photoperiod 
of 8hr. As already reported, N.cincticeps 
shows a diapause in the 4th and/or 
the 5th larval stage under a short day 
photoperiod of 8hr at 20°C and adults of 
the spring form are resulted. In N. apicalis’ 
merely residual elongation was observed, 
accompanying a little reduction of the 
body size of adult at 20°C and a short 
day photoperiod of 8hr. The rate of 
reduction is in a lesser degree than in N.- 
cincticeps. 

7. The relation between the two closely: 
allied species which have _ dissimilar 
geographical distribution is discussed and 
N. cincticeps is characterized as a species 
having a northern distribution area by 
its higher sensitivity to the short day 
photoperiod “compared with N. apicalis, a 
southern species. 
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摘 


よっ て 調べ た 。 

1) 卵 期間 で は ッ マ グロ ョ コバ イ の ほう が タイ ワン ツ 
マグ ロ ョ ヨコ バイ より 発育 は 速い 。 積算 温度 法則 で 示せ 
EC 
ジッ マグ ロ ョ コバ イ で は y(X—-14.3) =98.0 LHS (y: 
容 温 度 に お ける 発育 日 数 , X: 温度 ) (第 1 図 )。 

2) "幼虫 期間 で も る, 雌雄 と も ツマ グロ ョ コバ イ の ほう 
が 速い 。 た だ し , 両 種 と も 32:42C で は , 発育 が 遅く 積 
算 温 度 法則 か ら は ずれ る 。 VV Fa aang Challe 9X 
—13.4)=201.4, i y(X—13.2)=219.4, タイ ワン ツ 
詳 グロ ョ コバ イ で は 雄 y(X—13.5)=208.3, ie y(X 
13.2) =227-3 で 示さ れる (第 2, 3 図 )。 

3) 産卵 前 期間 は 約 24°C 以上 の 温度 で は 両 種 の 間 で 
差 は 認め られ な い が , 約 20~22°C の よう な 低温 で は , 
交 イ ワウ ワン ツマ グロ ョ コバ イ の ほう が 長く な る 傾向 が 著 し 
い G64). 26 

4) 産卵 開始 後 7~10 日 間 で の 1 日 あたり 産卵 数 を 
調べ た と とろ, 両 種 の 問 に 明らか な 差 は 認め られ な か っ 
Ko 32.4°C で は 両 種 と る 産卵 数 が 減少 し , 高温 に よる 
参上 少 の 障害 が 起 っ た と 考え られ る (第 5 図 )。 

5) SMREC HAS NARROW} BWA ee Ble 


「 現在 vu ae 
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FO A BOP A BI I PO HAS NA CT る 
形態 的 よび 生理 的 差異 たつ いて 


1 


所 - Bp = 
SABA Me OB Be a EY 
ツマ グロ ヨコ バイ LEXOVRGMODR4AIV YN ZoaA し た 。 タ イワ ン ツ マグ ロロ ョ コパ バイ で は 人 各 体 部 と も 温度 誠 
コバ イ に つい て , その 形態 的 , 生理 的 差異 を 飼育 実 険 に 高く な る と 小さ く な る 傾向 が 明らか で ある が , ツマ グロ 


ヨコ バイ Cys, 雌 は 適当 な 範囲 の 高温 の 場合 に は むし ろ 
大 きく な り , 雄 は タイ ワン ツマ グロ ョ コパ イ と 同様 だ 小 
さく な る が , その 程度 は 弱い 。 一般 的 に いっ て 
ョ コバ イ の ほう が 大 きい (第 6 図 )。 

6) 。 ツマ グロ ヨゴ パイ で は 低温 , MA (20°C, BHF 
照明 ) 下 で は 4~5 谷 幼 虫 期 に 休眠 が 見 られ , 羽化 し た 
成虫 は 体形 小さ く , 春 型 と な る 。 タイ ワン ツマ グロ ョ コ 
バイ を 同様 な 条件 下 で 飼育 し た が 明らか な 休眠 現象 は 認 
め ら れ な か っ た 。 し か し , ど ごく わずか な が ら 幼 虫 期 の 延 
Fe LR) が 見 られ , 羽化 し た 成虫 も や や 小型 と な っ 
た 。 し か し その 程度 は ツマ グロ ョ コパ バ パイ に 比べ る と 弱い 

(第 2 表 ) 。 

7) 地理 的 分 布 か ら 見 て タイ ワン ツマ グロ ヨコ パイ は 
南方 種 , ツ ママ グロ ョ ヨコ バイ は 北方 種 で ある が , この 点 か 
ら , 以上 述べ た 諸 形 質 上 の 差 を 考察 し た 。 発育 雰 点 の 差 
は ほとん ど な く , むし ろ 発 育 速 度 に や や 明らか な 差 が 見 
られ , 北方 種 に お いて 速い と いえ る 。 日 長 た 対す る 反応 
性 に 最も 明らか な 差 が 見 られ , ツマ グロ ョ コパ バイ で は 短 
ACRE CHRARICA 0, わずか な 低温 抵抗 性 を うる 。 
と れ ら は タイ ウシ ツマ グロ ヨコ バイ に 比 革 て は る 寮 を 郊 
方 まで 分 板 て いる こと の 基礎 と 考え る らき と が で きる 8 


ツマ クロ 


短 報 


a aE 
KEI LBV BAF EVV AA HORA A 


A ie iS 
ES PABA BR IL ek SE ah RY 


シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 幼虫 は 大 豆 の 蒸 の 若い 頃 
た 茨 内 に 食 入 し , その 和子 実 を 栄養 源 と し て 成長 する 。 し 
た が っ て 野外 か ら 大 豆 の 蒸 を 持っ て き て 室内 で 給与 すれ 
ば , さほど の 困難 な し に 飼育 する こと が で きる 。 し か し 
常時 均一 で 好適 な 飼料 と し て の 大 豆 が 得 ら れ な いこ と こと, 
食物 が 腐敗 し や ゃ すい の で た び た び 取り 替え る 必要 が ある 
Ck, 食物 を 取り 城 を える 際 に 躍 体 に 傷 を つけ や すい こと, 
寄生 菌 に 侵さ れ や すい こと な どの た め に 死亡 する 個体 が 
多かっ た り 1 均 王 な 個体 を うる こと と が むず すずか じい と いう 
HERD dS COC, ニカ メイ チュウ や アワ ウフ ノメイガ の 
よう に 人 工 堪 養 と まで いか な く と そる, 無菌 状態 で 飼育 が 
で きれ ば 大 変 好都合 で ある 。 筆 者 は その 手始め と し て 収 
穫 後 の 大 豆 子 実 で 無菌 的 に 飼育 で き な い も の か どう か に 
つい て 若干 の 実験 を 行い , 不満 足 な が ら 一 応 の 成績 を 収 
め た の で ここ と に 報告 する 。 本 実 険 に つい て は 当 場 害虫 研 
究 室 長 正木 技 営 な ら び に 上 農業 技術 研究 所 昆虫 科 の か た が 
た の ご 助言 を 得 た 。 記 し て 深謝 する 次 第 で ある 。 

1. 卵 の 準備 と 殺菌 に つい て 

シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 卵 は 通常 1 エ 粒 ずつ 個別 に 
牙 卵 され る 。 卵 の 殺菌 処理 は 1 粒 ず つ で は 厄介 で ある か 
5, 一定 数 を まとめ て 卵白 で パラ フラ フィ ジン 紙 に は りつ け , 
10~30 粒 を 1 単位 と し て 行っ た 。 処理 方 法 は ニカ メイ 
チュ ウ の 場合 に 準じ , SARIN TC 0.1% 昇 飛 水 に 4~5 
Withl, bic 0% アル コール で 洗い , アル コー ル 
光 ま くき さっ て , あら か じ る め 殺 菌 し た 飼料 の 入っ て いる コ 
ル ベ ン に 接種 し た 。 こ の 殺菌 処理 に よっ て 負 化 素 が どの 
よう な 影響 を 受け る か に つい て は 1957 年 に 次 の よう な 
試験 を 行っ た 。 成虫 を 放 飼 産 卵 さ せ て いる 同一 飼育 短 
か ら 得 た 発育 段階 の 同じ 卵 を 同数 ずつ っ 用い, 一 方 を 前 記 
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DA CAEL, 他方 は その まま と し て 処理 後 は 江 
菌 状 態 の と ころ に お き , BANE EMA ARIE 
4 回 反復 し , 各回 ご と の 供 試 卵 の 発育 段階 は 必ず し ゃ 一 
BLT DS, 大 体 産卵 後 3~4 日 目 の も の を 用 いた 。 
第 1 表 で その 成績 を みる と , 没 化 率 は 無 処理 区 の 38.6% 
に 対し て 処理 区 は 32.6% で いく ぶん 低く な っ て いる が 
殺菌 処理 に よる 解 化 率 の 低下 は さほど で は な いよ う で あ 
So 次 に 1956 年 , 1957 年 に 行っ た 無菌 飼育 の 成績 か ら 
殺 苗 処理 卵 の 解 化 率 を 計算 し て みる と 第 2 表 の ご と く , 
1956 年 に は 最低 10%, 最高 100%, 平均 43.7%, 次 年 
度 に は 最低 5%, 最高 90%, 平均 42.7% で 大 体 42~ 
13% の 帳 化 率 で あっ た 。 


第 1 表 卵白 で パラ フィ ン 紙 に は りつ けた 卵 を 殺 
AML Ib OLMEDO 4 OD HERO HR 


jo 理 eR SEC SBR REL (%) 
yy By A 理 135 44 3286 
無 = lB | 135 52 38.6 


第 2 表 ARPA A IC BE L 72 INO HP 8 


| pups ear , KE 46 3% (%) 
EEN OK | 供 試 卵 数 SEE SNK 最低 BE 平均 
1956 | 549 240 10.0 100.0 43.7 
1 95 Tigh 002 241 5.0 90.0 42.7 


2. MS LOTORB EC EHICK SB 
YAR POBWKEFE ® PB ICA eS, TEL 
て くる 成虫 の 一 部 に た 怒 が 完全 に 伸び ず 埋 形 を 時 する も の 
が あっ た 。 そ を その後 収 穫 後 の 大 豆 子 実 を 用 いた と きろ い 
ずれ る ゃ も 完全 な 成虫 が 得 ら れ た の で , 収穫 し た 大 豆 子 実 
よる 無菌 飼 育 を 推し 進め て みた 。 

使用 し た 大 豆 の 品種 は 小袖 振 で , その 年 の 7 月 に 収穫 
し た も の を 8 月 に 試験 に 供し た 。 こ の 品種 は Ia Wicks 
する 極 早 生 種 で 関東 地方 で は 枝豆 用 と し て 栽培 され て お 
り 。 シ ロイ チ モ ジ マダ ラメ イガ の 被害 は 最も は な は だ じ 
VbONCHS. KEIHOEEAW, 約 15~20g #1 
脆 水 に つけ て 十分 吸水 させ た も の を 200cc の コッ ルル ペン 
に 入れ て 15~20 cc の 水 を 加え , MULE TRAT Do 
LEE LCA-KYV—-THAV, 121b, 304, 


On the Aseptic Method for Rearing Lima Bean Pod Borer, Etiella zinckenella TREITSCHKE, 


by Oy Bean stored Seeds. By Atsushi Narro, Kanté-Tésan National Agricultural Experiment — 
Station, Konosu, Saitama Pref. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 3, 
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や た は 一 部 コッ ホ で 行っ た 。 殺菌 後 冷却 する と , Iztok 
用 ば 大豆 か ら 浸出 し た 腸 状 物質 中 よっ て ゲル 状 に か た まる 
OC, 取り 扱い に は 好都合 で ある 。 卵 の 接種 部 位 は 価 料 
) の 中 央 部 が いい よ SOC Dikic APMED 近く に 接種 し た も 
有 | つ に は 近 化 幼 中 が 納 を は いな っ て 綿 栓 に 入り 込み る 本 
Ss RPCMPMEICIS VIS OUAERIC £2 “CN Ea HEF 
し じゃ すい 。 1 容器 あたり の 接種 卵 数 は 20 卵 内 外 と し た 。 
WHE Lewes, 1, 2 日 は い 回 っ て か ら 食 入 す る か ,…・ 
PUNO RM ZR LBS RET S. SAIC CHI 
FS EHO HPL ch CHV A HE CHILI a 
By LOE BINED WL, シャ ー レ 内 で 史 化 させ 。 
THEL T < SMO, ABS, 形状 な ど に つい で 維 
由奈 し た 。 


BIA 初 令 幼 虫 か ら 成 虫 ま で の 歩 止 まり 


| ADEE Baba 
| Septet Gene) MRC MRCS 2) 


1956 240 45 (25 20) 
957 241 36 (23 13) 


52(12) 46 
49 (20) 38 


4A 無菌 伺 育 と シャ ー レ 飼育 の 経過 日 数 


の 比較 (室温 ) 
& 卵 期 ho kh om om 敵 
| 飼育 方 法 (最短 最長 ) (最短 へ 最長 ) (最短 最長) 
che (8) (A) (H) 
| MERAT | 8.05 (5~13) 22.8(17~32) 11.8 (9~15) 
ie a 14.5(13~18) 9.1 (8~10) 


‘a # 
EISEN 165 HN, 幼虫 期間 は 14 39 2 oF 13. g 
期間 は 20 お よび 10 頭 の それ ぞ れ 平均 値 で あぁ る 。 

1956 年 に は 使用 コル ベン 数 52 個 , その うち 雑菌 の 
SEC 15 個 を 除い た 37 個 , 1957 年 に は 同じ く 67 個 
DDS 26 個 を 除い た 41 個 の 成績 を 対照 し た 。 飼育 結 
本 は 第 3。4 表 に 示す よう に , 歩 止ま り を 解 化 幼虫 に 対す 
BEMDEROURCHSL, 両 年 と も 大 体 20% 程度 
だ あっ た 。 こ と れ は 普通 の 室内 飼育 に 比べ る と か な り 歩 ど 
まり が 低い 。 幼 虫 の 死亡 原因 は よく わか ら な い が , 時 期 


WU, 2 令 に 限ら れ , 3 令 以 後に と な れ ば 死亡 する も の は . 


DIV. CANOES Y & — ICKL ChAT SRS, 


EAA) Hh ICE B VAHL TV So : 
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MARIS PECTS LOMSSVNES, と れ は 大 部 
分 休眠 幼虫 で あっ て , 休眠 幼虫 は 越 和 する 長い 期間 に 寄 
ER CHARICE > THEFSLONDGS, MhOMeH is 
普通 の 室内 飼育 で は 雌 が や や ゃ 少な い 傾向 が ある が , HE 
飼育 の 場合 は 逆 に 雌 の 比率 が 高く な る 傾向 が あっ た 。 

経過 日 数 に つい て は 第 4 表 の よう に , 同一 時 期 に 室内 
錠 育 し た も の と 比較 し て みる と , 幼虫 期間 は 無菌 人 育 の 
は う が か な り 長 く , 前 者 の 最短 13 A, 最長 18 日 , 平 
FS 日 に 対し て , 無菌 飼育 の 場合 は 最短 17 日 , 最長 
32 日 平均 22.8 日 を 要 し た 。 MISMO % Oo 
は や や 不 硝 一 で いく ぶん 長く な る よう で あっ た 。 成 中 の 
生存 期間 は 記録 し な か っ た が , 観察 結果 で は 差 は な いよ 
う で ある 。 EAM, Hi, 成虫 の 大 き さ お よび 形態 に つ 
いて は , 野外 か ら 採 集 し た も の を や 室内 飼育 の も の と ほ と 
ん ど 同 じ で 差 を 見 い だ す と と は で き な か っ た 。 は けれ どる 
無 貢 菌 育 に よっ て 得 ら れ た 成虫 は 産卵 させ る こと に は 成 
功 し な か っ た 。 も と る も る と, 本 種 は 無 飼育 に よら な い 成 虫 
で も 人 為 的 た 産卵 させ る こと は か な り む ず か し い 場 合 が 
BS, 無菌 飼 枯 た よっ て 得 ら れ た 成虫 が 産卵 能力 を 持っ 
て いる か どう が かと いう こと と は , 今後 さら に 多く の 個体 数 
を 取り 扱っ て 上 で 再 検討 を 要する 問題 で ある 。 た だ し 上 成 
虫 の 蔵 腹 卵 調査 で は 普通 飼育 の も の と 比較 し て 特に 異常 
を 認め な か っ た 。 

以上 の 試験 結果 か ら , シロ イィ イチ モ ジマ ダラ メイ ガ の 無 
WflAis, 大 豆 子 実 だ け で も 成虫 まで も っ て ゆく こと と が 
で きる が , 普通 の 室内 飼育 (シャ ー レ 飼育 ) に 比べ て 歩 
どまり が 悪く , 経過 日 数 が 長く か か る と いう 欠陥 が あ 
る 。 こ れ は 今後 研究 改善 を 要する 問題 で ある 。 大豆 以 外 
で は エン ドウ を 用 い , 同様 な 手法 で 無菌 飼育 し た が 白花 
テン ドウ で は 成功 し た 。 実験 例 が 少な い の で 正確 な 比較 
は で き な い けれ ども る , 歩 ど まり , 経過 日 数 な ど は 大 豆 の 
場合 と 大 差 は な いよ う で あっ た 。 赤花 エ ンド ちの 場合 は 
幼虫 期間 が きわ め て 長く か か り , 結局 成功 し な か っ た 。 
な お 人 工 飼 料 に よる 無菌 飼育 は 将来 に 残さ きれ た 課題 で あ 
る が , ニカ メイ チュ ウツ の 培養 基 や 大 豆 に 2,'3 の 栄養 源 
を 加え た 培養 基 で は 不 成 功 に 終っ た こと を 付記 し て お 
Ske 
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最近 に お ける アメ リカ シロ ヒト リ の 
分 布 と 防除 経過 


fo an ee 
農林 省 振 興 局 植物 防疫 課 


ァ アメ リカ シロ ヒト リ は 戦後 , 東京 都 , 神奈 川 県 に 発見 
され て か ら 次 第 に 各地 に まん 延 し つつ ある 。 生 者 は この 
間 の 分 布 状 況 に つい て 応用 昆虫 第 10 巻 第 4 号 に 記述 し 
た が , その 後に お いて 宮城 県 (昭和 31 年 , 塩釜 市 , 仙 
Sit), 福島 県 (昭和 30 =, 平 市 , 内 郷 市 , 四倉 町 ), 
栃木 県 (昭和 30 年 , 栃木 市 , 小山 市 ) に 発見 され た の 
で , 1957 年 まで に お ける | 本 躍 の 発生 状況 な ど に つい て 
Wye GIs <5 

発 生 状 況 

発生 の 早かっ た 関東 南部 の 都 県 で は , 最近 は 昭和 25 
年 ご ろ の よう な 激 基 な 発生 は ほとん ど み な られ な く ぐ な っ た 
DS, 分 布 範囲 は か な り 広 が っ て いる 。 ま た 比較 的 発生 の 


HAS ow Bh A 
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新しい 県 で は , な お 激 基 な 発生 を 見 る 所 も ある が 前 当 初 
発見 され た 地域 か ら そ の 他 の 地域 に 対し て の まん 延 は 少 
な い 。 今 ま で の 経過 か ら ま ん 延 状況 を 年 次 的 に みる と 関 
東 一 円 に は 昭和 21~27 年 , 北陸 , 関西 へ は 28~30 4, 
東北 へ は "30 年 以降 と みる こと が で きる 。 

B&R 状 況 

31 年 度 以降 , 分 布 範 囲 の 広い 東京 都 , 神奈 川 , FE, 
埼玉 の 各 県 で は , 発生 地 を 撲滅 防除 地区 と 抑圧 防除 地区 
に 区 分 し て 発生 地域 の 外縁 部 に あたる 撲滅 防除 地区 か ら 
防除 を 実施 し , その 他 の 府県 で は 全 発 生地 の 撲滅 を 目標 
と し て 防除 を 実施 し て いる 。 人 防除 方 法 は 従来 どおり 薬剤 
散布 (DDT, BHC 使用 , 33 年 か ら 一 部 都 県 で ディ 
プ テ レ ックス 使用 ) と 幼虫 が 巣 を つく っ て いる ころ の 枝 
切り を 主として いる 。 こと この間 の 防除 で , 7 福島 県 内 郷 市 , 
四倉 町 , 栃木 県 栃木 市 , 岡山 県 , 愛知 県 で は 本 車 を 完全 
に 撲滅 し , 石川 県 , 新潟 県 お よび その 他 の 県 で る 撲滅 に 
近い 町 村 を 出し て いる 。 
発生 都府県 の 防除 の 経過 は 第 1 表 の と お り で ある 。 


第 1 _ アメ リカ シロ ヒト リ 発 生 , 防除 本 数 (単位, 本 ) 
= ze 
県 次 WA 24 25 26 27 B29 30 31 32 33 
a | 
本 165 241 333 
fe 城 | 165 614| 1,469 
2 | | 1,000] 1,701 290 155 
@ 島 3,943| 3,600| 1;076| 1,197 
761 1,491 531 306 
wi A S 1,248 900} 1,076 326 
| 153 743 79 524, 968 
ci KS | | 24,015 743 289 397, 5, 372 
| | : : eee ge 
430 415 108 | . 30 80 
次 5a 860 720 380 0 0 0 0 86 40 
20,000| 22,999| 21,006| 3,939| 8,641 8,918| 18,269| 11,135) 15,650| 19,623 
+ | 297800) 32,625| 51,972| 19,907| 25,198 13,189| 24,834| 29,679| 26,155 25,838 
=< - 9,500) 7,300| 2,740| 1,800| 1,691| 1,129| 1,420) 1,436| 1,883| 6,005 
11,500} 16,643| 5,516] 2,300) 3,060 1,704) 1,650! 1,955) 3,895 12, 939 
a | 34,000/ 270,282 | 301,846 271,540| 212,210 | 154,904 172,895 | 134,298| 90,739 53,965 
AX | 53,406 | 450,465 431,204 403,054 | 260,428 | 164,327 162,109 169,705 120,882 110,291 
ni 4 yy | 15-200] 9,380) 9,900| 1,733 3,995/ 2,579| 8,340 8,089] 5,572] 7,088 
mn 14,888] 9,740 11,600} 4,600 10,028| 9,700| 13,614; 9,129} 6,328| 7.672 


Recent Distribution of the Fall Webworm, Hyphantria cunea D., and Its Control.By Masahiko 


Naxata, Development Bureau, Plant Protection Division, Ministry of Agriculture and Forestry, 


cs 


現在 静岡 県 立 農 業 試 験 場 
日 本 応用 動物 必 虫 学会 誌 第 3 巻 B25 1959 
(1959 年 2 月 24 日 受領 ) 


Tokyo. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 3, No. 2, 1959. 


Rt 


| 表 を みる と , i, 岡山 県 の よう に 少 発生 時 の 早期 発 

見 防除 お よび 愛知 , HOMO IC, 発見 当初 か ら 3 
4 年 間 , 発生 本 数 に 対し て 数 倍 の 防除 を 実施 し た 個所 
ORM HH THECHSTEMBSIPMAS. 

な お , AHL D BAMHI IVETE GL BCE Ze LEAMA C bt 
BAYMKVBFHAEKS CHS, これ は 天 英 な ど 
環境 抵抗 の し か らし むる も の と 考え られ る 。 

Lael, 現在 の 発生 地 が か ら 遠 く 離 れ た 新しい 地域 に 侵 
次 人民 た 場合 に ば は, な お 相当 の 猛威 を ぁ る うど と が 考え ら 
秘 る の で , 発生 地 で は 本 躍 の 早期 発見 に 努め , 発生 地 を 
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i £ se adel leas S a ee a 
県 次 M24 | 25 26 27 28 | 29 | 30 31 32 | 33 
§ 名 a RT | 
25 - 
山 ae | 50 0 0 | 0 a 0 0 0 
新 a | 2,082| 5,895; 。 226 28 
2,204; 9,125! 6,823| 4,640 
* ‘i 23,399 8,645! 4,656 2,275! 1,972 
27,370) 15,002 12,209 4,716] 4,444 
< = | 4,437| 387 120| 16 
| 3, 1277 | 852 240 50 
- me 1,200 1,800! 1.748 | 740 | 83 
5,890 6,010| 5.450, 1,363 280 0 0 
2% = 3,770| 6,207| 3;238| 1,248| 1,535| 2,443 
) | 5,000 11,842| 6,284; 7,906 7,459 7,332 
| 805 87 219 191 
ec 4,528 5,958 580| 1,013 
A wi 1 “ai } a ae ae AA CO Ga 
P | 50 | 
"a ut | | | betta 0 0 
- 78,700| 310,416 | 335,907 | 280,473 | 232,107 | 198,884 | 223,418 | 170,971| 119,835 93, 168 
| fl 109, 594) 510, 383 | 501,012 437,146 309,724 233,582 | 240, 10,879 2 254,637 | 180,327 182,623 
nee 
Cee mb) By) | 4,000| 6,087| 9,994.8 6,362) 4,843 5,800 5 5,596.9 4,041.52) 3,100.5 3,263.741 
FFA) | . 


県 報告 に よる 。 EB: 発生 本 数 , 下段 : REAR, 市 町 村 が 独自 で 予算 を 組み 使用 し た 金額 は 除い た 。 


中 心 と し て か な り の 範囲 の 発生 調査 を 行い , ER LU Toi 
除 を 実施 する こと こと が 必要 で ある 。 ' 

本 躍 の 撲滅 は まず 綿密 な 発生 調査 お よび 防除 計画 を た 

て , それ を 確実 に 実行 する た め の 防 除 技術 , 防除 組織 , 
NNR RR ses, 
及 の いずれ を る も る 欠い て は な ら ず , 防除 開始 後 最少 3~5 
年 間 で , Pb enter a 
施し な が ら , も し ゃ 発生 和み た 場合 な は 部 分 的 に 撲滅 を 
する 方 式 が 必要 で ある 。 
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GIP UMED IO BRIS LOU YS a ty 
WO BOERS KE HE IT OUT 
a N Wh & 
長野 県 秦 業 試験 場 上 田 支 場 


Dill 


緒 

鱗 赴 目 昆 虫 の 成虫 分 化 に は 脳 ホ ル モ ン が 前 胸腺 に 作用 
L, この 腺 か ら 組 織 に 作用 する 成長 分 化 ホ ル モ ン が 分 泌 
され , その 誘導 に よる も の で ある こと が 指摘 され る よう 
に な っ た 。 

WirLiams (1947) は セク ロ ピ アサ ン (Platysamia) 
“C, 福田 (1954), 長谷 川 1951) お よび 小林 (1957) は 
カイ コガ (Bombyx) で , Icutkawa & NISHIITSUTSUJI 
(1951) EUS IcurKawa et al. (1953) は ギフ チョ ッ ウ 
(Luehdorfia) で , 八鹿 (1954) は クス サン (Dictyo- 
ploca) で , 長田 ・ 加 地 (1955) は エリ サン (Philosamia) 
で , また 山崎 ら (1955a, b) は テン サン (Antheraea) 
で , EP - rh (1958) お よび 山崎 ら (1958) は サ 
クサ ン (Antheraea) で , それ ぞ れ 休眠 帳 の 成虫 化 に は 
' 脱 ホル モン が 関与 し て いる ご と を 証明 必 で いる 。 HICA 
鹿 (1954) は カイ コガ の 脳 が クス サン の 成虫 分 化 を 促進 
SHeOCERMBE Lo 

WHS 活性 化し た サク サン OMe シン ジュ サジ 
(Philosamia) の 帆 に 移植 し て その 成 是 化 を 促進 せしめ 
る a きど を 知ら だ の で 誘 そ の 結果 を 報告 ずる 8 

な お 本 人 研究 に あたり ご 指導 ご 援助 を 賜 わ ちっ た 長野 県 奏 
業 試験 場 長 ・ 山 崎 寿 博 士 , ご 校 闘 を 賜 わ っ た 信州 大 学 教 
授 ・ 久 木 誠 政 博士 , な ら び に 実験 に ご 協力 いた だ いた 山 
幅 た け を ・ 降 旗 則子 の 議 氏 に 表 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ る 。 


実験 材料 お よび 方 法 


シン ジュ サン 帆 は 1957 年 10 月 に 松本 市 の 長野 県 礁 
業 試験場 松 本 支場 構内 で 採集 し た も の を , また サク サン 
は 1957 年 春 奏 期 に 長野 県 南安 曇 郡 に ある 長野 県 礁 業 試 
ERS A AE ae aa RWC find FE LC O7 CAEL fe 1 化 性 
eB Lio WT EWADO DME 2 月 に , Move 
PLAN Ze MED YL oF ARIO OEM BD, & 7H 
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2, 1959. 
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(1959 年 3 月 3 日 受領 ) 


The Accelerative Action of the Brain of Antheraea pernyi on the Imaginal Differentiation in 
Philosamia cynthia pryeri. By Kunio Nisuimura, Ueda Branch, Nagano Sericultural Experiment 
Nagano Pref. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 3, No. 
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DADA UNNAMED VY VY 2 HUD AEE i> SK 
内 に 移植 し て , 3 月 末 ま で 20~22°C の 室内 に 保護 し , 
それ 以後 自然 温度 の 部 屋 に 移し て , JCAL TEA A 
と を 雌雄 別に 調査 し た 。 な お 供 試 頭 数 は 各区 40 頭 で あ 


る 。 
実験 結果 な ら び に 考察 


松本 付近 に あっ て は , 自然 環境 下 に 生息 じ て い る シン 
ジュ サン 帆 は 映 態 越冬 の の ち , 5 月 下旬 か ら 6 月 下旬 に 
わた っ て 羽化 する の が 普通 で ある 。 ま た サク サジ ン 交 は 7 
Arh, 下旬 に 化 由 し, その 年 の 12 月 中 前 下旬 に だ 活性 化 
し , その まま 越 年 し て , 翌年 5 月 上 旬 に 約 10 日 間 だ に わ 
EE ES 

thbb, サス サナ ジン の 羽化 に ジン ジリ の 
約 1 カ ヵ月 早い の で , 脳 ホ ル モ ン の 分 泌 お よび , それ か ら 
謗 導 さ れる 成虫 分 化 も また 早い も の と 推定 され る 。 し じ な た 
が っ て サク サン 遇 の 脳 が シン ジュ サン 帆 の 成虫 分 化 に 影 
響 を 及ぼ す と すれ ば , その 羽化 の 開始 月 日 が 早まる を の 
と 考 ぞ られ る 。 
そこ と で 脳 の 移植 実験 を 行っ た 結果 を 第 1 表 に 示し た 。 
供 試 し た 正常 の シン ジュ サン 中 は 5 A 1 amb E A 15 
BEC, 46 日 間 に わ た っ て 羽化 性 £4OMCREH 
第 1 表 サク サン の 虹 の 脳 を 移植 し た シン ジ ゴ サン 

遇 の 羽化 頭数 な ら び に 羽化 月 日 


き | サク サン 脳 を 移植 | IBY yy 
た 別 (|b Kkyvy atu iii) 3 Ui 
A ed & Sgt" Sea eae 
4108 Onl A deed On LOG 
10~15 oven 5 oki OVO No 
16~20 5 iVé 22 0 0 OT 
21~25 LZ 8 25 0 0 0 
26~30 12 3 15 0 0 0 
5A1~5q a 0 1 1 i) 2 
6 ~10 0 0 0 2 6 8 
11~15 | ae) 0 0 5 6 11 
16~20 eee) 0 0 6 5 a La 
21~25 I 6) 0 0 3 5 8 
26~31 | 0 0 0 6 4 10 
6A 15 8. | 70 0 0 5 4 9 
6 ~10 eas) 0 0 6 5 1: 
11~15 | 0 0 0 2 il 3 
16~20 LO 0 0 0 0 0 
lh | O47 36 YAS 


供 試 頭数 各区 40 BH 
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{ 

を 認 ふ る と と が で き な か っ た 。 サク サン 痛 の 脳 を 移植 し 
た シン ジ 2d VMSA 月 10 日 が ら 5 月 1 日 まで の 22 日 
Mice > CIEL, 特に 4 月 16 日 か ら 25 旦 ま で の 10 
請 間 に 全 個体 の 66% が 羽化 じ た 。 すなわち , サク サン 
「 順 の 脳 を 移植 し た シン ジ 。 サン 史 は 正常 の シン ジュ サン 
MAIC AIC LC, 羽化 の 開始 が 20 日 早く , 羽化 の 終了 は 
AS 日 早く , 羽化 期間 は 24 旦 間 短縮 し た 。 そ を し て 前 者 は 
4 Ff 20 日 か ら 25 日 付近 まで に 最多 の 山 が 出現 し た が , 
[|| 後 者 は 少数 ずつ っ だらだら と 長期 に ち た っ て 羽化 し , 特に 
導い 時 期 を 認め る と こと が で き な か っ た 。 こ と の こと と は 計 自 
然 環境 に 生息 する シン ジュ サン に あっ て は 産卵 ・ 角 化 時 
| IPM RIND FEA Re LARS wD TAK WSO 
| で ある が , サク サン の それ は 比較 的 小さ いた め 約 10 A 
| 間 で 羽化 し , 脳 の 発育 分 化 程度 が 揃っ て いる こと と な ど に 
『 起 因 す る も の と 思わ れ , と の 脳 を 移植 し た シン ジュ サシ 
[ 遇 は サク サン 脳 の 影響 に よっ て 羽化 の 最盛 期 が 出現 する 
話 の と 考え られ る 。 
|| 以上 の ょ うに , AATEC RINICTUED So HU 
の 脳 が 羽化 時 期 の 遅い シン ジュ = サン 由 の 成虫 分 化 を 促進 
きせ る 作用 を 有する と と は 明白 で ある 。 ま た 同一 種類 の 
己 忠 間 で 脳 の 移植 実 険 を 行う と 被 手術 個体 は 無 手 術 個体 
比べ て ぁ る 程度 羽化 時 期 が 遅れ る こと を 考え あわ せる 
E, SHORROWAICS, 両者 の 差 は 更に 大 きく な る 
弄 の と 老 え られ る 。 ま た 成虫 分 化 に 対す る 脳 ホ ネル モン の 
MHS IVWWARLOS ちの ある も の の 間 で は 共通 性 を 有 
芋 る も る の と 考え られ る 。 


摘 Be 

YUU ADPUMICP OO UMOMABHIL TT, TOI 
{CHAE THELA AL HEL, ROME. 

PO UMOMe BHLRY YS 2 tM, 移植 し 
な いも の に 比べ て , 羽化 の 開始 時 期 も , 羽化 の 終了 時 期 
も 早く , 羽化 の 期間 は 短縮 し た 。 こ の 事実 か ら サ クサ ン 
SOWA 7 2 HID TLR RIED BEAD 
る こと が 証明 され た 。 
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さき に 著者 (高橋 , 1959) は カイ ココ 幼虫 に お ける 皮膚 
凍ら の 水分 発散 が 飼育 環境 に より か な り 異 な っ て いる 
澤 避 を 明らか に し た 。 こ の こと と は 生息 環境 条件 の 異な る 
志 中 の 間 で も ある 程度 認め られ る の で は な いか と 予想 さ 


—__ 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 3 巻 B25 1959 
(1959 年 3 月 9 日 受領 ) 


れる 。 こ こ に 生息 環境 の か な り 異 な る 数 種 の 鱗 克 目 幼虫 
の 角度 を 通し で 発散 逸失 する 水分 量 を 調べ た 結果 を 報告 
すず る 。 

材料 に は カブ ラ ャ ガ (Euxoa segetis Scu1rFERMULER), 
=ARXAF 2 (Chilo suppressalis WaLKER) お よび 
カイ コ (Bombyx mori LINNE) を 供 試 し , それ ぞ れ 半 
令 の 幼虫 を 対象 に し た 。 カ ブラ ャ ガ の 幼虫 は 当 県 農業 試 ・ 
験 場 か ら 提供 され た も の で あり , まだ カイ コ の 幼虫 は 当 
県 礁 業 試 験 場 で 普通 に 飼 育 し た も の で ある 。 ニニ カメ イチ 
a SSE TP ABSLO TKR IT 35 T HRC REN ICE 


* The Evaporation of Water through the Body Surface in Some Different Habitat Insects. By 
Yasuo Taxanasui, Nagano Sericultural Experiment Station, Nagano Pref. Japanese Journal of 
Applied Entomology and Zoology, Vol. 3, No. 2, 1959. ; 

* Heat PR eHEUEL T CIS TPR AR CRT 


142 日 本 応用 動物 量 虫 学会 誌 


し て いた 幼虫 と , 刈り 取り 後 の 薬 葉 内 に 生息 し て いた 幼 
上 中 と を 採集 し た も の で , 本 報 中 で は 前 者 を ]) と し , K 
者 を (2) と し て 示し じ た 。 著 者 は 前 報告 (高橋 , 1959) で 
HEROIC ISIS SURED WERE & LC BE EMT 
る 水分 に 起因 する こと と を 証明 し た の で ; SATA TH 
40 UD ARAL IBUREAE 2 & > CHRTKAT SEH LATER LRo 体 
AREROMEMEAMREMUE THD, 体 水 分 発散 量 
は すべ て 単位 時 間 に お ける 単位 角 皮 面 当 り の 基 で 示し 
た 。 幼 虫 角 皮 の 面積 は 前 報 と 同様 に カイ コ や カブ ラ ヤ ガ が 
の よう な 比較 的 大 形 の 幼虫 で は 切り 取っ た 角度 を 直接 方 
ARSE LICERIL CHA, また ニカ メイ チェ ウ の よう な 小 
形 の も の で は 角度 を スラ イド 硝子 上 に 展開 し , (RO 
" 顧 微 鏡 で 転写 器 を 使用 し て 描写 測定 し た 。 

な お , 種々 の ご 教示 を 賜わり , か つ ご 校 関 を 仰い だ 信 
州 大 学 小泉 清明 教授 に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る 。 

mA 結果 

HCE OD Soh ete Was WS PARA RAKE WEL, 
. 第 1 ICT RE BOT TED B, 体 水分 発散 量 は 次 の 
る フカ 0) 
I 2) カコ . 


第 1 表 BRAD 6 ODMR 


発 散 量 
竹 aes) FF (mg/cm2/hr) _ 
moe = yw 3.9 
Seger) Passat Seah a 28 
Ss) Fe 2h Sane wy (2) 0.3 
カ コ 0.8 


測定 時 の 環境 温度 お よび 湿度 は それ ぞ れ 21~ 
23°C お よび 0% R. H. (吸湿 剤 ) 塩化 カル 
vy h) 
カブ ラ ヤ ガ の 幼虫 は 周知 の と お り 壮 令 に と な っ で 夜行 性 
Sfp, 日 中 は 地 中 に 洪 伏 じ て い る 。 そのため,』 COM 
中 の 生島 環境 条件 は か な り 多 湿 で ある と みな さ な け ね れ ば 
Oe 
また = ニカ メイ チュウ は 稲 薬 内 に 生息 し て いた も の で あ 
. り し た が っ て カイ コ 幼 虫 の よう な 開放 環境 に 生息 し て 
いる も の より る も, どちら か と いえ ば その 環境 条件 は より 
多湿 で あろ うと 思わ れる 。 更に また ニカ メイ チュ ョ ュ ウ (1) 
. の 生島 環境 は 出穂 期 の 藻 某 内 で あり , = カメ イチ ュ ウ 
(2) の それ は 稲 を 刈り 取っ た 後 の 薬 茎 内 で ある か ら , 後 
者 の 生息 環境 より も 前 者 の それ の ほう が 多湿 で あろ うと 
みな され る 。 こ れ ら の 生息 環境 条件 と 前 記 の 体 水 分 発散 
量 と を 比較 検討 する と , 比較 的 多湿 環境 に 生島 する 昆 虫 
は 体 水 分 発 敵 の 抑制 能力 が 低く , 葛 燥 環境 に 生息 する も 
の ほど を その 能力 が 高く な る と いえ る よう で ある 。 た だ 


1952; HorpGAzrr, 1955; その他) まり 0 議 選 S40 


第 3 巻 Ble 


し 。 こ と こと で は 数 種 の 鱗 起 目 幼虫 に つい て 実施 し た の み で 
bY, こと の 結果 を も っ て すべ て の 昆虫 が そう で ある と 論 有 | 
ずる わけ に は ゆか な い が , BROADEN OD Be 
の 生態 条件 に ある 程度 の 関連 を も つて いる こと と を 諭す る 
の は 論理 的 に 矛盾 し な いよ うに 思 われ So KorpsuM! | 
(1953) は ニ = カメ イチ ュ ウ の 越冬 後 の 幼 虫 を 工 茎 か ら と | 
り だ し て 外気 に さら す と , RAIMA BIC IST oC 
と を 立証 し , し か も この 量 と 融点 と が 互 に 相関 連 し と で そ 
の 生息 環境 に 対し て 高度 の 適応 性 を 示す と いう 注目 すべ へ 間 
き 事 実 を 明らか に し て いる 。 AMO E35 0 BRO | 
か ら 発 散る 水分 を 抑制 する 主体 は 表 角 志 由 層 で ある | 
が , ここ と に 得 ら れ た 体 水分 発散 の 抑制 能力 が その 生息 環 T 
境 条 件 と 密接 な 関連 を 示し て 座 化 する 事実 は , ELT 
表 角 皮 帳 の 量 や 融点 の 変化 に 起因 し て いる の で は な いか 
と 推察 され る 。 
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第 1 図 SMMC BRAD SOKA 
発散 量 , 環境 湿度 は 0% R. H. (im 
温 剤 , 塩化 カル シウム ) 

—O—, カブ ラ ャ ガ 」 —@—, = 


カメ イチ ュ ウ (1); —O—, 
Fee (2) ee Oeil 


=r 


rf DULAE AFIS OC He ROR RET FECTS ACHAT 
量 を 測定 し , 第 1 MicmMI REDON. Moka 
量 は それ ぞ れ 一 害 の 温 席 を 界 と し て 急激 に 増加 vill 
ゆる Ramsay (1935) より 初め に て 指摘 され , ye 
WIGGLEswortH (1945) と その 一 門 の 研究 者 (Beam | 
ENT, 1945; Lerrs, 1946, 1947; Davirs & Epney, 


Ti Tt BE 2° BARU られ る 。 : も か もこ Oli FRE 
昆虫 の 生態 と 密接 な 関連 を 示す よう に 思わ れる 。 す な 3 
ち , 臨界 温度 の 低い も の か らら 並べ で みる と , ROXK5 tal 


1959 年 6 月 ‘ei 


順位 に な る 。 

は ご カス イチ a の (1).<= カタ イチ 
2)< カ イコ i 

WicGLeswortn (1945, 1946) に よ 
Ui BE VSS ADB IC ALPS FB eC % HCI DE CAE 
MES SROIELM Sho TH SC LaMmomicancy 
[So COC OM A Rho Stk CHG LEO 
PCH), LOR=AAAAF AD CIMAUIMOMENOY 
be & Al) OID LORE AD Meh & COV THMEL EOA 
| で ある か ら , この 結果 か ら た だ ち に 慣 虫 の 臨界 温度 と そ 
| 生態 条件 と を 結び つけ る こと は な おぉ 若 下 の 危険 性 が あ 
12 うけ れ ど ふも , 一 応 や は り WiecreswortH の 論 Gres 
A i hi or と みな す の が 受 


&, ASC | に 臨界 


» Ramsay (1935) は Rhodnius で 各種 の 温度 
筒 皮 面 か ら の 体 水分 発散 量 を 測定 し , これ が 温度 30°C 

計上 に な る と 急激 に 増加 する と いう ぅ う こと を 明らか に し 
| た 。 ま た WicGLgswoRrTH (1945) は 各種 生態 の 尼 躍 で 角 
[ 竣 面 か ら 発散 する 水分 量 と 環境 温度 と の 関係 を 追 完 し , 

| 味 水 分 発散 に は 明瞭 な 臨界 温度 の 認め られ る こと を 明 ら 
| 注 に し た 。 そ の 人 後 こ の 臨界 温度 の 概念 は WrccLssworTir 
ican weer り 各 種 の 陸生 慣 虫 や 数 種 の 節 足 
HD CRD DIVES. と ころ が , 
1953) は Sarcophaga の 幼虫 で WiGGLEsworTH ら の 
| 疹 し て いる 臨界 温度 を 必ず し ゃ 明確 に 認め る こと が で き 
PEO cmME TOS. この と と が いか な る 点 に 起因 し て い 


に お ける 


Ricnuarps et al. 
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る か は ここ で は 軽率 に 論じ られ な い が , た だ WiecLegs- 
Sarcophaga に つい て は まだ 実験 を 行っ 
て いな いよ う で ある か ら , 材料 に よる 特異 件 で ある の か 
も し じ し れ な い 。" い ずれ に し て も ここ で 実施 じ た 幼 虫 じ お い 
て は WiccLeswortH ら の 論じ て いる と お り 明 瞭 な 臨界 

唱 度 を 認め る こと が で きる わけ で あり , お そら く ほ と ん 
Lio ER RICE COMBS MACS SOCH4A5 LY 
者 は 考 き て いる 。 
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A Further Experiment on the Effect 
of Dietary Levels of Protein and 
Carbohydrate on the Growth of the 
Rice Stem Borer, Chilo suppressalis, 


Larvae! 


By Shoziro Isnu, Anwarul Azim’ and 
Chisato Hirano 


* National Institute of Agricultural Sciences, 


Nishigahara, Tokyo 


me eviously Isuu & Hirano (1957) reported 
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that the growth of the rice stem borer 
larvae reared on synthetic food is superior 
on protein rich medium than on carbohy- 
drate rich one. But there remains a 
question whether the requirements of the 
larvae are variable with advancement of 
the growth stages. The present study 
was, therefore, taken up to investigate 
the effect of protein and carbohydrate on 
the early and late stages of the larval 
development. 


MATERIAL AND METHODS 
The composition of the basal diet is 
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given in Table 1,and in Table 2 are given 
treatments A, B, C and D wherein carbo- 
hydrate and protein rich foods treatments 
are randomised. Rearing was carried out 
aseptically at 25°C for the thirty days of 
the larval growth. Fifteen days after 
hatching, larval diet in all series was 
changed aseptically and rearing continued 
for the rest of the fifteen days. The two 
fifteen day periods thus devided by change 
in food media are hereafter termed as 
early and late periods of their growth. 
The methods of preparing food media and 
aseptic rearing procedure were the same as 


Table 1. The composition of basal diet 


(per flask) 


Water vb 
Agar 0.lg 
Cellulose 0.3 
Wesson's salt mixture 0.06 
Cholesterol 0.006 
Casein shown in table 2 
Glucose shown in table 2 
Vitamins : 
Thiamine hydrochloride 100 ve 
Riboflavin 50 
Nicotinic acid 100 
Pyridoxine hydrochloride 50 
Calcium pantothenate 100 
Choline chloride 2,000 
Inositol 1, 000 
Folic acid 10 
p-Aminobenzoic acid 100 
Biotin 10 
Table 2. Design of the experiment 
; Diet during days | Diet during days 
Esper | Nai | 1680 
ae ia Casein Glucose | Casein Glucose 
(g) Cone aan Gey) (g) 
A 0.5 1.0 0.5 ie) 
B OFS 1750 10 0.5 
C ia) 0.5 PO 0.5 
D 10 0.5 O35 le) 
Table 3. 


Effect of changing dietary levels of protein and carbohydrate on the 
growth of the rice stem borer larvae 


Vol; 3; No2 


described previously (Isnu & Hirano, loc. — 
Cites 


RESULTS AND DISCUSSION 


The results given in Table 3 show that 
superior growth was observed when the 
larvae were supplied protein rich diet 
throughout their period of larval growth 
(series C) ; on the other hand, the growth 
was slowest and the final weight less 
when they were similarly reared on high 
carbohydrate food (series A). 

When dietary level of protein was 
reduced during anyone of the early or | 
late stages (series B and D), the growths 
were inferior to that on protein rich diet 
(series C). A comparison of growths 
between series B and D shows the reduced | 
weight of the larvae in series B which |} 
were reared on carbohydrate rich diet | 
during early stages of development and | 
on protein rich diet during their late 
stages. Although the difference in larval |] 
weights between these two series is not | 
significant statistically, yet it is indicative |f 
of the role of protein in larval nutrition |} 
which may be more important in the} 
early stages of development than in the} 
late stages. | 

However, 


are higher in early growth stages. 


Beck (1956) stated that the larvae of “| | 
| 


| ~ Number of 


| 

| 

Experimental Number of | larvae survived keene: iis eae ae || 

- arvae | mg) | 

series 人 at 15 at 30 at 30 day iy 

D Cc B | 

day day (mg) | 

| is | 69 68 28.57 + 1.37 9307" 27..30* 4.80 | 
8 | 66 59 33.37 + 2.46 : 4.27 22.50* 

“ 82 | ifs} 70 99.87 + 3.13 PERG ake 
69 62 59 37.64 + 2.76 


* Differencé i at 1% level. 
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‘lopment stages. In the case of the rice 
jstem borer, our findings show that in the 
jearly growth (stages its protein and 
jearbohydrate requirements agree with 
jthose of the European corn borer (Beck, 
loc. cit.) ; but in the later stages, protein 
irequirements of the rice stem borer are 


here is, however, a similar trend between 
both insect larvae that the protein require- 
ments decrease with the advancing growth 


SUMMARY 


| An experiment was carried out to in- 
Westigate the protein and carbohydrate 


i uring their thirty day period of growth. 
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This period was devided into two fifteen 
day periods termed as early. and late 
periods. The data obtained showed clearly 
that the larvae require protein rich food 
both during early and late stages of their 
growth and that the high protein require- 
ments are more distinct in the early 
stages than in the late growth stages. 

Thus these requirements are different 
from the European corn borer because in 
the latter, during its late stages of growth, 
carbohydrate requirements are greater. 
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| On Some Collembolans Injurious to 
| the Upland Taro Colocasia antiquorum 


| SCHOTT var. esculenta ENGLER! 


By Hajime Ucnipa 


Biological Institute, Faculiy of Literature and 


Science, Hirosaki University, Aomori Pref. 


| Recently I had an opportunity to ex- 
imine some of living and alcoholic speci- 
mens of collembolans injuring the upland 
taro, which were sent me to identify by 
Mr. B. Hasuizume, the Saga Agricultural 
xpberiment Station. I would like to 
[| xpress my thanks to him, for supplying 
these interesting materials and the ecolo- 
‘ical manuscripts concerning them. 
The species identified are: 

Onychiurus pseudarmatus FoLsoM yagit 
Miyosnt, 1923; Folsomia fimetaria (LINNE, 
“ 1758); and Sinella curviseta Brook, 1882. 


| Onychiurus pseudarmatus yagii 

) In Japan this is very noxious insect to 
heat and barley, attacking chiefly the 
ermination. It is also reported that the 


(Received for publication, March 17, 1959) 


insect damages the corms of Anemone 
coronaria L. (Matsumoto & Sairo, 1930). 
However, such instances of damage to the 
taro are here firstly described. Specimens 
examined were all nearly adult. 

Saga, Saga Pref. (XII 758, 3 sps. No. 
2031; I ’59, 16 sps. No. 2035, B. Hasuizume 
leg:): | 

Distribution : Japan (Honshu, Kyushu). 

Folsomia fimetaria 

“After the preceeding species this will 
probably become a dominant species in 
the taro field.” says Mr. Hasuizum_e in his 
manuscript. Mirrs (1939) enlisted this 
species in economic springtails by the 
reason of contaminating water. Its damage 
inflicted on vegetables has never been 
recorded. 

Sadga,eoaga Pref. «(I ‘58, 10 explo..No. 
2033, B. HasuizuMe leg.). 

Distribution : Japan (Honshu, Shikoku, 
Kyushu, Hokkaido), Europe, Siberia,Arctic 
Region, North America, Greenland, Alaska, 
India, Hawaii, Australia, Society Is. 

The present species has also been found 
in the nest of a solitary wasp, surving as 
an indicator of the wasp’s burrows when 


放す トイ ィ イモ そ を 害する トビ ムシ 類 に つい て AH IAPR RED FASE 
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excavating them in the ground. 

Sapporo, Hokkaido (VIII 756, 5 sps. 
taken from the burrows of a solitary 
wasp, Halictus sp., S. Saxacami leg., No. 
1932). 

Sinella curviseta 

The species, as Mr. Hasuizume observed, 
were found abundantly in the field in May 
and June of the last year and seemed to 
play a main role in causing damage to 
the vegetable. But in this winter it has 
become very few in number. On the 
other hand it may be noticeable that this 
species has been bred as food for chiggers 
(Acarina, Trombiculidae) in America 
(Lipovsky,1951). Its attack on the corms 
of taro has not as yet been observed 
anywhere. The present species itself 
is unknown to Kyushu. 

Saga, Saga pref. (1759, 2 expls., No, 2032, 
B. Hasuizume leg.). 

Distribution: Japan (Honshu, Shikoku, 
Kyushu), Europe, North America, India. 

The other localities are here added: 
Hirosaki (19 X ’52, 2 sps., H. Ucutpa and 
T. Matsuno leg., No. 1688), Torishima of 
Zunan Is. (14 VIII ’50, 2 sps., I. Fuyryama 
leg., No. 1755 a). 

The damage caused by springtails is 
quite small when compared to such orders 
as Coleoptera and Hemiptera but it is not 


Vola3,5 Now 


inconsiderable, because their large number 
make the sum total of injury very severe 
at times. The harm that is done by the 
three species mentioned above may be 
the direct attack on plant tissue, and 
indirectly, they may be accused of carry- 
ing disease. 

The investigation on the occurrence and | 
injury of these insects, and the study of | 
the control of insect damage are now | 
actively being promoted by the Saga | 
Agricultural Experiment Station. | 
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EXPLANATION OF PLATE 

Folsomia fimetaria (LinnE) A~H 

A: entire animal, B: postantennal organ and | 


Ist segment of antenna, C: postantennal organi) 


(other individual), D: sensory organ of 3rdll 
antenna, E: hind claw, F: tenaculum, G: 
setae on abd. IV., H: furcula 


Sinella curviseta Brook I~O | 


I: entire animal, J: head, K: antenna, setaed} 
omitted, L: barbellate setae on head, M: left 
i 


ocelli, Ni hind claw, O: mucrodens 
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The Principles of Biological Control Harvey 
L. Sweetman 2%, A5 Hj, 560 ペー ジ ;」 3500 円 , Wm. 
C. Brown Co. (Dubuque, Iowa) 発行 

著者 H. L. Sweetman 博士 は 米国 マサ チュ セッ ツ 大 
学 で 永年 害虫 の 証 物 的 防除 の 講 議 を し て きた 昆虫 学 の 教 
授 で ある が , Pd 1956 年 8 月 20 日 の 夜 , モン トリ オ 

で 同 博 士 会 っ た と き , 氏 は 1936 年 に 著 し た 同名 の 
本 の 大 幅 な 改訂 と 増補 を 準備 四 で ある と 話さ れ た 。 こ の 
た び 出 版 さ れ た 本 書 末 尾 の 文献 目録 を 見 て も わか る よう 
に , 民 自 身 で 行っ た その 方 面 の 著しい 研究 は ほとん ど 
な い が , 氏 は 生物 的 防除 に 対す る 熱情 を も や し 続け 天敵 
学者 と し で 終始 ひで て きた 人 で ある 。「 初 版 正 冬 以 来 三 士 有 
余年 , 黙々 と し て 天敵 関係 の 記 献 を あぁ あさり, 資料 を 集積 , 
分 類 , 総合 し た の が と の 改訂 増補 版 で ある 。 和 害虫 の 防除 
に 天敵 の 存在 の 重要 性 が , 世界 的 に 進ん だ 形 で , 再 認識 
ざれ だ し た 現在 , 最新 の まとまっ た こと の 大 著 を 得 た と と 
は , われ われ に と っ て は , 実に 砂漠 で オア シス を 発見 し 
た 気持 で ある 。 私 は , 氏 の 努力 に 敬意 を 表す る と と る も 
に , と この 本 が 生物 的 防除 の 知識 を うる の に きわ め て 便利 
な も る の で ある こと と を 信 し , 広く 一 般 に 推奨 し た い 。 

ABAD 15 章 と 交 献 目録 お よび 索引 か ら な り , F 
BoA XI, 興味 ある 部 分 だ け 読 ん で る 理解 で きる よう 
に 執筆 し て ある 。 第 1 章 は 生物 的 防除 の 理論 を , 策 2 章 
は 抵抗 性 寄主 利用 の 問題 を , 第 3~10 章 は 天敵 と し て の 
生物 群 の 各論 で , 微生物 , 線 虫 , カタ ッ ム リ お よび 慣 虫 を 
含み , 本 書 の 大 部 分 を 占め て いる 。 第 11 章 は 天 英 と 害虫 
と の 生物 的 関係 を , 第 12 章 は 捕食 性 せき つい 動物 を , 
第 14 章 で は 天敵 利用 の 効果 判断 と 結果 を , 第 15 章 は 
有害 雑草 の 生物 的 防除 に つい て 詳 述 し て ある 。 文献 目録 
$49 Ry, Rel Ch 58 ペラ 7 印刷 ば 非常 に 
鮮明 で 挿図 る 豊富 で ある が , さす が に 原図 は きわ め て 少 
UNS 

本 書 を 通 覧 し て 私 の 卒 直 な 意見 を 次 に 述べ る 。 他 の 学 
者 が 発表 し た 膨大 な 量 の 文献 を 整理 し で , 氏 は 生物 的 防 
除 の 理論 の 樹立 に は , 生物 学 的 に 科学 的 に 根拠 の あぁ る 資 
BIDE IC KICHD Ci LBM ZA, Bhi toOeE 
BETS SP, MHMOPERIC, 取捨 判断 に 正当 を 欠く る 
OPH), 早合点 C よ る 誤解 が 随所 に 見 られ る よう で あぁ 
Do BRC, 資料 を 正確 に 使う た め に は , 分 類 学 の 知識 の 
最新 の も の を 摂取 せ ね ば な ら な い が , と の 点 に お いて る 


iON 


炎 け る と と ろ が 見 られ る 。 ペ ー ジ 407 か ら 424 と にかけ 


て , 天敵 利用 に 成功 し た 世界 中 の 例 を 示し て ある が , 故 
小西 基 も 博士 の サイ ペン 島 で の 交 か し い 業 績 は 紹介 きれ 
て いな い 。 本 書か ら 私 の 受け た 感じ は , 本 書 の 表題 を 天 
敵 研 究 に 関す る 資料 の enumeration と すれ ば 最も る 理想 
WCh oc k5CRDNS, UBT, REBHLO 
つ ぁ る 天敵 学 の 構想 か ら と この 本 を 眺め る と , 4 oD 
力 に 逐 し いう ら 5 ら み が ある が , 多 す ぎる くら い に 世 界 に 散 " 
在 す る 資料 を と り ま と め る だ け で も 大 変 な 仕事 で ある の 
と , ぞ それ に 老 令 と な られ た 著者 に と これ を 求め る ご と は 無 
理 で あろ 3 う 。 | 
既に 記し た よう に , 著者 は 膨大 な 資料 を ぁみ ど と に 整理 | 
し て われ われ の 前 に 提供 じ た 。 われ われ は 症 分 注意 
て こと の 書 を 活用 すれ ば , BAIT 6 BUR CMA O Re | 
PP CS Es (BIRR =) 
TRB 横尾 多 美 男 着 BSH), 580 ペー ジ , 3000: 
円 , HACE (東京 ) 発行 | 
畑作 振興 上 , 土壌 線 虫 の 重要 性 が 認識 され て , Me 
RDP EMA ORS UCHR. HEHE SN, 世 人 の 関心 を ひ 
いて いる 時 , 横尾 多 美男 博士 執筆 の “土壌 線 虫 一 生態 と 
防除 一 ” が 出版 され た 。 ま と と に 時 宜 を 得 た 出版 で あ 
b, まさ クイ RC いう 
本 書 は 総論 , 各論 , 防除 論 の 3 編 よ りな り , BS, 580s) 
ペー に の ば る 大 著 で あっ て , わが 国 に お ける 線 由 学 の | 
HE—-O MBE USBI I ZIOCHS, 本書 を 紹介 する | 
HID, まず 横尾 博士 の 労 を ね ぎら いた い 。 

第 1 編 の 総論 は 土壌 線 虫 の 形態 , 分 類 , 生態 お よび 詩 
査 法 の 4 章 よ りな り ,= よ く 整 理 さ くさ れ て いて, LRRROM 
[ 念 の は あく に 便利 で ある 。 分類 の 章 で は 植物 寄生 性 線 間 
虫 の 形態 に つい て 詳 述 し て ある ほか , お も な 肉食 性 線 虫 旧 
お よび 一 般 の 土壌 線 虫 じ つ い て 叙述 し で ある 。 欲 を 言 | 
ば , 線 虫 類 全般 の 分 類 大 系 を 明示 し , 属 名 まで は 既知 の 用 
も の 全部 を あげ , Dis & } HRA IC EL CeCe 
bE COMRAP BU TEL to AROMA 
的 簡単 で , 脱稿 の 時 期 の の え か 最 近 の 重要 な 新しい テク | 
ニッ ク の 紹介 が も れ て いる の は 惜しい 。 COMMA RSH 
れ て いた な ら ば , BUS MAHOMET AS PsA 
に 設置 され る 土壌 検診 員 の 研究 指針 と し て 本 章 は 更に 才 則 
切な 好 伴 信 と な り 得 た で あろ う 。 

第 2 編 の 各論 は 8 章 に わた り 本 書 の 68% を 占め , Ch 
こと に 主体 が 置か れ て いる と 認め ぁ れ る 。 を れ だ け & と 8 
科 に 属す る 植物 寄生 性 線 虫 の Rice mc, TH 
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{ Goovey の 著書 ‘Plant Parasitic Nematodes”’ 
(1933) と “Soil and Freshwater Nematodes ” 
(1951) お よび I. N. Firipyev と J. H. ScuuurmMans 
W, SteKHoven Jr. の 共著 “A Manual of Agricultural 
| Helminthology ” (1941, 1957 改訂 ) の は か , 最近 ま 
で に 各国 で 発表 され た 主要 な 方 献 か らち ら よく 集成 再 録 され 
区 いる 。 

| 3 編 の 防除 論 は 3 章 よ りな っ て いる が , わずか 4.6 
前 126 の 紙面 が さか れ て いる に 過ぎ ず , 本 書 の 副題 に “ 生 熊 
| に 防除 "と うた っ て あぁ る に し て は , ゃ ゃ 内 容 に 乏しい うぅ 
ら み が な いで も な い 。 

と も あぁ あれ, わが 国 に お ける MAVEO MMO MUCH 
>, その 出版 は 祝福 さる べき で ある 。 骨 業 関係 の 研究 機 
用 関 ゃ 学校 に 是非 供 う べき 良書 と し て 推奨 する 次 第 で あ 
q Do é 
Yo な や 全体 を 通し て 諸 所 に 誤植 を 散見 する の が , ちよ っ 
| に 気がかり で ある 。 高価 な 本 で あぁ る だ け に 是非 正誤 表 を 
WoC, 購読 者 に アー フタ サー ビス を する よう 用 文 堂 に 
WATER OS (ik eH =) 
) MR LATE AD 判 , 229 ペー ジ , 380 円 , 南 江 
Wax (東京 ) 発行 i 
上 | 若者 は 理研 , 台北 大 , BAG UCR bio TBR 
の 研究 に 従事 し て きた と の 道 の 権威 で ある と と は , と と 
旧 に ご 紹介 する まで も あぁ ある まい 。 
| WEA, 者 者 が 編さん し た 大 閉 “ 新 農 研究 法 ” は わが 
「 購 農薬 書 の 最高 水準 を ゆく も の と し て 好評 を 博 し た が , 
た で れ は 精細 を きわ め た 専門 書 で あっ た 。 と の は ほど 出版 さ 
Puts “RE” 3, いわ ば 前 著 の ミゼット 判 と も いう よ 
| SARC, 新制 大 学 の 教科 書 向き に 作ら れ た も の で あ 
3. 
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内 容 は 8 章 か ちら な っ て いる が , 総論 か ら 説 き 起 し , 殺 
BA, 殺虫 剤 , RTH, 除草 剤 , 植物 成長 調整 剤 , 誘引 
All: THEA, 補助 剤 と いう 順に 筆 を 運ば せ て いる 。 解 説 
され た 虐 薬 は , 旧 薬 か ら 最 近 登 場 し た 新薬 に まで 及 ん で 
1S), 内 外 の 研究 成果 が 豊富 に 引用 され て いる の で 新鮮 
味 が あふ れ て いて , 魅力 的 で あぁ る 。 

付録 と し て 主要 農薬 の 公定 分 析 法 の ほか , コリ ン ェ ス 
テラ ー ゼ 活性 度 測 定 法 を 載せ て いる あたり , AMI OM 
続出 の お りか ら , 気 の き さい た 心 く ば り で ある 。 

解説 は 簡潔 平 明 で ある が , 要点 は お さえ て いる 穫 さ ば 
き は , BIR IC HMA ROKRE 5 CROMRBRL TA, 
制 大 学 の 教科 書 と し て は , うっ て つけ の 好 著 で ある 。 

(山崎 殊 男 ) 

Journal of Insect Pathology B5 判 , 第 4 回 発 
行 , 予約 価格 年 $15, 会 員 $9, Academic Press (111 
Fifth Avenue, New York 3, N. Y.) 発行 

本 誌 の 現物 は まだ 入手 し て いな い の で , 出版 元 か らら の 
案内 を ど 紹 介し て お く と と に する 。 本誌 は 昆虫 病理 学 の 
専門 学術 誌 と し て , と の 5 月 に 創刊 され , 年 4 回 発行 さ 
AU CE な な っ CN る 

編集 主任 に は “昆虫 病理 学 ” の 著書 で 広く 知ら れ て お 
0, わが国 に る 昨年 来訪 し た カリ フォ ルニア 大 学 の . E. 
A. STEINHAUS 教授 が 当っ て いる 。 編集 委員 に は 世界 8 
カ国 か ら こ の 道 の 専 門 家 12 人 が 選ば れ て いる が , わが 
国 か ら は 奏 系 試験 場 の 鮎 沢 啓 夫 氏 が その 一 員 に 加わ っ て 
る 

創刊 号 に は 鯛 沢 氏 の 論文 の ほか , 11 入 が 登載 され て い — 
る 。 本誌 の 一 般 予 約 価 は 年 15 ドル で あぁ る が , 個人 会 員 
に な る と 9 ドル で 購読 で きる 利点 が ある 。 (山崎 輝男 ) 


BRFBAESIIS 
第 18 回 昆虫 生理 談話 会 は 5 月 16 日 午後 1 時 半 か ら 
奪 糸 試験 場 で 開催 され , 次 の 2 講演 が あっ た 。 参 会 者 
120 % 


1. REOWMEM:s LOGE ORK 5 REIT 
DWT PIL (RR) 
2. T+ 7 )MHBAD? KIL FY TREO 
比較 中 津川 勉 GR BHF) 
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第 6 回 評議 員 会 | 

第 6 回 評議 員 会 は 4 月 4 日 午前 10 時 か ら 虐 業 技術 研 
塞 所 に お いて 河田 会 長 の ほか 下記 28 PBA DO Pic 
開催 され た が , 次 の よう な 報告 と 協議 だ あっ た 。 

出席 評議 員 : BEA, RABR, 福田 仁 郎 , 福永 一 
夫 , 畑 井 直樹 , 石井 象 二 郎 , 石倉 秀次 , 一 色 周 知 , 弥富 
B=, HANI, 加藤 静夫 , 桑名 寿一 , MINCE, = 
坂 和英 , 望月 正己 , 野村 健一 , 岡本 大 三郎 , 小野 正武 , 
関谷 一 郎 , Axk—-, 杉山 章 平 , AIRE, 田村 市 太郎 , 
EWA, 筒井 喜代 治 , AM BAB, WR, BARS 
i 千 

(1) 一 般 会 務 

新 役員 の 選任 経過 , 会 員 の 移動 , 国内 お よび 国外 と の 
会 誌 交 換 状 況 , 本 学会 賞 の 選考 経過 の 報告 が あり , 安松 
京 三 会 員 の 朝 目 賞 受 賞 , 末永 一 ・ 中 塚 憲 次 両 会 員 の 農学 
賞 受 賞 が 紹介 され た 。 な お 当日 現在 の 本 学会 会 員数 と そ 
ORF GHA) は 名 療 会 員 10 0), 正会員 837 
(+53), #225 189 (4126), 賛助 会 員 42 (一 1), 計 
1078 名 (+178), 会 誌 の 交換 先 は 国内 41, 国外 42 ヵ 
所 で ある 。 

(2) 編集 報告 

山崎 編集 委員 長 か ら 会 誌 の 編集 状況 に つき 種々 説明 が 
HY, 本 年 は 会 誌 4 冊 と 名 筐 の 発行 予定 の みる と と や , 
原稿 集積 を 回 理 す る た め , 1 編 の 原著 論 六 の 制限 ペー ジ 
る 8 ペー ジ か ら 6 ペー ジ に 削減 する と と な どの 報告 が 
あっ た 。 


(3) 


Review of Applied Entomology 掲載 の 抄録 
HERR ICDUYT 

戦後 わが 国 の 応用 昆虫 学 に 関す る 業績 は 同誌 に ほとん 
ど 紹 介さ れ て お ら ず , 同誌 の 編集 者 か ら は 抄録 原稿 の 送 
付 を 依頼 し て き て いる の で , と の 作成 を 京都 大 学 農 学部 
昆虫 学研 究 室 に 依 嘱 する と と と な り , 内 田 教授 る 承諾 さ 
Sa 

2. #4 Ss 
(1) 会則 23 RoOMRIicowT 

Bis Ene AEH OPA, 会 則 第 23 条 “常任 評議 員 は 
MRAORBICKS” と あぁ る 互選 の 方 法 に つい て 評議 員 
の 間 に 解 釈 の 不 統 一 だ が あぁ っ た の で , 討議 の 結果 , 今後 は 
投票 に よる と と に 申し 合せ た 。 ま た 評 開 員 会 の 議決 に は 
文書 で 提出 され た 意見 は 考慮 に 入れ る が , 委任 状 の 施行 
は 認め な いと と と し た 。 


(2) 学術 会 議会 員 選 挙 ピ つい て 

本 年 11 月 20 日 に 施行 され る 学術 会 議 第 5 期 会 員 選 | 
Mic, 本 学会 と し て 推薦 する 第 6 部 専門 別 農学 部 門 全 国 : 
区 候補 者 の 選考 に つき , 一 般 情 勢 を 加藤 評議 員 よ り 説 明 ) 
し , 協議 し た が , 決定 に 至ら ず , 改め て 全 評 議員 の 郵便 
投票 C と よっ て 決定 する と こと と し た 。 な お 八木 誠 政 評議 
員 か ら 同 氏 が 第 6 部 専門 別 奏 糸 学部 門 全 国 区 か ら 立 候補 - 
する の で 本 学会 か ら の 推薦 を 希望 する むね の 発言 が あ 
り , 本 会 は 同氏 を 推薦 する と と に し た 。 

(3) 国際 昆虫 学会 議 派遣 代表 の 選挙 に つい て 

昭和 35 年 ウィ ー ン で 開か れる 第 11 Rees | 
識 に 派遣 する 代表 候補 者 は , KEKE CICEHSRIHE | 
Ht 6H DOC, 選考 方 法 を 協議 し た 結果 , 全 評 
議員 に よる 3 名 以内 の 連 記 郵便 投票 に よっ て 選考 する に 
と に 決定 し た 。 

(4) 来年 鹿本 学会 大 会 の 開催 地 に つい て 

昭和 35 年 は , 日 本 農学 会 構成 学会 内 に お ける 本 学会 

会 の 会 場 割 当 順 位 は , 例年 どおり 東京 大 学 農 学部 構内 
に お いて 農学 会 大 会 前 後に 開催 する と と に 不可 能 な 状態 
に ある の で , 開催 場 所 お よび 時 期 を 協議 の 結果 , 来年 度 
大 会 は 3 月末 ご どろ , 京都 大 学 農 学部 で 開催 する と こと に 決 
定 し た 。 ’ 

3. 評議 員 の 交代 

四国 地区 評議 員 土山 特 夫 氏 は 地域 外 に 転居 され た の で 
地区 評議 員 ゃ 辞任 する ひね 申し 出 ら ちら れ た の で , Chew | 
め , 後任 に は 昨年 実施 し た 選挙 の 際 の 次 点 者 MRE, | 
(香川 大 農 ) を 推す と ど に し た 。 | 

第 3 回 本 学会 大 会 

策 3 回 日 本 応用 動物 必 虫 学会 大 会 は 4 月 5~7 BOs | 
日 間 , 東京 大 学 農 学部 で 開催 され た 。 4 月 5, 6a |e 
は 135 題 の 一 般 講演 や AYA BM BON ae 
演 , 総会 な ど が 行わ れ , 7 日 に は “害虫 の 被害 査定 , HP 
に 稲作 害虫 を 中 心 と し て ”, RARE”, “乳剤 の 物理 人 殿上 E 
と 効力 "の 3 つの デー マ に つい て シン ポン 0 人 行間 
た 。 出席 者 は 400 2% C AMAR SDD, PAKS | 
の 講演 要旨 集 (26 ペ マージ ) は 少数 の 残部 が あぁ る の で , I 
AHESAMES 14 枚 同封 の うえ 学会 あて 申し 込ま 社 | 
hE) 


日 本 学術 会 議 第 5 期 会 員 選 挙 に 対す る 
本 学会 推薦 候補 者 に つい て | 
きた る 11 AcibNs AA WAM SMA OT 


| 198948 6 月 会 


| 
| に際し , 第 6 部 専門 別 農 学部 門 全国 区 に 対す る 本 学会 の 
PHEMRMA eT SD, 第 6 回 評議 員 会 の 議決 に 従 
て Amenmeics smeUME or, sem 
31 Mos sma CRED 23 票 を 得 た の で , 同氏 を を 推 
出席 する と と に 決定 し た 。 
員 有 全国 区 の 投票 に は 専門 別 の 投票 と 専門 に か か わら な い 
投票 と が あぁ る の で , 本 学会 は 河田 党 会 長 を 第 6 部 専門 別 
| | 学部 門 全 国 区 候補 者 と し て , 八木 誠 政 評議 員 ゃ を 第 6 部 再 
|「 隈 門別 奏 糸 学 全国 区 候補 者 と し て 推薦 する と と に な っ た 
次 第 で ある 。 
| な 本 学会 か 5 日 本 植物 病理 学会 に 対し て , ME 
f] SROMMe BML CL CS, 同学 会 は 同学 会 会 員 か ら 
RMB PHOT 5 C LiL, 河田 会 長 を 本 学会 と 共同 
| 准 訪 する と と に 決定 し た 。 
Wo また 犬飼 哲夫 評議 員 は 第 6 部 北海 道 地方 区 か ら , 会 員 
届 福 田 宗 一 氏 は 第 6 部 中 部 地方 区 か ら そ れ ぞ れ 本 学会 の 推 
[WO 8 と に 立 侯 補 する と と に な っ た 。 
pr 国際 昆虫 学会 議 派遣 代表 師 補 者 の 決定 
| 別掲 の 第 6 回 評議 員 会 の 議決 に より , 第 11 GARE 
訓 学 会 議 派 遣 代 表 候補 者 選考 は , 全国 評議 員 に よる 3 名 
|| 以内 の 連 記 事 便 投票 に よっ て 行わ れ た 。 得票 数 は , 石倉 
LAK, 深谷 員 次 , 内 田 俊郎 の 順位 に な っ た の で , COM 
上 | 人 を 考慮 し て 学術 会 議 に 推 訪 す る と と に な っ た 。 
| 深見 ・ 和 村川 ・ 尾 上 3 氏 に 日 本 箕 芸 化学 会 鈴木 党 
SAMAR, 村川 重郎, 尾上 哲之 助 の 3 氏 は “わが 
i 国 の 農薬 の 発達 に 対す る 化学 技術 的 貢献 ” で , 昭和 34 
| 人 古 度 日 本 農芸 化学 会 鈴木 哲 を 受 与 き され た 。 基 界 の た め ま 
FC eCCMBOR) CHS, 
和光 小林 氏 に 崖 党 
| | 農林 資源 に 関す る 研究 に 授与 され る 掛 賞 の 受賞 候補 業 
| MLL, 本 学会 か ら 会 員 小林 尚 氏 の “殺虫 剤 散布 に よ 
2 水田 尼 虫 相 の 変動 に 関す る 研究 ” を 推薦 し た と と ころ , 
} AAD Cie ¢ LEPVGE S Nico 
| 農学 進歩 年 報 第 6 号 
工学 進歩 年 報 策 6 号 (1957 年 の 論文 収録 ) は と の は ほ 
・ ご 刊行 され た 。 上 農学 部 門 の 抜 刷 は 本 学会 の 事務 所 で 販売 
し て いる の で , 購入 希望 者 は 8 円 切手 16 枚 同封 の うた 
申し 込ま れ た い 。 
| 下 示 スコ クー 
| 4G, 日 本 学術 振興 会 より ユネ スコ ・ ク ター ポン 制 度 の 
| 同 知 ふた に つい て 下記 の と ねり 通知 が ぁみ あつ た が , 非常 に 
任 利 な 方 法 で いろ いろ お 役に立つ と と も ある と 思う の で 
| BRATS. 
| ュ ネ スコ クー 


ポン に つい て 


ポン 制度 為替 管理 の 壁 を と り 除 いて , 


報 151 


教育 , 科学 , 文化 関す る 出版 物 (学会 誌 , 学会 費 な ど 
ゃ 含む), 映画 フィ ルム , 科学 資材 の 輸入 を 容易 に する だ た 
め , ユネ スコ が 実施 し て いる 国際 的 な 制度 で , 制度 加入 
国 に 上 記 の も の の 代金 を 送る と き , ユネ スコ ・ ク ー ポ ボン 
を わが 国 で は 円 で 購入 し て , と これ を 先方 の 学会 や 商社 に 
送れ ば よい の で あぁ る 。 ま た 外国 か らち クー ポン で 代金 を 送 
つて きた だ たち き CHUDCKHDOHACLICMOWTWS, 

ユネ スコ ・ ク ー ポ ン で 購入 で きる も の 次 の 品目 で あ 
る が , 研究 用 で 先方 が ユネ スコ ・ ク ー ポ ン で の 支払 を 承 
ml, 日 本 学術 振興 会 の 審査 を パス し た も の に , クー ポ 
ン を 発行 する と ど と が で きる 。 

A. 出版 物 : WH, 雑誌 の 予約 購読 , 雑誌 の 各 号 , 写 
真 複写 物 , マイ クロ ・ フ ィ ル ム 複 写 物 , FRORK, 論 
文 別刷 代 な ど 

B. 映画 フィ ルム : 研究 用 フィ ルム な ど 

C. 科学 資材 : 

1. 光学 器械 , 部 分 品 お よび 顕微 鏡 付 属 品 

2. PBL MR 

3. 実験 室 用 ガラ ス 器 , BRB ick ORAM, 
目盛 を つけ た も る も の, その 他 

電気 測定 器 

分 析 用 お よび 臨床 用 器 只 

送風 装置 , 真空 ポン プ , ゲー ジ な ど 

ラジ オ の 部 分 品 と 付属 品 お よび 電気 器具 

温度 計 , 恒温 装置 

小 工 場 用 手動 器具 , 教育 用 お よび 実験 室 用 機械 
工具 手 道具 , few, t-VYT, FIW, F54 
研 魔 機 な ど 

10. 気象 器具 , 測量 器 , 工学 用 器械 

11. 純粋 化学 薬品 , 培養 基 , 写真 感光 乳剤 

12. 地図 , 海図 , BM, スラ イド その 他 

(A は 購入 額 に 制限 は な い が , B, C は 1 品目 $2000 

まで の も の に 限る 。 し か し ユネ スコ 本 部 の 許可 が あれ 

ば これ 以上 の も る の で る も る よい) 

日 本 で は ユネ スコ ・ ク ー ポ ン 配 給 機関 と し て 日 本 学術 
振興 会 (東京 都 台 東 区 上 野 公 園 日 本 学術 会 議 内 ) が 指 
定 き され て いる 。 希望 者 は 同 会 ユ = ネス コ 課 に 申請 用 紙 が あ 
る か ら , 同 課 へ 申し 込め ば よい 。 こ と これ に 必要 事項 を 記 玉 
し , 同 会 に 提出 すれ ば 審査 の 上 (A は 毎日 , B; C は 1 
週間 1 回 審査 を する ), これ を 公定 相場 に よる 円 価 で クー 
ポン を ゃ 販売 する 。 そ の 際 , 購入 者 は 同 会 に 対し クー ポン 
の 購入 額 の 4% の 手数 料 を 支払 うこ と に な つて いる 。 こと 
の クタ クター ポン に 購入 者 の 住所 , 氏名 を 記入 し て 先方 に 送れ 
ば よい 。 な お , 詳細 は 同 会 に 問 合 わ せら れ た い 。 
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